




































































お助けキャラに彼女がいるわけないじゃないですか２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　第０章　新展開、またも魔ま光こう少女




　この街は、魔光少女を名乗る一人の女の子によって守られている。

　……はず、だった。




　　　◆　　　◆　　　◆




「ぐあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　とある朝、我が荒あら雅まさ市は阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれていた。

「はーはっはっは！　ざまぁないねぇ！」

　高笑いを上げながらそれを見下ろすのは、世界征せい服ふく推進機構の幹部・ピンクジェネラル……通つう称しようピンジェネさんだ。今回、彼女らがどんな悪行を働いているのかといえば……。

「さぁ、ソフトキャンディ型怪かい人じんメメントスにザ・子こ鬼おにたち！　どんどん愚ぐ民みん共の炭酸飲料を噴ふき出させてやるんだよ！」

「フリィィィィィスクゥゥゥゥゥゥ！」

『イー！』

　人々の炭酸飲料に次々と、口がスースーする感じのアレを投げ込んでいるのだ！

　……いや、これ結構悪質!?　今回はマジで割と被ひ害がいでかいぞ!?　僕もさっきやられて、全身甘い香かおりに包まれてベットベトだよ！　くっ……しかし、戦う力を持たない僕たちに出来ることはただ甘んじてそれを受け入れ耐たえ忍しのぶことだけ……！

　けれど、彼女なら……彼女なら、どうにかしてくれる！

　そんな思いを胸に、空を見上げる。するとそこに、彼方かなたから飛来する何かが見えた。

　──あれはなんだ？

　──鳥か？

　──飛行機か？

　僕と同じく空を見上げた人々が、口々にそんな声を上げる。

　──いや、あれは……！

　そして、飛来物の姿がはっきり見え始めたところで。

『魔光少女だ！』

　一いつ斉せいに、歓かん声せいを上げた。

「みんな、お待たせ！」

　僕たちに降り注ぐ、キュートな声。

「魔光少女まほろば☆マホマホ！　ただいま参上！」

　ハート形の髪かみ飾かざりで結ゆわれた金色のツインテールが、風に吹かれて揺ゆらめく。幼さを残しつつも十二分に整っているその顔は今、凜り々りしく頼たのもしい表情で彩いろどられていた。原色に近いカラフルな色調で彩られたコスチュームに、ヘッドに黄こ金がね色の宝玉を戴いただいた魔法のステッキ。その華か美びな衣い装しようを着こなせるのは、彼女くらいのものではなかろうか。

　それは、彼女がこの街に現れるようになった一年前から変わらない光景だ。

　だけど数日前から、そこに一つの変化が生じた。

「続いて参上！」

　そんな声と共に、空の彼方から飛来する影かげがもう一つ。

　深いスカイブルーの髪かみを、ポニーテールで纏まとめている女性だ。やや淡あわいブラウンの瞳ひとみを有する目は、パッチリとした大きいもの。すっと通った鼻び梁りように、ふっくらとした桜色の唇くちびる……マホマホの顔立ちがどちらかと言えば『可愛かわいらしい』に分類されるのに対して、彼女の場合は『美しい』という表現こそが相応ふさわしいだろう。

　纏う衣装は、水色を基調とした大人しめのデザイン。でもそう思うのは、マホマホを見慣れているせいかもしれない。装そう飾しよくは少なめながら、全体的には可愛らしい意い匠しようだ。一見大人びた彼女には似合わないようにも思えるけど、不思議と違い和わ感なくマッチしている。

「魔光少女フェアリィ☆ライト！」

　彼女こそが、数日前に生じた大きな変化……新たに現れた魔光少女なのだった。

　そして。

「うぉぉぉぉぉ！　ライトぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

「マホマホもライトも、頑がん張ばってぇ！」

「ライト、今日も美人！」

　今やその人気はマホマホと二分……あるいは、マホマホを超こえる程ほどまでになっていた。

「いくよ、マホマホ！」

「うんっ！」

　この街の魔光少女としては後こう輩はいながら、むしろマホマホを引っ張るリーダーシップ。

「フェアリィ☆フラッシュ！」

「ぐっ、目がぁ!?」

　今まさにピンジェネさんの視界を奪うばったような、派手な魔法。

「まほろば脇わき固がため！」
















「ぐぇっ……!?」

「よーし、ナイスだよマホマホ！　トドメいくから、タイミング合わせて離り脱だつしてね！」

「了りよう解かいっ！」

「フェアリィ☆レイ！」

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ!?」

『イィィィィィィィィィィィィィ!?』

「ミンティアァァァァァァァァァ!?」

　そして攻こう撃げきの特性から、見せ場を持っていきやすいということ。そういった点が、彼女に支持が集まっている理由らしい。僕的にはマホマホの奥ゆかしい感じも好きだし、あくまで肉体一つで戦う燻いぶし銀な所も良いと思うんだけど……まぁ、感じ方っていうのは人それぞれだ。僕としては、ちょっとモヤモヤとしたものが胸に浮うかぶけどね。

　……うん、ただ。

　この街、ちょっと魔光少女過多なんじゃないですかねぇ……!?　マホマホだけで十分守れてたと思うんだけど、なぜ今になって新たな魔法少女が現れたんだろう……？




　　　◆　　　◆　　　◆




　マホマホとライトが飛び去って行くのを見送った後、学校への歩みを再開させた僕。

「ふわぁ……」

　ついさっきまでは魔光少女たちの戦いを見て興奮状態にあったんだけど、これから始まる退たい屈くつな授業のことを考えるとあくびの一つも出ようってもんだ。

「ふぁっ!?」

　……と思っていたところで視界に飛び込んできた光景に、一気に眠ねむ気けが吹き飛んだ。

「うーん……今日もライトのアシストしか出来なかった感じだなぁ……」

「まぁ、向こうさんもこっちに来たばっかりで張り切っているのでチュウよ。きっと、そのうち見せ場も均等な感じになっていくでチュウ」

「見せ場はどうでもいいんだけど、魔光少女としてちゃんと皆みんなの役に立ちたいから……」

　うん、あの、それは、反省会ですかね？　それ自体は良いと思うのですよ。ただね。

　なんで、その反省会場が電柱の陰かげなんですかねぇ……!?

　しかも、マホマホ状態のままで！　せめて変身解除してからにしてくださいよ！　それ、ほとんど隠かくれられてませんからね!?　幸いにして、今はたまたま人通りが無いですけど……って、駄だ目めだ！　僕の後ろからアラ高生の集団が来てる！

「あっ……そろそろ学校に行かないと遅ち刻こくしちゃう……変身解除しないと……」

　なのに、なぜあえてこのタイミングで変身解除しようとしちゃうんですか!?

　貴女あなた、変身解除の時に結構光るんですからね!?

　くっ……仕方ない、やっぱりここは僕がどうにかせねば……！

「皆みな様さま、お騒さわがせ致いたします！　これより平ひら地ち護もり常つねオンステージを始めます！」

　大声を上げる僕に、通り過ぎようとしていた集団が足を止めて僕の方を振ふり返った。

「それでは御ご覧らんください！」

　こんなこともあろうかと鞄かばんに忍ばせていたスピーカーにスマホを繫つないで、音楽再生アプリを操作する。すぐに、スピーカーから軽快な音楽が流れ出した。

「ロボットダンスです！」

　そう宣言した僕は、片手を上げ音楽に合わせて動き始めた。自分の身体からだ全体を一つの腕うでに見立て、多数の関節があることを意識して上下左右へと規則的に動いていく。

「??　それのどこがロボットダンスなんだ？」

　観客の一人からそんな疑問の声が上がった。

　あれ、伝わらなかったかな……？

「これは、自動車の部品を溶よう接せつをするロボットの動きです」

　仕方なしに、そう解説する。

「いや、ロボットダンスってそういうんじゃねーから!?」

「誰だれが産業用ロボットを模すんだよ!?　普ふ通つうは人型ロボットだよ！」

「でも、無む駄だにクオリティが高い!?」

「本当だ!?　まるで、そこに自動車の姿が見えてくるみてぇだ!?」

　すると、皆さんから総ツッコミが入った。そ、そうだったのか……よく調べもせずに練習してたからな……だけど、そうこうしているうちに視界の端はしに一いつ瞬しゆん強い光が生じた。幸いにして、僕が注目を集めているのでその発生源の方を見ていた人はいない。

「以上、ご覧いただきありがとうございました！」

　密ひそかに胸むねを撫なで下ろしながら、僕は音楽を止めてオーディエンスの皆さんに一礼した。

『一体何を見せられたんだ……』

　大層微び妙みような表情で首を捻ひねりながら、皆さん歩みを再開させる。

　僕も数歩進んで、未いまだ電柱の陰にいる人の肩かたを叩たたいた。

「庄しよう川かわさん」

　烏からすの濡ぬれ羽ばのような、漆しつ黒こくの髪。かつては雑にまとめられていたそれが、今は丁てい寧ねいに梳とかされて後ろに流れている。分厚い眼鏡の向こうに隠れていたやや垂れ気味な目も、もう何に阻はばまれることもなく見ることが出来た。小こ柄がらで、愛らしいその姿。

　マホマホの中の人こと、庄川真ま帆ほさんである。

「えっ、平地くん!?」

　こちらを振り向いて、庄川さんは目をパチクリと瞬またたかせた。

「き、奇き遇ぐうだね！　ホント、凄すごい奇遇！　私、たまたま、偶ぐう然ぜん、ここを通りかかって！」

　次いで、焦あせった調子で捲まくし立てる。いや通学路なんですから普通に通ってもおかしくないですし、変に強調すると逆に怪あやしいんでやめた方がいいですよ……とは思ったけれど。

「はは……そうですか」

　軽く笑って流しておく。

　こうして庄川さんと話していると、胸のモヤモヤも晴れていく気分だった。そうだよね……世間の関心が新しい魔ま光こう少女に向こうと、僕のやることは変わらない。今まで通りマホマホを応おう援えんして、その正体がバレないよう陰かげから助けるだけだ。万一その正体がバレてしまったら、二度とマホマホに変身出来なくなる上に『三十歳になるまで彼氏が出来ない』なんてペナルティまで発生してしまうんだから。それは、なんとしても防がねば。

　庄川さんの友人として……そして、彼女に『父性』を抱いだいている身としてね！




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真帆




　ふふっ、朝から平地くんと会えるなんてラッキーだな。変身解除した直後で、ちょっと焦あせっちゃったけど……最近魔光少女としてあんまりちゃんと活動出来てなく少し落ち込んでたのが、一気に元気になっちゃった。

「っと、あまりゆっくりもしていられない時間ですね。行きましょうか」

「うん、そうだね」

　平地くんと連れ立って歩き出す。なんだか自然な感じ。私も、前みたいに一いつ緒しよにいるだけで緊きん張ちようしたりしないし……恋こい人びと同士らしくなってきたよね？　だって私たち、もうプロポーズまで済ませちゃってるんだから。恋人同士どころか、婚こん約やく者だもんね。えへへ。




　なんて……この時の私は、能天気に浮かれてて。

　これから色んな意味でのピンチを迎むかえるだなんて、想像もしていなかった。










　　　第１章　転校生、それは完かん璧ぺき超ちよう人じん




「おはようございまーす」

「おはよう、ございますー」

　庄しよう川かわさんと一緒に教室へと足を踏ふみ入れる。イメチェン当初は挨あい拶さつ一つ取ってもキョドらないよう必死だったけど、流石さすがにもう慣れたものだ。まぁ普通は挨拶でキョドったりはしないわけで、マイナスがゼロになっただけなんだけど。それでも、成長は成長だろう。

「おはよう」

「おはー」

　クラスメイトの幾いく人にんかが挨拶を返してくれる中に、ユウくんと里さと崎ざきさんの声も混ざっていた。爽さわやかイケメンに、イマドキ女子代表。今日も今日とて、二人の放つオーラはただそこにいるだけで目立つ程のものだ。流石、スクールカースト最上位勢。

「なぁ護もり常つね、聞いたか？」

　自席に着いた僕に、ユウくんが問いかけてくる。彼と僕は、カーストの両りよう極きよく端たんに位置する存在。本来交わるはずのない僕らだけど、庄川さんの『秘密』を共有する盟友なのだ。

「はい、聞きましたよ」

「おっ。流石、耳が早いな」

「コーヒーなどの染しみへの応急処置には、中性洗せん剤ざいが効果的って話ですよね？」

「誰が何の目的で朝っぱらから主婦のお役立ち情報について確かく認にんするんだよ!?」

　と、このように軽く冗じよう談だんを交かわし合ったりもする仲なのである。

「じゃなくて、転校生が来るって話だよ」

　やや呆あきれた調子で、ユウくんはそう続ける。

「いえ、それは初耳ですが……それよりも」

「うん？　どうかしたか？」

　真しん剣けんな表情を形作ってゴクリと唾つばを飲んだ僕に、ユウくんは小さく首を傾かたむけた。

「転校生の情報を事前に仕入れてくる友人ってホントにいるんですね……あれですか？　もしかして、攻こう略りやく対象の好感度とか教えてくれたりもするんですか？」

「？　いや、たまたま職員室行った時に小耳に挟はさんだんだけど。攻略対象って何？」

　ギャルゲの友人キャラあるあるネタは通じなかったみたいだ。そりゃそうか。

「いえ、何でも……しかし、転校生ですか。漫まん画がなんかじゃ美少女が相場ですが」

「ふっ、現実でそれはないだろ。つか、そんなこと言ってたら庄川さんに怒おこられるぜ？」

「？　そうですかね？」

　なぜ転校生が美少女だったら庄川さんが怒るのか……実は美少女嫌ぎらい、って一面があったりするとか？　その場合、鏡を見る度たびにブチ切れることになっちゃうと思うんだけど。

「なんでピンと来てないんだよ……ま、この程度で怒る人じゃないとは思うけどさ」

　僕、今後は庄川さんが鏡を見ないようフォローとかした方がいいのかな……？




　庄川さん云うん々ぬんはともかくとして。

　結論から言えば、どうやら現実にも『それ』はあるらしかった。

「初めまして、街まち田だ好よし乃のと申します」

　咲さいた花のような笑え顔がお、っていうのはこういうものを指すんだろう。上品に小さく微笑ほほえんでいるだけなのに、強きよう烈れつに目を引く華はなやかさを持っている女性だった。

　アッシュブロンドの髪かみは腰こし辺りまで伸のびており、ややウェーブがかった髪質だ。少し吊つり気味な目は、パッチリと大きい。すっと通った鼻び梁りように、ふっくらとした桜色の唇くちびる。それらが、奇き跡せき的なまでのバランスで美しく配置されている。十人いれば十人が振り返るだろう美人。高い身長も相まって、同世代とは思えない大人びた雰ふん囲い気きを纏まとっていた。

「四年前に一度県外へ引っ越したのですが、この度戻もどってくる次し第だいと相成りました。皆さん、仲良くしていただけますと嬉うれしいです」

　彼女の言葉が、鈴すずを転がしたように心ここ地ちよい音色として耳に届いてくる。この短い挨拶だけで男女の別なく教室中のハートを鷲わし摑づかみしたようで、方々から溜ため息が聞こえた。

「皆、仲良くしてやるように」

　相変わらずの鋭するどい視線で紡つむがれた邑むら山やま先生の声も、どれだけの生徒に届いているのか。

「よろしくお願い致しますね」

　バックに薔ば薇らでも幻げん視ししそうな程ほどの優ゆう雅がさで、街田さんが頭を下げる。なんというか、一挙一動が絵になる人だ。まるで、漫画の世界から抜ぬけ出してきたみたいだなぁ。

　なんて思った僕だけど、まだ彼女のことを甘く見ていたのだとすぐに知ることになる。




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田さんが転校一日目にして成し遂とげた伝説の一部を挙げてみる。

　どこからそんなに早く噂うわさが広がったのか、朝のＳＨＲ終しゆう了りよう直後から彼女のことを一目見んと廊ろう下かにギャラリーが密集。なぜかクラス内の有志によって整理券まで配られる事態に。

　昼休みまでに、被ひ告白数二桁けたを記録。その全すべてをお断りするも、フラれた男子たちは満足げな表情だったという。なお、放課後に至るまでに更さらに撃げき墜つい数を倍にまで伸ばした模様。

　他にも、全国模試の成績上位者に名前が何度も載のっていた、体育の授業で陸上部のエースに勝った、痴ち漢かんを投げ飛ばすところを見た、などなど……彼女の噂は尽つきない。

　とにかく街田好乃さんという人は、容よう姿し端たん麗れい頭脳明めい晰せきスポーツ万ばん能のう、しかも誰にでも分け隔へだてなく接して冗談や悪ノリにも嫌いやな顔一つせず付き合ってくれる……という、いわゆる完璧超人というやつであるようだ。現実にこんな人が存在するとは思わなかった。

　初日で学校中が知る有名人になった彼女は、当然スクールカーストの最上位に位置する存在になったと言えよう。もしかすると、ユウくんすらも凌しのぐ勢いかもしれない。

「結構強いんだぜ？　ウチのサッカー部」

「まぁ、そうなんですね」

　少なくとも、あぁして並んで話していてもどちらかが見み劣おとりするってことはない。

「試合の際、応援に伺うかがったりしても？」

「あぁ、もちろん大だい歓かん迎げいさ」

　とはいえ一方のユウくんも、全くの自然体で街田さんと話しているのは流石だ。

「お前ら、街田さんが来たからって張り切りすぎて変なミスすんなよ～？」

『お、おぅっ！』

　他の皆みなさんみたいに、舞まい上がってしまうのが一いつ般ぱん的な男子の反応だろう。

「皆さん、頑がん張ばってくださいね？」

『は、はいっ！』

　まして、上うわ目め遣づかいにニコリと微笑まれたりすれば尚なお更さらだ。普ふ通つうならあざとい動作にしか映らないと思うんだけど、街田さんがやればそれすら絵になるんだから卑ひ怯きようだよね。流石に天然ってことはないだろうから、狙ねらってやってるんだろうけど……魔ま性しようの女路線を狙ってるんだろうか。だとすれば、それは正しく彼女の思おも惑わく通りに成功していると言えよう。

「街田さーん、この後カラオケ行くんだけど来ない？　歓かん迎げい会かいがてらってことでさ」

　と、里崎さんがそんな声を上げる。彼女もまた、街田さんに対して物もの怖おじせず話しかけられる人の一人だ。フラットな表情を浮うかべる里崎さんの周りでは、クラスの女子数名が期待と不安の入り混じったような顔で街田さんを見つめている。

「あら、お誘さそいいただきありがとうございます」

　街田さんに微笑まれて、里崎さん以外の方々がホワッと嬉しげな表情となった。

「けれど、すみません。今日はこの後、用事がありまして……」

「そか、こっちも急に振ふっちゃったしね。また誘うから、そん時はよろしくね」

「えぇ、是ぜ非ひとも」

　断られても、女子の皆さんに不満げな色はない。あれだけ男子を魅み了りようしてしまえば女子からやっかみの一つも買いそうなものなんだけど、彼女はそれを『女子をも魅了』することで回かい避ひするという離はなれ業わざをやってのけたのだ。これは、街田さんの態度が男女どちらを相手にする場合でも全く変わらないっていうのも大きいと思う。男子に媚こびているわけじゃなく誰だれにでもそういう風に接する人なんだ、と思えば嫉しつ妬とも生まれにくいんだろう。

「なんだか、凄すごい人が転校してきましたねぇ」

　丸っきり他ひ人と事ごとの調子で、僕は庄川さんに話を振った。実際、他人事オブ他人事である。転校生がどれだけ凄かろうと……というか凄ければ凄い程、僕に接点が生じる可能性は低くなっていくんだから。まさしく、別世界の住人ってやつだ。

「……庄川さん？」

　多くの人に囲まれた街田さんの姿がたまたま視界に入ってきたから、彼女の方に目を向けながら何の気なしに振った雑談だったんだけど。反応が返ってこなくて、隣となりの庄川さんを窺うかがう。すると庄川さんは、街田さんの方を見たまま何やら難しそうな顔をしていた。

　まさか、本当に美少女嫌いっていう一面が……？

「庄川さん？　街田さんがどうかしましたか？」

「ふぇっ!?」

　もう一度呼びかけると、庄川さんはビクッと身体からだを震ふるわせた後でこちらに向き直った。

「あ、うん、そうだね！　美お味いしいよね、おはぎ！」

　一体何の話をしているんだろう……おはぎのことを考えてボーっとしてたのかな？

「御ご機き嫌げんよう。庄川さん、平ひら地ちくん」

　と、庄川さんに意識を逸そらしていたところで横合いから不意に話しかけられ僕はビクッと身体を震わせてしまう。まして、話しかけてきたのが件くだんの街田さんだから尚更だ。

「あ、えと、はい、御機嫌ようございます」

　御機嫌ようございますって何だよ僕……でも、「御機嫌よう」に対する返しの正解って何なんだろう……今までリアルでそんなこと言う人に会ったことなんてないしな……。

「あら平地くん、睫まつ毛げが目に入りそうですよ？　少し、動かないでくださいね？」

　なんて言いながら僕の頰ほおに手を添そえて、顔を寄せてくる街田さん……って、近っ!?　ちょっと近すぎません!?　もう鼻の先とか触ふれ合っちゃいそうな距きよ離りですよ!?

「はい、取れました」

「ど、どうも……」

　僕なんか誘ゆう惑わくしたところで、何の意味があるっていうんだ……。

「庄川さんも……」

　続いて、庄川さんにも顔を寄せていく街田さん。

「────────」

　ん……？　今、何か耳元で囁ささやいた……？

「それでは、失礼しますね」

　そのまま、庄川さんとすれ違ちがう形で街田さんは教室を出て行く。

「あの、私もちょっと用事が出来たから。これで失礼するね」

　かと思えば、庄川さんもその後を追うように教室を出た。

　最後、なんとなく素っ気ないように思えたんだけど……気のせいかな……？




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真ま帆ほ




　うぅ、最後ちょっと嫌な態度になっちゃったな……だって、街田さんにドギマギしてる平地くんの姿を見てると胸が苦しくて……駄だ目め駄目、こんなことくらいで嫉妬なんて。彼女として、どっしりと構えとかないとね！

　なんて決意を胸に秘ひめながら、西館の一角を歩いて行く。この辺りは部活で使われてる部屋もない区画で、放課後ともなれば全く人ひと気けがない。

「ごめん、お待たせ」

　空き教室の扉とびらを開けて、中にいた人にそう声をかける。

「いいえ、とんでもない。お呼び立てしてしまって申し訳ありません」

　窓から差し込む光に照らされる姿が眩まぶしく見える美人……街田さんに。

　街田さんは物もの腰ごし柔やわらかで、明るくて、他にも色々凄くて……私なんかとは一生接点がない人だと思う。そんな街田さんが、私に何の用だろう……とは、思わない。

　本来だったら存在しないはずの接点が、たった一つだけあることを知っているから。

「いいの。私だって、お話ししたいと思ってから」

　一目見た時から、気付いていたから。

「それは良かったです」

　そう、だって彼女は……彼女も。

「まほろば☆マホマホさん」

　魔光少女なんだから。

　魔光少女同士には、別人に見える魔法は働かない。だから、ライトそっくりのその顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。もちろん、それは街田さんから見た私も一いつ緒しよだと思う。

　ていうか話には聞いてたけど、本当に他にも魔光少女っていたんだ……魔法の力で魔光少女の情報は同じ街の中でしか出回らないようになってるし、チュウも「個人情報守秘義務があるので教えられないでチュウ」って言って教えてくれないし。でも、『組織』も適当だよね……同じ街に二人も魔光少女を配置するなんて。まぁ、中の人の都合に合わせてくれるっていう意味ではありがたいんだけどね。

「そんなに身構えないでください。別に、喧けん嘩かを売りに来たわけではないのですから」

「あ、うん……」

　冗じよう談だんめかしてクスリと笑った街田さんに、おずおずと頷うなずいて返す。

　身構えちゃってるのは、単に私が人見知りだからってだけなんだけど……。

「大した用事でもないのです。この街を守る先せん輩ぱいにご挨あい拶さつを、と思っただけなので」

「別に、そんな、先輩だなんて……」

　呼ばれ慣れない呼こ称しように、ますますキョドってしまう。

「同じ街を守る仲間として、よろしくお願いしますね。共に戦って参りましょう」

「こ、こちらこそ……！」

　ピシッと凄く綺き麗れいなお辞じ儀ぎをされて、私も慌あわてて背筋を伸のばして頭を下げた。

　それから……顔を上げた街田さんが、スッと窓の方へと視線を向ける。たったそれだけの動作なのに、とっても絵になるなぁ……って、見み惚とれてる場合じゃない。

「早さつ速そく、来たようですね」

「うん」

　もちろん、私にも届いている魔光少女を呼ぶ皆の気持ちが。

「では……参りましょう」

　と、街田さんは素す早ばやくステッキを取り出して高々と掲かかげた。

　すると、彼女の姿が光に包まれる。その中に、身体のラインが浮かび上がって……わぁ、制服の時からわかってたけど、やっぱり凄くスタイルいいなぁ……スラッとしてるのに、胸も……って、だからボーっと見惚れてる場合じゃないって！　私も早く変身しないと！　えっと、ステッキはどこにしまってたっけ……!?　……あっ、これかな？

「ヂュウ!?」

　あっ、違うこれチュウだ!?　思いっきり胴どう体たい握にぎりしめちゃった……。

「ごめんね、チュウ！」

　謝りながらも、鞄かばんの中を探さぐる。

「なんだか凄くおざなりに謝られた気配を感じるでチュウ……」

「そ、そんなことないよ！」

　まぁ、実際のところチュウを心配する気持ちより焦あせりの方が強かったりするんだけど……だって、早く変身しないと出で遅おくれちゃうよ！　一緒に戦おうって言った直後にそれじゃ、先輩として申し訳が立たないもんね！

「闇やみの神よ、死の王よ、混こん沌とんの主あるじよ。我の捧ささげる供く物もつと引き換かえに、我に力を……」

　あれ……？　そういえば街田さんは呪じゆ文もん唱えてなかったよね……？

　魔光少女によって、その辺り違うのかな……？




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




　全く、何の問題も無いね。

　それが、この街に来ての率そつ直ちよくな感想だった。世界征せい服ふく推進機構、だっけ？　仰ぎよう々ぎようしい名前の割にやってることショボいし。学校の人たちも、私の『表』の顔にすっかり騙だまされてる。ま、これに関しちゃ私の演技が完かん璧ぺきすぎるから当然なんだけど。

　それから、元々この街にいた魔光少女。まほろば☆マホマホこと、庄川真帆さん……彼女に関しても、何も問題は無い。なんだったら、この子が一番問題にならないまである。

「あの……ごめんね、足を引っ張っちゃって……」

　世界征服推進機構を一方的に退けて、空を飛んでの帰り道。

　マホマホが申し訳なさそうな顔でそんなことを言ってくる。

「いえ、そんな。協力して戦えて良かったです」

　実際、足を引っ張ってたのは事実だけどね……なんて内心はおくびにも出さず、私は微笑ほほえんで返す。ていうか、なんで変身するのにいちいち呪文唱えてたんだろ……その時点でだいぶ出遅れてたし。かと思えば、さっさと魔ま法ほう撃うてばいいのにって場面で毎回距離を縮めに行こうとするし。まさか呪文キャンセル変身を知らなかったり遠距離攻こう撃げき魔法が使えないってわけじゃないだろうし……ま、私的にはその方がやりやすくていいんだけど。私はこれでストレス解消してるから、自分でやれる範はん囲いが多いに越こしたことはない。

「うん……ありがとう。これからも、よろしく」

「はい、こちらこそ」

　心中を悟さとられないよう、綺麗な笑みをキープしたままで応答する。さしもの私も、こんな純真な子を騙し続けるのは良心が痛む……なんて、わけはない。こちとら、その程度で痛むようなガラスのハートじゃないんだから。今いま更さら……ね。

「それでは、この辺りで」

「あ、うん。またね」

　別れを告げて、私は進路を変えた。さっきは周りに人がいないことを確認済みだったから学校で変身したけど、魔光少女なら基本的に自分の秘密スポットで変身・解除するものだからね。その都度適当な場所で、なんてリスクを冒おかすわけにはいかないし。

　ただ、私はまだこの街に来たばかり。最適な場所が見つかってないから、少し街の中心から外れた廃はいビルを変身場所に選んでる。自宅からちょっと遠いのが難点だけど……確実に人が来ない場所の心当たりが今のところここしか無いんだから仕方ない。

「今日も、私以外の足あし跡あとは無し……と」

　注意深く入り口付近の床ゆかを観察して呟つぶやく。埃ほこりの降り積もったそこには、前回見た時と同じく私の足跡しか残っていなかった。このビルの入り口がここだけなのは確かく認にん済み。ここさえチェックしておけば問題は無いだろうと判断して、ビルの奥まで進んだ。

　中は静かで、私の足音だけが反はん響きようする。しばらく歩いて、扉の取とっ払ぱらわれた一室に入った。ここなら窓も無いし、入り口からも死角になっているから誰だれにも見られる心配は無い。光源が廊ろう下かから差し込んでくる光しかなくて、全体的に薄うす暗ぐらいのが難点だけどね。

「よし」

　ここまで来て、ようやく安心。変身を解除する。私から発生する光に一いつ瞬しゆん室内が照らされた後、自身の身体からだを見下ろすと真新しい制服姿に戻もどっていることが確認出来た。

「ふぅ……」

　緊きん張ちようを解いて、軽く息を吐はく。

「相変わらず、好乃は心配性ですわね。こんな廃ビルの奥まで来ておきながら」

　すると私の鞄の中から、ピョコンと可愛かわいらしい顔が飛び出してきた。手の平大の、リスに似た姿。ショコラ……上品な睫まつ毛げが特とく徴ちよう的な、私のマスコット妖よう精せいだ。

「ちょっとショコラ、家の外で気軽に出てこないでよ」

「ほほほ、こんな所で誰が見ているというのです？」

「まぁ……ね」

　彼女は、唯ゆい一いつ私が『素す』の自分を晒さらすことの出来る存在だ。

「にしても好乃、貴女あなたこちらの学校でもあのキャラでいくつもりですの？」

「そりゃそうよ。今までだって、ずっとそうだったんだから」

「……いい加減、気を許せる友人の一人でも作った方が良いのではなくて？」

「そんなの、ショコラがいるだけで十分じゃん」

「わたくしでは話し相手にはなれても、いざという時に助けたり出来ないでしょう？」

「私に助けなんて必要ないっての。ちゃーんと一人で守り抜ぬいてみますよ。魔光少女の正体も、『こっち』の私のことも……さ。誰にも知られるつもりなんてないんだから」

「ですが……」

　──ガタンッ！

　ショコラが尚なおも言い募つのろうとしたところで壁かべの方から音が鳴り、少しビクッとなる。

「瓦が礫れきでも落ちたのかな……？」

「いつから廃ビルなのか知りませんけれど、かなり老ろう朽きゆう化しておりますものね」

　ふと見上げると、所々に罅ひびが入っている天てん井じようが目に入ってくる。今にも崩くずれそう……って程ほどではないけど、何かの拍ひよう子しに強い力でも加わってしまうと危ないかもしれない。

「もしくは、猫ねこでもいるのではなくて？」

「なるほど」

　壁には比ひ較かく的てき大きな穴が空いていて、そこから入り込んだとすれば納なつ得とく出来る。

「……にゃーん」

　その穴から、鳴き声が聞こえてきた。

「やっぱり猫か……」

　小さく呟き、私はホッと胸を撫なで下ろす。

「どっかから迷い込んじゃったのかにゃー？」

　もし怪け我がでもしてるんだったら救助したいと思って、穴の方へと足を向けた。

「結局、お人ひと好よしなんですから。素のままでも、十分人気者になれるのではなくて？」

「ハッ、冗談」

「……失礼、今のは失言でしたわ」

　ショコラが、硬かたい声と表情で頭を下げる。

「あはっ、別に気にしてないから大だい丈じよう夫ぶだよん。それより今は、猫ちゃんですにゃー」

　意識して明るい笑みを形作り、それ以上何かを言われる前に穴へと首を突つっ込こむ。壁の中は空くう洞どうになっていて、ギリギリ人が入れそうなくらいのスペースがあるみたいだ。

「んー……？」

　暗くてよく見えないな……驚おどろかせないよう、下の方に傾かたむけながらスマホの画面を点つけて……と。あっ、奥に何かいる。猫……猫？　あれ、なんか猫にしてはデカくない……？　ほとんど人と同じくらい………………ていうか……人そのもの、っていうか……。

　ガッツリ、そこにいた『人』と目が合って。

　その男子生徒……クラスメイトの平地護常くんは。

「にゃ……にゃーん……」

　気まずげに、やたら上う手まい猫の鳴き真ま似ねを披ひ露ろうしてくれた。










　　　第２章　内ない緒しよ話ばなし、しかし疑ぎ心しん暗あん鬼き




　使われなくなって久しいと思おぼしき廃ビルの一室。

　現在、その中はお通つ夜やのような空気に包まれている。

「……とりあえず、一応確認しときたいんだけどさ」

　ひたすらに気まずい沈ちん黙もくを破って、街まち田ださんが口を開いた。

「どっからどこまで、知っちゃった？」

「……恐おそらく、街田さんが思い描えがいている最初から最後までかと」

　彼女が入って来る前からずっと壁の中にいた僕は、固い声でそう答える。

「そっかー。ま、そうだよねー」

　ダランとだらしなく背もたれに体重を預け、街田さんは天を仰あおいだ。

「あ、あの！　僕、このことを他言する気は全くありませんので！」

　とりあえず、声を大にしてそう伝える。

「ホントー？」

　だけど、街田さんが僕を見る目はかなり疑わしげなものだった。まぁ実際、逆の立場だとすれば僕だってこんなキモオタをすぐに信しん頼らいしたりはしないだろう。

　とはいえ、今出来るのは精せい一いつ杯ぱいの誠意をお伝えすることくらい……！

「本当です！　こう見えても僕、秘密を守ることに定評がありますので！」

「へー、そうなんだー」

　ぐっ、圧あつ倒とう的棒読みな返事……目も完全に死んでるし……。

「……わかりました。信じていただくため、ここは一つ僕の秘密もお話ししましょう」

「ふーん？」

　決意と共にそう告げると、街田さんは少しだけ興味を抱いだいたように片かた眉まゆを上げた。

「実は、僕……」

　僕は、ともすれば重く閉とざしたくなる口をどうにか開く。

「お腹なかに、ちょっと面おも白しろい感じのホクロがあるんです！」

　そして、断腸の思いと共に秘密を暴ばく露ろした。

「へー」

　あれ……？　なんか、反応が薄うすいな……？

「……え？　で？」

「？　で、とは？」

　意味がわからず、そのまま問い返す。

「いや、流石さすがにホクロの話で終わりじゃないでしょ？」

「いえ、終わりですけど？」

「終わりなの!?　いやいや、おかしいって！　釣つり合ってないでしょ明らかに！」

「釣り合って……ない……？」

「どうしてピンと来てない!?　私、魔ま光こう少女の正体！　キミ、お腹のホクロ！　釣り合ってない！　わかる!?　わからない!?　なぜ!?」

　なんで、ちょっと片かた言ことっぽくなってるんだろう……。

「大体、面白い感じのホクロって何!?　どうせ大して面白くもないんでしょ!?」

「ちょ、なんで僕のシャツ捲まくろうとするんです!?」

「キミだって私のを見たんだからお互たがい様でしょ！」

「誤解招くような言い方しないでくださいよ!?　って、力強っ!?」

「ふへへ、こちとらこんなこともあろうかと思って日々鍛きたえてんのさ」

「それ絶対こんな時のためじゃないですよね!?　もし本当にこういう事態に備えて鍛えてたんだとすれば結構レベルの高い変態ですよ!?」

「ほーら、ついにお目見えだぁ！」
















「いやぁ!?」

　抵てい抗こう虚むなしく、僕のワイシャツとインナーがペロンと捲られてしまう。

「さーて、どんなもん……ほらぁ、やっぱ大したことないじゃん！　むしろ可愛かわいいし！」

　顕あらわになった僕のお腹を指差して、捲し立てる街田さん。

「可愛い……？　ですか……？　それはなんといいますか……ありがとうございます」

　普ふ通つうにコンプレックスだったから、なんとなくちょっと救われたような気分になる。

「え……？　いや、別に……お礼言われるようなことじゃ……」

　街田さんも少しずつ落ち着きを取り戻してきた様子で、僅わずかに視線を外した。

「……はぁっ」

　それから、大きく息を吐く。

「なにやってんだろうね、私たち」

「いや、勝手に僕まで奇き行こうサイドに巻き込まないでくださいよ。何やってんのかわからなかったのは街田さんだけですからね？」

「ちょっとー。ここは、「そうだね」とか相あい槌づち打ってプッてお互い笑い合ってなんか有う耶や無む耶やな感じで終わらせる場面でしょー？」

「そんな青春モノのありがちな展開で誤ご魔ま化かせる状じよう況きようではないと思うんですけど……」

「真ま面じ目めか！」

「真面目に言ってますけど!?」

　そう返すと、街田さんは「ふぅぅぅぅぅぅぅ……」とさっきより深く息を吐いた。

「ごめん、人間相手に素で話すの久々だからちょっとテンションが行方ゆくえ不明だった」

「無事、迷まい子ごのテンションさんが見つかったようで何よりです……」

　実のところ、これが標準テンションだったらどうしようかと思ってたところでしたよ。

「というか……本当に、全然皆みなさんの前とキャラが違ちがいますね……」

　つい、ポロッとそんな感想が漏もれてしまう。

「ははっ、幻げん滅めつしちゃったかな？　ホントの私がこんなんでさ」

「いえ、むしろ今の街田さんの方が親しみやすくて好ましいと思いますが」

「……ハッ、そりゃどーも」

　あれ……？　僕としては褒ほめたつもりだったんだけど……。

　街田さんの表情はむしろ、曇くもった……というか、これは……自じ嘲ちよう……？

「って、だいぶ話が逸それちゃったけども」

　だけどそれも、コホンと咳せき払ばらいを一つ挟はさんだ後にはすっかり消え去っていた。

「私の秘密をバラすつもりはない……キミの主張は、そういうことなんだね？」

　少し気にはなったけれど、真しん剣けんな調子で問いかけてきた街田さんに僕も表情を改める。

「はい、間違いなく」

　そして、ハッキリとした調子で答えて頷うなずいた。

「私が魔光少女だってことも」

「もちろん」

「私の本来のキャラがこんな感じだってことも」

「貴女あなたがそう望むのであれば」

　じっとこちらを見つめてくる街田さんに、真まっ直すぐ視線を返す。

「……そ、わかった」

　しばらくそうしていると、街田さんがそんな言葉と共に目を閉じた。

「キミのこと、信じることにするよ。ま、今の私に出来ることなんてそれだけだしね」

　再び目を開けた街田さんは、苦く笑しよう気味に笑って肩かたをすくめる。その表情……「信じる」というよりは「諦あきらめた」ように見えるのは、僕の見方が穿うがっているからなんだろうか。

「ていうか、今いま更さらだけどさ。キミ、なんで壁の中なんかにいたわけ？　いや、それ以前にどうやってビルに入ったの？　私、入り口の埃ほこりの溜たまり具合まで確かく認にんしたんだけど」

　街田さんの笑えみに苦味が増す。

「あぁ、それ正面入り口のことですよね？　実は、反対側にもう一つ入り口があるんです。というか、出来たというべきか。一部が崩れて入れるようになっちゃってるんです」

「なんでわざわざそんな所から……？」

「管理人さんに鉢はち合あわせたら、勝手に入ったことを怒おこられちゃうじゃないですか。壁の中にいたのも同じ理由で、人の気配が近づいてきたんで咄とつ嗟さにあそこに隠かくれたんです」

「そこまでして、こんな所で何してたわけ……？」

「いざという時のために、真のロボットダンスの練習を」

「真の……？　ていうか、どんな『いざ』が来ればその練習が生きるわけ……？」

　具体的に申し上げると、貴女のお仲間がうっかりを発動するという『いざ』です。

　……というのが答えなんだけども。

「まぁ、人生何が起こるかわかりませんのでね……」

　街田さんも魔光少女とはいえ言って良いものかわからなかったので、とりあえず誤魔化しておく。下手な判断をして庄しよう川かわさんにペナルティが発生してしまったらシャレにならないからね……と考えたところで、ふと気付く。

「ところで、秘密を知られたことによってペナルティが発生したりとかって……」

「ん……？　まぁ、あるにはあるけど……」

「まさか、もう魔光少女に変身出来なくなってしまったとか……!?」

「や、そういうのじゃなくて」

　身を乗り出し気味に尋たずねると、街田さんは軽い調子で首を横に振ふった。

　良かった……とりあえず、マホマホとはまた条件が違うんだな。

「一人にバレる毎ごとに、一年間彼氏が出来ない期間が発生するらしいんだよね」

　んんっ!?　軽……いや、軽くはないのか……？　街田さんなら、本来男性なんて選び放題。なのに想い人が出来ても交際出来ない期間が発生すると考えると、重いペナルティと言える。まして、バレた人数が増える程にその期間が延びるとなれば尚なお更さらだ。

「本当に、すみませんでした！」

　だから、僕は深く深く頭を下げた。

「別にそこまで深刻なわけじゃないから大だい丈じよう夫ぶだって。一応、回かい避ひ方法もあるし」

「回避方法あるんですか!?」

「うわっ!?　ビックリした!?」

　勢いよく顔を上げたところ、驚おどろかせてしまったようだ。いや、そんなことよりも。

「ど、どうすれば回避出来るので!?」

「簡単だよ？」

　と、言葉通り街田さんの声は軽い調子だ。

「正体がバレてから二週間、異性から恋こい心ごころを寄せられなければいいってだけだから」

「無理ゲー過ぎる!?」

　だけどその絶望感な難易度に、僕は思わず頭を抱かかえてしまった。

「え、なんで？　超ちよう簡単じゃん？」

　一方の街田さんは、パチクリと目を瞬またたかせて不思議そうな表情を浮うかべるのみ。

　いや、でも、そうか……！

「た、確かに……あれだけ男性を籠ろう絡らくさせるテクニックを持っている街田さんですものね。逆パターンもお手の物ってわけですか」

　表ひよう裏り一体、男心を知り尽つくした街田さんならイージーな条件なのかもしれない。

「男性を籠絡させるテクニック……って？」

　あれ……？　街田さん、なにゆえ引き続き不思議そうな表情なので……？

「いやいや、男子相手にニッコリと微笑ほほえんだり顔を近づけたりとか……あ、それとも街田さん的にはこのくらいテクニックのうちにも入らないってことなんですかね？」

　なぜか焦しよう燥そう感のようなものが胸に浮かんできて、僕は早口で尋ねる。

「いや、ていうかさ」

　何を言ってるのかわからない、といった表情で街田さんは首を傾かたむけた。

「そのくらいで人を好きになったりしないでしょ？」

　ちょっと待ってください……!?　まさか……！　まさかとは思いますが……！

　あれ、無自覚でやってたって言うんですか……!?

「あの……確認なんですけど……」

　僕は、震ふるえる声で次の質問を口にする。

「転校初日にして、多数の男子から告白された件についてはどうお考えで……？」

「転校生へのお決まりイベントでしょ？　前の学校でもあったけど、皆ノリいいよね」

「いや、普通の転校生だとあぁいうことにはならないんですが……！」

「でも、漫まん画がとかでもそういう展開よくあるよね？」

「それは、漫画だからと言いますか……！」

　なんか、根本的に話が通じてないような気がしてきたぞ……!?

「というか……街田さん、ご自分の容姿についてどう思われてます……？」

「あー、私ロシア人の血が半分混ざってるからさ。ま、珍めずらしくはあるよね」

　そういう問題じゃなくて……！

「私モテるなー、とか思ったことないですか……？」

「うん？　別に？」

「よく告白されるなー、とか……」

「皆、こんなもんでしょ？」

　あー……これは、もしや……と、僕は一つの可能性に思い至る。

「つかぬことを伺うかがいますが……街田さん、ご友人が少なかったりします……？」

　思い起こしてみれば、今日一日で人気者になった街田さんだけど『友人』と呼べるような距きよ離り感の人は作っていなかったように思える。

「……普通は聞きにくいことハッキリ聞くね、キミ」

　街田さんの雰ふん囲い気きが、少し変わったような気がした。

　冗じよう句くにしてはあまりに尖とがった、攻こう撃げき的な空気。

「……ま、その通りなんだけどね。特に女友達は昔からほとんどいなくてさ」

　だけどすぐにそれを緩ゆるめ、そう言って肩をすくめた。何か妙みような地じ雷らいを踏ふんじゃったかな……？　いや、今は置いておこう。街田さんも、なんだか触ふれて欲しくなくてあえて軽めの言葉で返してきたような感じがするし。何より、重大な事実が判明したから。

　この人……たぶん、身近に比ひ較かく対象がいないせいで自分のモテ度を自覚してない！

「街田さん……貴女に一つ、重要なことをお伝えしなければなりません」

　僕は、真剣な表情を形作って街田さんをじっと見つめた。

「なに？」

　小さく首を傾ける街田さん相手に告げる言葉を、頭の中で選定する。

「貴女は滅め茶ちや苦く茶ちや美人であり、ちょっと現実ではありえないレベルのモテ方をしていらっしゃいます！　まずはそれを自覚してください！」

　そして、ハッキリとそう言い放った。

「ははっ、またまた～。からかおうったってそうはいかないよ？」

　なのに、伝わってる気が全くしない……！

　どれだけ強固にその価値観刷り込まれてるんですか……!?

「わかりました……街田さんのモテ度については、一いつ旦たん置いておきましょう」

　仕方なく、方針を変えることにした。

「ですが、これだけはご理解ください。男子というのは、本当に些さ細さいなことで異性を好きになってしまうものなんです。男子に対する笑顔やボディタッチは大変危険なのです」

「えー？　そんなことで好きになったりするぅ？」

「なります！　ここは、男子たる僕の意見を信じてください！」

「でもその理論でいくと、キミも私のこと好きになってないとおかしくない？」

「僕は人類に恋こいするような資格を有していないので大丈夫なんです！」

「お、おぅ……今私、何を暴ばく露ろされたの……？」

「とにかく！」

　半笑いを浮かべる街田さんを押し切るべく、強い口調で続ける。

「ペナルティが下るのを回避するため、不用意な行動は避さけてください！」

「うーん……ていうかさー」

　髪かみを弄いじりながら、街田さんは如い何かにも気の無さそうな表情だ。

「別に私、こんなペナルティが発動したところで何も問題ないんだよねー。今まで彼氏いたことなんて無いし、これからも作る気は無いし」

「ですが、今後好きな人が出来ないとも……」

「ハッ」

　街田さんが笑った。

　それは、嘲ちよう笑しようと称しようして良い表情で。

「ありえないね、そんなこと」

　そして、そう断ずる。それが心からの言葉であることは、否いや応なしに伝わってきた。

「ですが……」

　それでも、食い下がろうとしたところ。

「そもそもさ」

　街田さんがこちらに向ける視線の温度が、氷点下にまで下がったように感じられた。

「キミには、関係ないでしょ？」

　紡つむがれた言葉もまた、こちらを突つき放すものだ。

「そ、それはそうなんですけど……僕としても、この事態を発生させてしまった責任を感じていると言いますか……」

「だから、そんなのいらないんだって。余計なお世話、ってやつなわけ」

　ぐっ……そう言われてしまうと、反論出来ないな……。

「私がキミに求めるのは、秘密厳守って点だけ」

　そう言いながらも……街田さんの表情は、それすらも期待していないような冷めたものであるように感じられた。

「じゃ、そういうことで」

　それだけ言い残して、踵きびすを返す街田さん。

「よろしくねー」

　ヒラヒラと手を振りながら、部屋を後にする。その背中を、ただ黙だまって見送ることしか出来ない中……彼女が手にした鞄かばんからピョコンと小さな影かげが飛び出してきたのが見えた。ふいよふいよと宙を浮きながら近付いてくる、手の平サイズのリスっぽい外見の何か。

　これ、まさか……ライトのマスコット的存在……!?　そんな……噓うそでしょう……!?

「どうも初めまして。わたくし、ショコラと申します。好よし乃ののマスコット妖よう精せいですの」

　ちゃんとデフォルメされて、可愛かわいい感じになっている!?　しかもなんかフワッと甘い香かおりが漂ただよってくるばかりで、獣けもの臭くささの欠片かけらもない……！　これが……！　これが、マスコット妖精……!?　ちょっと、マスコット妖精間格差ありすぎでは!?

「ふふっ、わたくしの存在に驚いているようですわね？」

　驚いてるのは驚いてるんですが、たぶん貴女あなたの言っているのとは別の理由です……！

「ねぇ、平ひら地ちさん。好乃は、貴方あなたが秘密を漏もらしたところで『諦あきらめる』だけですけれど」

　驚き覚めやらぬ僕の耳元で、ショコラさんがそっと囁ささやく。

「もし、貴方があの子を裏切るようならば」

　クスリ、という笑い声が僕の耳をくすぐる。

「捻ひねり切りますことよ？」

　何を!?　……とは、聞けなかったし聞かなかった。

　なにせ、必要ないことだ。僕に、街田さんを裏切る気なんて微み塵じんもないんだから。

「承知致いたしました」

　だから、ただそう返すに留とどめる。

「……へぇ？」

　ショコラさんの声が、どこか興味深そうな色を帯びたように聞こえた。

「こらショコラ─、なに勝手に出てんのさ。もう帰るよー？」

「はいはい、わかっておりますわよ」

　再び顔を覗のぞかせた街田さんのもとへとショコラさんは飛んでいく。

　最後にこちらを振ふり向いてニッと笑うと、ギラリと鋭するどい前歯が見えた。

「それじゃ、また明日ね～」

　今度こそ、街田さんが去っていく。

　そして、一人残された形となった僕は。

「僕は、それでも……」

　何も出来ない自分の手を見つめて、ギュッとそれを握にぎった。










　　　第３章　無自覚、なのに誘ゆう惑わく行動




　街まち田だ好よし乃の




　平ひら地ちくんに秘密がバレた翌朝……私は、教室に入る前に小さく深呼吸した。どんなことがあっても動どう揺ようしないように。動揺なんてしてやらないように、気持を整える。

「おはようございます」

　扉とびらを開けて、笑え顔がおで挨あい拶さつ。すると教室中がシンと静まって、私に注目が集まった。

　これは……やっぱり……。

　……なんて思ったのは、だけど束つかの間のこと。

「おはよ～、街田さん」

「やっぱ二日目だとまだ慣れないね～。どこの女め神がみ様が迷い込んできたのかと思ったよ」

「なにアホなこと言ってんだよ……って言いたいとこだけど、マジだからヤバいよね」

　すぐに、笑顔のクラスメイトに迎むかえられた。この様子……皆みな、何も知らないのか。

　ふーん……ま、舌の根も乾かわかないうちにって程ほどに口が軽いわけではないってことね。

「おはようございます、皆さん」

　内心で少しだけ平地くんの評価を上方修正しつつ、笑顔と共に教室に入ると。

「ねぇねぇ街田さん、このバンド知ってる？　俺、好きなんだけどさぁ」

　談笑していた男子グループの中から、隣となりの席の他た田だくんが雑誌片手に話しかけてきた。

「えぇ、それなら……」

　頷うなずきながら、彼の方へと更さらに自席の椅い子すを寄せて座……ろうとしたところ。

「奇き遇ぐうですね！　僕も好きなんですよ、そのバンド！」

　間に、平地くんが割り込んできた。

「お、おぅ……珍めずらしいな、マホオタがノッてくるなんて。そんなに好きなん？」

「ですね、コラボも多いですし！　ちなみに好きな曲は『ケロッと☆リバース』です！」

「おっ、渋しぶいとこ突いてくるねぇ。インディーズ時代の曲じゃん。よく知ってんね」

「えぇ、とあるギャル……作品の主題歌になっていたものですから！」

「最近はあの頃ころと雰ふん囲い気き違ちがうけど、音楽性の根底は今でも変わってないと思うんだよね」

「僕もそう思います！　厨ちゆう二に心をくすぐる歌詞とメロディはずっと一いつ貫かんしてますよね！」

「だよなー……ところでマホオタ、声でかくね？」

「あ、すみません。焦あせり……もとい、テンションが上がってしまったもので」

「ははっ、そんだけ好きってことだよな。いいってことよ」

　なんて、盛り上がる二人。

「ふふっ、音楽を語れる友人というのは良いですよね」

　水を差さない程度に、私もそんなコメントを口にした。

「あ、街田さんはクラシックとかしか聴きかなかったりするのかな……？」

　他田くんが、頭を搔かきながら苦笑気味に聞いてくる。

　この質問、まさしく私のイメージ戦略の成果と言えるだろう。

「いえ、Ｊ‐ＰＯＰだって聴きますよ？」

　気分良く、だけどそれを外そと面づらには出さずしれっと答える。実際には、クラシックなんてキャラ作りのために一通り聴いただけで好きなのは普ふ通つうにＪ‐ＰＯＰなんだけどね。

「そうなんだ、意外だね……好きなバンドとかいるの？」

「そうですね、『ホイートストンブリッジ』でしょうか」

「お、マジで!?　俺、実は軽音楽部でホイストのコピーバンドやってんだよ！」

「あら、そうなのですね。それは素す敵てきですね」

「ホント!?」

　雑誌を持つ他田くんの手に自分の手を重ねて微笑ほほえむと、彼はテンションを上げた様子だ。

　確かにホイストって、マイナー気味だからね。共感してくれる人がいたら嬉うれしいよね。

「そ、それはあれですよね！　一いつ般ぱん的な意味で、バンドとかやってる人が素敵だって意味ですよね！　誰だれか特定個人に好意を向けているというわけではなく！」

「？　えぇ、そうですけれど」

　平地くんは、何を当然のことを叫さけんでるんだろう……？

「は、ははっ……そうだよね……」

　突とつ然ぜんの大声に、他田くんも苦笑気味になっちゃってるじゃん。

「そういえば他田くん、彼女はいらっしゃるのですか？」

「えっ……？」

　空気を変えがてら雑談を振ると、他田くんはちょっと驚おどろいた感じの表情になった。バンドをやってる人って彼女いるイメージなんだけど、やっぱりそうなのかな？

「それは、興味本位の質問ということでよろしいですね!?」

「えぇ、そうですけれど……？」

　だから、どうしていちいちわかりきったことを聞いてくるわけ……？

「ですよね！　それはそうと、ちょっとお付き合いいただけますか!?」

　と、平地くんが私の手を取った。

「え？　えぇ……」

　戸と惑まどいながら、彼に手を引かれるまま教室を出る。




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護もり常つね




　街田さんの手を引き、人ひと気けのない階段の踊おどり場まで移動して。

「今、完全に他田くんのこと落としにかかってましたよね？」

「はい？」

　開口一番尋たずねた僕に、街田さんは「何言ってんだコイツ」とばかりに顔をしかめた。

「何言ってんの？」

　というか、実際言った。人目が無いためか、外面モードはお留守番中らしい。

「いや、流石さすがに狙ねらってましたよね？　狙ってないと出来ないレベルの所業でしたよね？」

「??」

　なんでピンと来てない感じなんだ……この人、マジか……マジなのか……。

「いいですか？　よく聞いてください？」

　小さく溜ため息を吐ついてから、一つ一つ丁てい寧ねいに説明していくことにする。

「まず、他田くんのすぐ隣に座ろうとしましたよね？　これでワンナウトです。触ふれ合いそうなレベルの近さなど、男子にとっては惚ほれちゃうゾーンに他なりません」

「えー？　そんなんで惚れたりは……」

「惚れます」

　淡たん々たんと、しかし力強く言い切る。

「次に……素敵、という言葉。これでツーアウトです。これは、男子にとって『こいつ俺に気があるんじゃ……？』と思ってしまうＮＧワードです。そして、男子とは自分に好意を向けてくれる女子を好きになってしまう生き物です」

「そんなんで……」

「惚れます」

　実際のところは、僕自身にそういう経験があるわけじゃない。だけどそれは、僕に好意を持つ女性など存在し得ないという事実を僕自身が正しく認にん識しきしているからだ。ぼっちの僕にさえ漏れ聞こえてくるレベルで、この手の勘かん違ちがいをした男子の話には事欠かない。

「そして、手を重ねるという行こう為い。これでスリーアウト、男子のハートは恋こい心ごころにチェンジです。更に彼女がいるのかって質問まで投げるとか、完全にオーバーキルでしたよ」

「………………」

「惚れます」

　疑わしげな視線を向けてくる街田さんに、今度もハッキリと断言する。

「……なるほどね。もしかすると、キミの言うことにも一理あるのかもしれない」

　こちらとしては、百理くらいはあると思ってますけどね。

「でも、昨日も言ったけどさ。それ、キミには関係ないことでしょ？」

　昨日と同じく、好乃さんの視線の温度が下がる。

「はい、その通りです」

　だけど昨日と違って、僕は動揺することなく頷いて返した。

「確かに、関係ない……ですが、それでも僕は首を突つっ込こみたいと考えているのです」

「だから、責任を感じてるんだったらそんな必要は……」

「いいえ、責任感から言っているのではありません」

　これは、一晩考えた末に出した結論だ。

「僕が、そうしたいからしている。それ以上でもそれ以下でもありません」

「……ふーん？」

　疑いと興味、半々くらいの雰ふん囲い気きで街田さんは片かた眉まゆを上げた。

「僕は、貴女あなたにペナルティが下るのが嫌いやなのです。だからこれは、僕のエゴに過ぎません。僕は僕にとっての嫌なことを防ぐため、僕のエゴでもって貴女の行動に介かい入にゆうします」

　酷ひどく自分勝手で、我わが儘ままな理り屈くつ。だけど、結局のところはこれが僕の本心だ。

「私に彼氏が出来なくなるのが嫌だから、自分のためにそれを防ぎたい……と？」

「そうなります」

　街田さんの確認の言葉に、僕はしっかりと頷いて返す。

「それって、キミ自身が私の彼氏になりたいから？」

「いえ、そういうわけではありません」

「……キミの言動、矛む盾じゆんしてない？　つまり、私に魅み力りよくが無いってことだよね？」

「僕が人類に恋出来る段階に至ってないだけですので、街田さんの魅力とは無関係です」

「うん……昨日も聞いたけどそれ、何かヤバい性せい癖へきの暴ばく露ろだったりする……？」

「一応言っておきますと、人類以外に恋する気もありません」

「そう、なら良かった……いや、良いのかなこれ……？」

　首を捻ひねった後、街田さんは「まぁそれはともかく」と表情を改めた。

「キミの主張はわかった」

　こちらに向けて、一つ頷く。

「そして、キミの言ってるように本当に私がモテるとすれば……私的にも、今の状じよう況きようは望むところじゃないのかもしれない。ペナルティ云うん々ぬんは置いといて、ね」

　うん……？　それはつまり、モテることそのものを望んでないってこと……なのかな……？　まぁ確かに、モテ過ぎってのも煩わずらわしいものなのかもしれないけど……？

「それこそ、キミには関係のないことだよ」

　内心の疑問を見み透すかされ、僕はギクリと顔を強こわ張ばらせることになった。ていうかこの人、なんでこんなに洞どう察さつ力が鋭するどいのに自分に向く恋れん愛あい感情にだけは鈍どん感かんなんだ……。

「だけどまぁ、つまりキミの行動は私にも利する可能性があるってことだ。だから、私はキミの行動を止めることはしない。基本的には、協力もしよう」

　と、表情を和やわらげる街田さん。

「もっとも……私のイメージに影えい響きようしない限りは、っていう前提だけど」

　ただ、目だけは鋭く僕を射い貫ぬいている。

「……承知致いたしました、注意します」

　でも、どうして表向きのイメージにそんなにこだわるんだろう……？　昨日も思ったけど、今みたいな感じで皆みなにも接する方が絶対に親しみやすいと思うんだけど……。

「それも、キミには関係の無いこと」

　ぐっ、またも心を読まれた……。

「ほんじゃ、そろそろＳＨＲも始まるし行こっか」

　クスリと笑って、踵きびすを返す街田さん……だけど、その最後に垣かい間ま見みえた表情が。

「……親しみやすさなんて、私には必要ないの」

　ポツリとそう漏もらした声が。

　寂さみしげなものだったように思えたのは、僕の気のせいなんだろうか。




　　　◆　　　◆　　　◆




　なお、次の休み時間。

「いいですか？　もう一度聞きますよ？　わざとじゃないんですよね？」

「だから、わざとじゃないって」

　人気の無い踊り場には、やっぱり僕と街田さんの姿があった。

「ていうか私、また何かやっちゃったわけ？」

「噓うそでしょ、心当たりすらないとおっしゃるのですか……!?」

「え、えーと……」

　流石に気まずくなったのか、街田さんは視線を逸そらして考えだした模様。

「あっ、わかったアレだ。プリント渡わたす時に、ちょっと手が触れちゃったやつ」

「正解！　ですが、それは今回の場合比ひ較かく的てき小物の方です！」

「じゃあ、他田くんが着けてる腕うで時ど計けいをセンスが良いですねって褒ほめたこと？」

「それも正解！　ですが、やっぱり今回最大の爆ばく弾だんではありません！」

「えー……？　まさかとは思うけど、貰もらったメッセージにハート付きで返したこと？」

「そんなことまでやってたんですか!?　それも是ぜ非ひとも改めていただきたい案件ですけど、なんと今回の爆弾はそれ以上の大きさなんですよ！」

「んー……ごめん、わかんないや。ギブアップ」

「そう……ですか……」

　僕は、ガクリと膝ひざをつきたい気持ちをどうにか堪こらえた。

「結局、正解は何なの？」

　さっぱりわかってなさそうな街田さん相手に、小さく溜め息を吐く。

「他田くんの……ていうか、本当に他田くんのこと狙ってるんじゃないんですよね？」

「違うってば」

「だったら……！　なぜ……！　他田くんの飲みかけのペットボトルに対して……！」

　つい先程の光景を思い出すと、僕は手の震ふるえを止めることが出来なかった。

「それ一口いただけますか？　って手を差し出しちゃったんです!?」

「だって、こないだ出た新しい味で気になってたから……」

「たまたま僕が同じ味の新品を持っていたからそれを渡せたものの……！」

「あ、そういやこれ、ありがとね。結構美お味いしかったよ」

「そういうとこなんですよ!?　わかってます!?　それはもう差し上げます！」

　一口飲んだだけのペットボトルを差し出してくる街田さんに、僕の声は更さらに荒あらぶった。

「でも、回し飲みくらい皆も普ふ通つうにしてるよね？」

「それは同性同士の場合ですよね!?」

「……？　あー、そういえば確かに……？」

「まさか、その事実に今の今まで気付いていなかったと!?　間接キスとか、男子にとってはもうそれ告白されたも同然ですからね!?」

「いやいや、流石にそれはないっしょ」

「あるんですって！」

　この人、マジで今までどんな人間関係の中で生きてきたんだ……!?

「いや、でもさ。さっきから聞いてるのが全部本当なら、男子ってアホ過ぎない……？　いくらなんでもそこまでじゃないでしょ……」

「残念ながら、そこまでアホなんです思春期の男子というのは……！」

　眉まゆ根ねを寄せて訝いぶかしげな表情を浮うかべる街田さんに、嚙かんで含ふくめるように告げる。

「あまり男子と接したことがない街田さんでは、わからないのかもしれませんが……」

「いや、男子と接する機会は結構あったはずなんだけどなぁ……」

「え、そうなんですか？」

　勝手に、今まで女子校にしか通ってなかったようなイメージだった……というかそれならギリで納なつ得とく出来なくもない線だったのに、その可能性すらも否定されたか……！

「昔は、ね」

　驚きよう愕がくを通り越こして恐きよう怖ふすら感じ始めた僕の前で、街田さんはポツリと呟つぶやく。

　その声と表情は、朝のものと酷こく似じしているように思えた。

「あの……」

「っと。急がないと、次の授業もう始まっちゃうよ？」

　だけど何と声をかければ良いか迷っているうちに、今度もその憂うれいのようなものは綺き麗れいに消え去ってしまう。それはたぶん、偶ぐう然ぜんなんかじゃなくて。

「……はい、そうですね」

　純然と存在する心の壁かべを見せつけられた気分で、僕は頷うなずくことしか出来なかった。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄しよう川かわ真ま帆ほ




　あ、平地くんと街田さんが帰ってきた。どこに行ってたんだろう？　……なんだか親しげに見えるのは、私の見方が穿うがってるから……？　うーん、胸にモヤモヤが……でも平地くんには平地くんのお付き合いがあるんだし、ちょっと他の女の子と話しただけでヤキモチ焼くとか重い女だよね……私は婚こん約やく者なんだから、ドーンと構えて……いや、違う。

　そんな風にすぐに引いちゃったら、平地くんに恋する前の私と何も変わらない。状況が良いように変わってくれるのを期待するだけで、自主的には動かなくて……動いた結果何かが起こるのが怖こわくて、踏ふみ出せない……そんな自分を変えるって、決めたんじゃない。

　嫉しつ妬とは良くない。街田さんに、変な感情を持つのはいけない。

　平地くんのことを疑ってるわけじゃない。いつだって彼のことは信じてる。

　だけど……それと、今の立場に胡座あぐらをかいて何も行動しないのは違うと思う。

　彼にとっての一番だって、ずっと思ってもらえるように……常に努力しないとね！

　よーし、どんどんアプローチかけちゃおう！




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




　次の休み時間。体育の後に、ハードル走で使ったハードルを片付けていた時のこと。

「よいしょ、っと……」

「あ、手伝うよ街田さん」

　他の女子よりかなり多い量を持ち上げようとしていた街田さんに、他田くんが声をかけた。そして、街田さんから半分ハードルを受け取ると軽々持ち上げる。

「まぁ……流石さすが、男の方は頼たよりになりますね」

　大げさな程ほどに驚おどろいた表情を浮かべた後、街田さんはニッコリと微笑ほほえんだ。

　僕の直感が告げる。

　これ、アカンやつが発生するパターンだ……！

「そ、そうかな？　ははは……」

「えぇ、やはり逞たくましさが違ちがいますもの。胸むな板いたもこんなに厚くって」

　照れ笑いを浮かべる他田くんの胸元に、街田さんがそっと手を当てる。

　はいアウトー！　完全にそれアウトですよー！　他田くん、今にも恋こいに落ちそうな表情しちゃってますよー！　くっ……どうにかしたいけど、どう動くべきか……！

「あ、あの！　平地くん！　わ、私も手伝って欲しいかな、って……！」

　街田さんたちの方を睨にらんでいると、横合いからそんな声が。

　そちらに目を向けると、庄川さんが両手一いつ杯ぱいにハードルを抱かかえてフラフラ歩いていた。

「しょ、庄川さん……!?　なぜそんなに沢たく山さんのハードルを……!?」

「わ、ワンチャン力持ちアピールいけるかと思って……」

　誰だれに対する何のアピールなんですかそれ!?　あと前から思ってましたけど、貴女あなたのワンチャンいける判定ちょっと毎回甘すぎません!?　……って、言ってる場合じゃない！

「あぅ……」

　ほら転びそうになってる！　街田さん案件も放置出来ないけど、こっちの方が優先度高いか……!?　なぜよりにもよって同時に……いや、これはむしろチャンスかも……！

「おまかせください！　さぁ、ハードルをこちらに！」

　折しも、庄川さんが持っているハードルの量は現在他田くんが抱えているのと同程度。それを引き受けることで「男ならこれくらい当然ですよね！」と街田さんの褒め言葉が男全ぜん般ぱんへのコメントであることを理解させる……！　これだ……！

「ふぁっ!?」

「おっとぅ！」

　どうにか転ぶ前に、ハードルごと庄川さんの身体からだを支える。後はハードルを受け取って……ん？　庄川さんのジャージのポケットから何かが飛び出して……って、ほげぇ!?　これ、変身ステッキ的なアレじゃないですか!?　いい加減、ご自分のうっかりっぷりを鑑かんがみて携けい帯たい場所に気を配っていただけませんかねぇ……！　くっ……両手で庄川さんとハードルを支えている体勢では、ステッキまで処理することは不可能……！　ならば……！

「どっせぃ！」

　手を素す早ばやく滑すべらせて、ステッキをギリギリでポケットに押し込み……そのせいでバランスを崩くずしてしまった庄川さんを、ハードルごとお姫ひめ様さま抱だっこで持ち上げる！

「は、はは……これくらい、男なら当然ですよね……」

　そして、予定していた言葉を他田くんへと送った。

　実際には余よ裕ゆうなんて程ほど遠とおく、手がプルプルしてて早くも限界が近いんだけど。

「あら、本当。皆さん、力持ちですね」

　意図を察してくれたのかは不明だけど、街田さんから状じよう況きようを後押しするコメントが。

「お、おぅ……そうだな……ていうかマホオタ、今凄すごい動きしなかったか……？」

　他田くんはちょっと引き気味の表情だ。

「っと……すみません庄川さん、急に失礼しました」

　ハードルにぶつかったりしないよう、慎しん重ちように庄川さんを降ろしていく。

「う、ううん、そんな！　助かったし……その……嬉うれしかった、よ……！」

　少し赤くなった顔を俯うつむけて、庄川さんはそんな言葉を口にする……けど、嬉しかった……？　あぁそうか、今のがステッキを隠かくすための行動だったってわかってくれたのか。こういう時、ご本人公こう認にんのお助けキャラになれたのは大き……って、のわ!?　まだステッキがちょっと頭を出してる!?　他田くんの目に触ふれる前にどうにか……！

「……お二人、仲がよろしいのですね」

　と思っていたら、スッと身体を寄せてきた街田さんがさりげなくステッキを押し込んでくれた。やっぱり、彼女もマホマホの正体について知ってるってことかな？　なんだかちょっと表情が硬かたいけど……まぁ、今のうっかりを目まの当たりにするとそうもなるよね。




　　　◆　　　◆　　　◆




　そのまた次の休み時間。

「だから俺はその時、言ってやったんだよ。それはシーモンキーだっての！　ってね」

「まぁ、うふふ」

　サッカー部の方々を中心とした男子グループに混ざって、街田さんが談だん笑しようしていた。

　その時点で既すでに嫌いやな予感しかしないんだけど……。

「音おと無なしくんといると楽しいですね」

　はいやっぱり来たー！　今回のターゲットは音無くんですか！　確かに、他田くん狙ねらいじゃなくて無差別テロだったようで……いや、そんなことはどうでも良くて……！

「そういえば、昨晩は夢にも音無くんが出てきたんですよ？」

　追い打ちかけるのやめていただけます!?

「皆みなを楽しませようとしてくれる……私、音無くんのそういうところが好きです」

　止まりませんねぇ!?　ていうかこれもう、ほぼ告白になっちゃってますからね!?

「えっ……？」

　ほら、音無くんも「まさか……？」みたいな顔になっちゃってるじゃないですか！

「いやぁ、奇き遇ぐうですね街田さん！」

　何はともあれ、とりあえず会話に割り込もう！

「僕も好きなんですよ、音無くんのこと！　華はなやかな雰ふん囲い気きで！　サッカー部でも副キャプテンご活かつ躍やくされていますし！　いつも皆を笑わせてくれて、完全にクラスの中心と言って過言ではないですしね！　遠巻きながら、ずっと好ましく思っていたのです！」

　これは、割と本音からの言葉である。音無くんはクラスのムードメーカー的なポジションで、直接話す機会はこれまでほとんど無かったものの、誰かを馬ば鹿かにすることによるものじゃない彼の笑いはいつも好ましく思って見ていた。

「そ、そうか……なんつーか、ありがとな……これからもクラスメイトとしてよろしくな、マホオタ……そう、あくまでクラスメイトとして……」

「？　えぇ、もちろん」

　なぜかドン引きしてる感じの音無くんに、頷いて返す。どうしたんだろう……？

　……って、あれ……？　街田さん……？　思案顔で、何を考えているのでしょう……？

　なんか僕、あまり良い予感がしないのですが……なんて、思っていたところ。

「ねぇ、ヒラチ」

　後ろからガッと力強く肩かたを摑つかまれた。

「……浮うわ気き？」

　振ふり向くと、僕の肩に手を置いた里さと崎ざきさんが短くそんな問いかけを投げてくる。

　えっ、なんかめっちゃ睨まれてるんだけど……僕、何かやっちゃったの……？　今の言葉……浮気？　って、言ったよね……？　全く意味がわからない……。

「えっと……違う、と思いますけど……」

　とりあえず否定を返してみる。

「だよね」

　すると、里崎さんはニコッと表情を笑えみに変えた。

　この返答で正解だった、ってことなんだろうか……？

「ま、私としても駆かけ引きとしてのそういうのまで否定する気はないからさ。むしろ、翻ほん弄ろうされるばっかだったアンタの成長を嬉しいと思ってる。これからもその調子でね」

「は、はぁ……どうも……？」

　僕の耳にそっと囁ささやいてから、里崎さんは満足げに去っていった。なぜ、お褒ほめの言葉と激げき励れいをいただいてしまったのか……徹てつ頭とう徹てつ尾び意味がわからない……。

「平地くん」

「……なんでしょう？」

　街田さん……考え事は終わったんですか……？　何をおっしゃるつもりなんですかね……さっきの予感が当たっていないことを祈いのりたいところですか……。

「平地くんのことも、好きですよ」

　はい残念当たっちゃいましたねぇ！　違うんですよ！　対象を拡散させろって言ってるんじゃないです！　そもそもそういう発言を控ひかえてくださいって言ってるんです！

　……いや、でも今に限ってはむしろ正解なのか……？　結果的に、音無くんに向けた言葉もラブじゃなくライクって意味だってわかっただろうし。

「あ、あの、平地くんっ！」

　って、次は庄川さんですか……!?　何なんですかこの波状攻こう撃げき……!?

「わ、私も！　その！　平地くん！」

　んんっ……？　やけに真しん剣けんな表情だな。顔も真っ赤で……というかこれ、先日の観覧車の時と似てる……？　いかな庄川さんといえどこんなところで魔ま光こう少女に関することを口にしたりはしない……と信じたいけど、一応止めた方がいいか……？

「しゅ、しゅ、しゅ！　しゅ、ぎ!?　あいたっ!?」

　と思ってたら、庄川さんは謎なぞの言語を発した後どうも舌を嚙かんでしまったらしい。

　涙なみだ目めで口を押さえている。

「あら、大だい丈じよう夫ぶですか？　口を開けてみてください」

「あ、ひゃい……」

　その手を優やさしくどけて、街田さんが庄川さんの口の中を覗のぞき込む。物もの凄すごい至近距きよ離りで。

　それ、もうキス寸前じゃないですか……やっぱりこの人、男女関係無しに距離感が近いんだよなぁ………………ていうかこの光景、なんか見てるとドキドキしてしまうな……。

「傷にはなっていないようですね。保健室に行く必要まではないでしょう」

　しばらく庄川さんの口内を凝ぎよう視しした後、街田さんはそう言って微笑んだ。

「あ、ありがとう……」

　先程よりは少し赤さがマシになった顔で、庄川さんもぎこちなく笑う。

「ところで庄川さん、僕に何か言いかけてましたよね？」

　状況が落ち着いたところで、改めて尋たずねてみた。

「重要なお話なら、場所を改めた方が良いと思うのですが」

「あ、や、その……」

　すると、庄川さんの顔がまたも真っ赤に染まっていく。

「えっと……タイミング逃のがしちゃったから、また今度！」

　それから、逃にげるように離はなれていってしまったけど……何だったんだろう……？




　　　◆　　　◆　　　◆




　更さらに次の休み時間、つまりは昼休み。

　一人でお弁当を食べながら、僕は男女混合のグループの中でお弁当を広げている街田さんの方を横目で窺うかがっていた。今にも何かが起こるんじゃないかと、ハラハラし通しだ。

「そういえば街田さんのお弁当ってさ、もしかして手作りだったりする？」

　ちょっと他田くん、何気ない調子で余計なフラグ立てるのやめていただけます……!?

「えぇ、そうですよ」

「そうなんだ、凄いね！　卵焼きとか、めっちゃ美お味いしそう！」

「食べてみますか？」

　ほら、こういう流れになっちゃうじゃないですか！　いや、百歩譲ゆずってここまではいいんですよ！　男女の間でも、お弁当のおかずシェアはギリでアリな部類でしょう！

　が、しかし！　街田さん……！　なぜ貴女あなたは、自分のお箸はしを卵焼きに伸のばしているのですか!?　それ、完全に「あーん」の準備ですよね!?　貴女、ペットボトルの件から何も学んでいないのですか!?　むしろ悪化してますよね!?

「おっと他田くん！　卵焼きならば僕のもちょっとしたものですよ！」

　今回は、事が始まる前に素早く割り込んでいく。

「さぁどうぞ！　食べてみてください！」

「お、おぅ……」

　目の前にお弁当を差し出すと、他田くんは何とも言えない微び妙みような表情になった。すみませんが、街田さんの卵焼きは諦あきらめてください……！

「じゃあ、貰もらうわ」

　苦笑気味に、他田くんが僕のお弁当箱から卵焼きを摘つまみ上げて口に入れた。

　それを数度咀そ嚼しやくし……目を見開いた後に、嚥えん下か。

「決して濃こい味付けじゃないのに、この口の中に広がるこの多幸感……これは、そうか、マヨネーズ！　だがジャンクとは程遠い上品な味わいに仕上がっている！　ともすればマヨネーズが全すべてを支配しかねない中、出だ汁しが決して負けてはいな……いや、違ちがう。これは勝負じゃない、調和なんだ！　全ての味付けが主張し合うことなく互たがいを尊重し合っている！　これは……！　これは、卵焼き界にもたらされたノーベル平和賞やぁ……！」

　リアクションのノリがいいなぁ……だけど、言ってることは全て正しい。意外と食通なんだな、他田くん……ともあれ、お褒めの言葉に自然と僕の頰ほおが緩ゆるんだ。

「お前のかーちゃん料理上手だな！」

「いえ、お恥はずかしながら僕の手作りです」

「そうなのか!?　マホオタ、お前ウチに嫁よめに来いよ！」

「はは、他田くんにお相手が現れなかったらいずれ貰っていただきましょうか」

　そんな冗じよう談だんを交かわし合う中……ふと視線を感じた気がして、振り返る。

　すると、やけにギラギラした目でこちらを見つめている里崎さんの姿が目に入った。

　えぇ……？　僕また何かやっちゃいました……？　全く心当たりないんですけど……。

「平地くん」

　己おのれの所業について振り返っていたところ、街田さんに呼ばれて視線を正面に戻もどす。

「私も、いただいてもよろしいですか？」

　その目は、僕のお弁当箱に向けられていた。

「えっと……はい、どうぞ」

　一いつ瞬しゆんどうすべきか迷ったものの、断る理由もないかと了りよう承しようを返す。

「では、失礼して」

　そう断って、僕のお弁当箱に手を伸ばす街田さん………………って、なんで僕の箸使ってるんです!?　僕の今の行動の意図、全く伝わってなかったですか!?

「んっ……」

　僕の内心なんて全く慮おもんぱかってくれる様子もなく、街田さんは卵焼きを口の中に入れた。

「……なるほど、これは確かに」

　上品に咀嚼してから吞み込んだ後、真剣な表情で呟つぶやく。

「後でレシピを教えていただいて構いませんか？」

　それから、微笑ほほえみと共にしれっと尋ねてきた。

「……構いませんが」

　先に反省会ですよ？　という意志を込こめて視線を返す。

「ひ、平地くーん！」

　どっと疲つかれた思いでいると、またも別方向から呼びかけられた。今度は庄川さんだ。

　何やらこちらに向けて手招きしているので、彼女の机まで移動する。

「はい、何でしょう？」

「あ、ごめんね呼びつけちゃって。皆みなの前じゃちょっと恥はずかしくって……」

「いえ、全然構いませんよ」

　むしろ、皆さんが向けてくるギョッとした視線から逃げられて助かったくらいだ。

「えっと、実は私も卵焼きの練習しててね……平地くんに、食べてほしいな……って」

　なるほど……今の件で僕を卵焼きの第一人者と見込んでくれたわけですか。光栄です。

「もちろん、構いませんよ」

　頷うなずいて、お箸を忘れた時用に常備してる割り箸を自席に取りに行こうとしたところ。

「は、はい……あーん……」

　……庄川さん、貴女あなたもですか。

　とは、若じやつ干かん思ったものの。

「いただきます」

　僕は、素す直なおに庄川さんの箸で挟はさまれた卵焼きを口に入れた。なんとなく、街田さんの時ほどの「絶対に駄だ目め」だという思いが湧わかなかったから。庄川さんとは以前にも一度やってるから慣れがあるのか、あるいは僕の感覚が麻ま痺ひしてきているのか……。

　ともあれ、その卵焼きを口に入れるとふわりと甘い香かおりが広がった。

「ど、どうかな……？」

「美味しいですよ。なんとなく、癒いやされるような味ですね」

　少し緊きん張ちようした様子で尋ねてくる庄川さんに、僕は本心からの言葉を返す。

「ホント？　よかったぁ」

　嬉うれしそうに微笑む彼女を見ていると、本当に心が穏おだやかになっていくようだった。




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




　私がお弁当を食べ終わったタイミングで、平地くんが席を立って教室を出ていった。
















　私ももう心得たもので、教室を出て彼の背を追う。

「それでは、これより反省会を始めます」

「はーい」

　そして、例の人気のない踊おどり場でそれは今回も始まった。

「まず、つい先さき程ほどの件ですが……貴女、完全に『あーん』するつもりでしたよね……？」

「女の子は、よくやってるじゃない？」

「だからそれ、女性同士の場合ですよね!?」

「……あー」

「そして、何より！　なんで僕のお箸使っちゃったんです!?」

「だって、丁度いいとこにあったから……」

「間接キス！　ダメ！　ゼッタイ！　さっき言った通り！」

　なんでちょっと片かた言ことっぽくなってるんだろう……？

「まぁこの際、僕への行動はいいとして……その前の、音無くんに対して！　夢に出てきたとか、好きって言葉は完全にキラーワードです！　男子の恋こい心ごころは一瞬で敗北ですよ！」

「えー……？」

「それから、体育の後！　ボディタッチは危険だって前に言いましたよね!?」

「でも、服の上からだよ？」

「そういう問題じゃないんですよ！　あと、『頼たよりになる』などの褒ほめ言葉も危険ゾーンなので出来れば控ひかえた方が良いです！」

　イマイチ納なつ得とく感はないけど……彼の表情は真剣で、冗談を言っている風じゃない。

「……ねぇ、どうしてそこまでキミが一いつ生しよう懸けん命めいになってるの？」

　そんな彼のことを見ていると、何とは無しに口からそんな疑問の言葉が突ついて出た。

「こんなことして、キミに何の得があるの？」

「得？」

　そんなこと考えたこともなかった、とばかりに平地くんは首を傾かたむける。

「得……得ですか……そうですねぇ……」

　首を傾けたまま、腕うでを組んで思案顔に。

「街田さんの可能性を潰つぶさずに済む、ってことですかね。街田さんはありえないと断じましたけれど、人の心は移ろい行くものだと思いますので。好きな人が出来たのにその人と結ばれる可能性が無いとか、悲しいじゃないですか。たとえ、期間限定だとしても」

　しばらく考えた末に、出た結論がそれらしかった。

「……ははっ、何それ」

　私は、苦く笑しよう気味に笑う。だってそんなの、全然彼にとっての『得』じゃない。

　何か、裏があるに決まってる……と、思ったんだけど。

「僕は、魔ま光こう少女が好きなんですよ」

　そう私に語る彼の目は、澄すんだ光を宿しているように見えた。

「一ファンに過ぎなかった僕が、魔光少女のために何か出来るなら……出来ることが一つでもあるなら、やっておきたいと思うのです」

「他ならぬ本人が、それを望んでいないとしても？」

「そこを突かれると痛いんですけどね。だからこそ、これは僕のエゴなんです」

　一応、理由として筋は通っているようにも思える。

　それでも私は、あまりに善性に寄り過ぎたそれを心から信じる気はなかった。

　そんなものを信じられる純真さは、もう私の中からとうに失われている。

「ま、それで納得しといてあげるとしよう」

　だけど言葉通り、今は一応それで納得しておくことにした。素すの自分を晒さらせるこの時間を、心地よく感じるようになってきているのも事実だったから。ほんの少しだけ、ね。

　もちろん、だからといって私が彼に心を許すことなんてありえないんだけど。

「引き続きよろしくお願いね？　セ・ン・セッ？」

　今すぐこの関係を壊こわすこともないか……とりあえずは、そう思うことにした。




　　　◆　　　◆　　　◆




　空そら橋はし悠ゆう一いち




　護常と街田さんが教室に戻ってきた。今朝からよく見かけるツーショットだ。

　加えて、今日はやけに護常の奇き行こうが多く見られる。最近は一時期よりも鳴りを潜ひそめてる感があったんだけど……全盛期に戻ったみたいだ。

　そう……護常が、庄川さんにアプローチしてた頃ころのように。

　だけど今日、護常がその奇行を発揮するのは街田さんの近くがほとんどだ。そして護常の動くタイミングは、街田さんが他の男子にアプローチするような行動を取った時と被かぶっているように思える。これは、どういう状じよう況きようなのか……。

　ふと、とある仮説を思いついた。街田さんは天然で男子に勘かん違ちがいさせるような行動を取ってしまうような子で、護常がそれをフォローしている……なんてのはどうだろう？

「……ふっ」

　自分の仮説に対して、鼻で笑ってしまった。どんな状況だよ、それ。

　冗談はさておき、考えられる可能性は……。

　護常が街田さんのことを好きになった。その行動は、街田さんが他の男へとアプローチしようとするのを防ぐためのものである。理由は、自分だけを見てもらうため。

　……ま、一応の説明はつくか。だけど、どうにも引っかかる箇か所しよは多い。そもそもの行動原理が、護常の価値観とはかなり異なるように思えるし……何より、庄川さんっていう彼女がいながらあっさり他の人に乗り換かえるような奴やつだとは思えない。

　なら、逆のパターンはどうだろうか？　つまり、一連の行動が街田さんから護常へのアプローチだ……という可能性。これは、ありえない話じゃないように思える。

　護常に告白はしたけれど、断られた。だけど諦あきらめきれず、護常の気を引くために街田さんはあえて他の男にアプローチするような素そ振ぶりを見せている。護常は、そんな彼女の行動を止めるために動いている……これで、説明はつくかな……？

　……いや、というか。

　手っ取り早く、本人に確かく認にんすればいいだけの話だよな。




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




「なぁ護常……端たん的てきに聞くけどさ」

　昼休みも半ばを過ぎた頃に、ユウくんに誘いざなわれて向かったサッカー部室。

「街田さんから、告白されたのか？」

　開口一番の言葉に、僕はドキリとすると同時に感心した。

「……流石さすがはユウくん、何でもお見通しですね」

　僕が街田さんから、その秘密を『告白』されていることまでもうご存じだとは……！

「もっとも、告白されたというよりは偶ぐう然ぜん僕が気付いてしまったって感じなんですけど」

「そっか、護常の方から気付いちゃったのか……ただ状況を鑑かんがみるに、街田さんも護常がそれを知っちゃったことは知ってるわけなんだよな？」

「そうなりますね」

「で、護常もハッキリと自分の気持ち伝えたんだろう？」

「えぇ、もちろん。僕の思いの丈たけは全て伝えたつもりです」

　僕にはその秘密をバラすつもりなんて微み塵じんもありません、ってね。

「だよな……でもそういう状況なんじゃ、ちょっと同情はしちゃうかな。街田さんとしても、まさかこんな早い段階で気付かれるなんて思ってもなかっただろうし」

　んんっ……？　こんな早い段階で、っていうのはどういう意味なんだろう……？

「いや、街田さん的には生しよう涯がい隠かくし通すおつもりだったと思うんですけど……？」

「ん……？　あぁなるほど。彼女、もう庄川さんの件も知ってたってことか」

　庄川さんの件……っていうのは当然マホマホのことだよね……？　まぁ僕も街田さんは十中八九知ってるとは思ってるけど、それがどう関係するんだ……？

「なるほど、色々と合が点てんがいった。元は生涯秘ひめ続けるつもりだったものを、思わぬところから告白したも同然の状況になってしまった。だけどそうなった結果、図はからずも自分の気持ちが誤ご魔ま化かすことも諦めることも出来ない本物だって気付いた……ってとこか」

　んんんっ……？　誤魔化すことも諦めることも出来ない本物……？

「そして、庄川さんと競きそい合うためにあんな行動に出るようになった……と」

　ちょ、ちょっと待ってください？　そちらは何やらスッキリしたような表情ですけど、こっちは絶賛混乱が深まっている最中ですよ……!?

　……あっ、いや、待てよ……？　そうか！　これ、途と中ちゆうから魔光少女の話になってるってことか！　その観点を前提にすると、今のユウくんの話もスッキリと理解出来る。

　思いがけず、僕にその秘密がバレてしまった街田さん。その時、もう一人の魔光少女のことに思いがいったんだろう。自分のペナルティは、魔光少女としての終わりに繫つながるものじゃない……でも、マホマホのペナルティは二度と魔光少女に変身出来なくなるって内容も含ふくんでいる。そこまで思い至ったところで、彼女は自分の気持ちに気付いたんだ。




　自分は、マホマホにライバル心を抱いだいているんだと！




　それは、誤魔化すことも諦めることも出来ない本物の気持ち。その決着をつけるためには、庄川さんの秘密の露ろ見けんという形でこの関係を終わらすことなんて出来るはずもない。

　だから……街田さんは、庄川さんの秘密を守るための行動を取るようになった。今日の体育での一件も、そう考えると確かに合点がいく。

　確かに言われてみれば、ライトってちょくちょくマホマホより前に出ようとする場面があったりするもんね。あれも無意識のライバル心からのものだったんだ。ヒントは、ライトがこの街に現れた時からずっとあったと……全く気付かなかったよ。

「ま、彼女のその気持ち自体は尊敬すべき綺き麗れいなものだとは思うけどさ」

「はい、僕もその通りだと思います」

　ライバルとして高め合う魔光少女たち……実に美しい関係だ。

「でも、あの行動はクラスにちょっとした混乱をもたらすし……何より、街田さん自身にとっても良いものじゃないと思うんだ」

「えぇ、そうですね」

　その美しいライバル心とは別に、街田さんの無自覚うっかり恋こい心ごころ誘ゆう発はつ行動はどうにかすべきものだと僕も思っている。

「護常としても、もしかしたら嬉うれしいと思っちゃってる面もあるのかもしれないけどさ」

　……本当に流石だな、ユウくんは。街田さんの行動に辟へき易えきとする反面、僕が魔光少女のために動けている自分に満足感を覚えていたのも事実なんだと思う。

「だけどたぶん、これは今のままで放置しておくと余計に厄やつ介かいなことになる」

「……はい」

　嗚あ呼あ、その通りだ……そう理解しつつも、僕は。

「だから護常、辛つらい立場だとは思うけど」

　ある意味で、この状況を楽しんでしまっていたのかもしれない。

「可能性が無いってハッキリさせてやるのも、優しさだ」

　だから、そうユウくんに言われるまで現状を決定的に変える手を打たないでいた。

「……毎度のことながら、ありがとうございますユウくん。目が覚めた思いです」

　だけど、それを自覚したからには……この、僕には全くもって不相応な最高の友人が気付かせてくれたからには。その期待に応こたえないわけには、いかない。

「任せてください。これからは、僕も本気でケリを付けにいきます」

　ゆえに僕は、決意を秘めた目をユウくんに向けた。

「いいじゃん、ヒーローの目だ」

　クスリと笑うユウくん。相変わらず、僕に対するものとしては過分な物言いで面おも映はゆくなるけれど……それは、確かに僕の決意を後押ししてくれるものに間ま違ちがいなかった。

　ハッキリと、彼女に知らしめるのだと。

　街田さんが男子を惑まどわせる存在ではない、なんて可能性は微み塵じんもないことを！




　　　◆　　　◆　　　◆




　その日の放課後、街田さんを呼び出し僕は言い放った。

「明日、僕とプールに行きましょう！」

　そう、高らかに。

「……はぁ？」

　なお、それに対する街田さんのリアクションは大層不ふ審しんげなものだった。










　　　第４章　プール、そして原点告白




　我が荒あら雅まさ市に去年オープンしたばかりの、大型プール。

「確認なのですけれど、平ひら地ちくん」

「はい」

　そのプールサイドの一角に、僕は街まち田ださんと共に水着姿で立っていた。

「水着姿になれば僕の言っていることが真実だとご理解いただけます、ですっけ？」

「えぇ、昨日僕はその通りの言葉を述べました」

　外そと面づらモードで穏おだやかな笑えみを浮うかべつつもどこか冷ややかに聞こえる街田さんの問いかけに、僕は力強く頷うなずく。だけど、頰ほおには冷ひや汗あせが一筋流れていく感覚があった。

「では……ここから、一体何を理解しろと？」

　なぜならば、この状況が僕にとって大誤算にも程があるものだったためである。

　街田さんが水着姿で現れる→男性大注目→街田さんも自分の魅み力りよくを理解する……というのが、想定していた流れだ。街田さんに惚ほれてしまう人が出る危険があるため、出来れば取りたくない手段ではあったけど……現状をハッキリ認識してもらうためには、危ない橋を渡わたる必要があると思ったんだ。なのに、この方向に失敗するとは思ってもみなかった。

　まず、誤算その一。単純に人の数が少ない。去年はそこそこ賑にぎわってたって聞いたんだけど、オープン初期の物もの珍めずらしさで人が集まっただけだったみたいだ。おかげで、『街田さんが現れた瞬しゆん間かんに周囲が大注目』というイベントが不発に終わってしまった。

　そして、誤算そのニ……全っ然！　街田さんに熱い視線が集まらない！

　特に男性は、チラッと街田さんを見るだけですぐ目を逸そらしてしまうのだ！

「逆に平時より感じる視線が少ないくらいなのですけれど？　むしろこれは、自分に男性を惑わす魅力など無いという私の主張こそを後押しする光景なのでは？」

「いや、違うんですよ」

　実のところ、僕はその理由も察していた。

「太陽って、眩まぶしすぎて直視出来ないじゃないですか」

「えぇ、まぁ、そうですね」

　急に何言ってんだコイツ？　という空気を滲にじませながらも街田さんが頷く。

「つまり、そういうことなんですよ」

「……はい？」

　盛せい大だいに眉まゆを顰ひそめられた。まぁ確かに、これだけじゃご理解いただけないか……。

「端的に言って、美しすぎるんですよね」

　ビキニタイプの黒い水着は、高校生が着るにはちょっと大人っぽすぎるんじゃないかと思えるもの。だけど、街田さんはそれを見事に着こなしていた。こうして顕あらわになると、改めてそのスタイルの良さに圧あつ倒とうされてしまう。程よい膨ふくらみとくびれのバランスが、神がかっているとさえ言えた。かなり露ろ出しゆつは多いはずなのに下品な雰ふん囲い気きは微塵もなく、むしろ芸術品を鑑かん賞しようする時のような厳おごそかな気持ちになってくる。

　そう……これこそが、最大の誤算なのだった。

「まさか、露出度が上がることで生じたのがいやらしさどころか神こう々ごうしさとは……何なんですか、神が作り給たもうた芸術品か何かですか？　というか、美の女め神がみそのものですか？　そりゃ恐おそれ多くて、人間には直視出来ないのも仕方ないってもんですよ」

　愚ぐ痴ち混じりに、思ったことを伝えたところ……ふいに、街田さんが顔を逸らした。

「ちょ、ちょっと待っていただけますか……？」

　くしゃみでも我が慢まんしてるのかな……？

　あと、顔が赤くなってきてるけど……日焼けしやすい体質だったりするんだろうか？

「街田さん、日ひ陰かげに移動しましょうか」

「え？　え、えぇ……」

　僕が屋根のある方に移動すると、街田さんもそれについてくる。顔を逸らしたままで。

「……ふぅぅぅぅぅぅぅぅぅ」

　屋根の下で、深く息を吐はく街田さん。

「失礼致いたしました」

　それから、いつもの外面スマイルをこちらに向けた。顔の赤みも取れている……けど、若じやつ干かん頰がヒクついているように見えるのは気のせいだろうか？

「あの、我慢せずにくしゃみしていただいて大だい丈じよう夫ぶですよ？」

「くしゃみ……？　いえそれよりも、もう一つ確かく認にんなのですけれど」

　ん……？　なんか、ちょっと睨にらむような目つき……？

「平地くん……貴方あなた、私を口説こうとしています？」

「はいぃ？　なぜ、そんな発想に？」

　今度は、僕の方が盛大に眉を顰める番だった。

「いえ、急にやたら褒ほめちぎってきたもので」

「事実を述べただけですけど。貴女は人間です、と言うのが口説き文句になるとでも？」

「……人のことを言う前に、貴方こそ勘かん違ちがいさせるような発言は控ひかえるべきでは？」

「??」

「言っとくけど、キミのそれも相当だからね!?　……っと」

　思わずといった感じで素すを晒さらした後、街田さんはハッとした表情で周囲を見回した。

　幸いにして、見える範はん囲いに人ひと影かげは無い。

「……はぁっ」

　もう一度、先程よりは浅めの溜ため息を吐つく街田さん。

「せっかく来たのですし、もう普ふ通つうに遊びましょうか」

「……まぁ、そうですね」

　僕も溜め息混じりに頷く。当初の目的は微塵も達成出来なかったわけだけど……もう入場料も払はらっちゃってるし、それならせめて出来る限り遊び倒たおさないと損ってものだろう。

「ふふっ……私達、周りからはどんな風に見られるのでしょうね？」

「今のは、流石さすがにわかっててやってるんですよね？」

「??」

「やっぱり絶対街田さんの方がレベル高いですって！」

「あ、もしかして今のも……？」

「ですね……」

「そうですか……でも実際、どう見えるのでしょうね？」

「その話、続けるんですか……まぁ、普通に姫ひめと下げ僕ぼくって感じが妥だ当とうだと思いますが」

「それを普通と思う方は、少々日本の価値観とは離はなれすぎでは……？」

　なんて会話を交かわしながら、プールサイドを僕らは並んで歩く……と。

「……？」

　ふと、立ち止まって僕は後ろを振ふり向いた。なんか、視線を感じたような気がしたんだけど……見回して見ても、こちらに視線を向けている人は見当たらない。

「平地くん？　どうかしましたか？」

「あ、いえ。何でも」

　街田さんに問いかけられ、止まってしまった歩みを再開させる。

　まぁ仮に視線があったとして、それは街田さんに向いたもので僕には無関係だろう。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄しよう川かわ真ま帆ほ




　危ない、もうちょっとで見つかるところだった……！

「ねぇ、お姉ちゃん」

　あ、でも、咄とつ嗟さに隠かくれちゃったけど、むしろ見つかった方が良かったんじゃ……そしたら、ワンチャン合流出来たかも……いやワンチャンっていうか、私彼女だし普通に……。

「お姉ちゃん？」

　でも、平地くんに水着を見られるなんて恥はずかし……って、そんなこと言ってる場合じゃないでしょ私！　……うぅ、でも……！

「ちょっと、お姉ちゃんってば！」

「ひゃい!?」

　後ろから肩かたを摑つかまれて、思わず変な声が出る。色んな意味でドキドキしてる胸を押さえながら振り返ると、眉を顰める女の子の顔が間近にあった。

　少し垂れ気味の目元は、鏡を覗のぞいた時に見るものとよく似ている。だけど私と違って身に纏まとう雰囲気は活発そうで、口調もハキハキとしたもの。ショートの髪かみも明るい茶色に染めていて、姉し妹まいだって言うと驚おどろかれることも多いけど……私の妹、真ま琴ことだ。

「急にプール行こうだなんて言い出しときながら、泳ぎもせずに何コソコソしてんの？」

　そう……真琴と一いつ緒しよにお出かけしていた先で、平地くんを見つけたのはたまたまだった。せっかくだから声をかけようと思って近づこうとして……でも、その隣となりに街田さんの姿があることに気付いて思わず足を止めちゃって。二人の行き先がプールだってわかったところで思わず「急にプールに行きたくなって！」って真琴に言って、二人を追いかけてきちゃったのだった。

「って、街田センパイじゃん。あの人のこと見てたの？」

　私がさっき見ていた方に視線を向けた真琴が、軽く目を見開く。真琴も荒雅高校に通う一年生だから、街田さんのことは知ってるみたい。

「水着姿になると更さらにヤバいね……本当に私たちと同じ生物なのかってレベルだよ」

「う……」

　そう言われてしまうと、どうしても比ひ較かくしちゃって……ワンピースタイプのレンタル水着に包まれた自分の身体からだを見下ろせば、何にも遮さえぎられることなく足元までを見通せた。真琴は『私たち』なんて一ひと括くくりに言ったけど、タンキニを着こなす真琴の身体にはちゃんと膨らみも確認出来る。引き締しまってるのはスポーツをやってるからなんだろうけど、同じ遺伝子を継ついでるはずなのにどうしてこんなに発育に差が出るのかなぁ……。

「あんなの羨うらやんだところで無む駄だなんだし、せっかく来たんだから泳ぎにいこうよ」

「あ、えと……」

　私の手を引く真琴に、思わずついていきそうになってしまう。

　だけど……それじゃ駄だ目めだって、思い直した。行動するって、決めたんだから！

「真琴……私、行くよ」

「うん？　行くって、どこへ？」

「平地くんの所！」

　不思議そうな声を上げる真琴にそう答えて、私は平地くんたちの方へと踏ふみ出した。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




　強い決意を秘ひめたような表情を浮うかべる我が姉に、疑問だらけながらも付いていくと。

「平地くん！」

　お姉ちゃんが声をかけたのは、街田センパイの隣にいる男の人だった。

「庄川さん？　こんな所で、奇き遇ぐうですね」

　少し驚いた表情の後に浮かべた微笑ほほえみは、とても優やさしげなものだ。

「う、うん！　そうだね、奇遇だね！　ホント、凄すごい偶ぐう然ぜん！」

　水着姿が恥はずかしいのか、お姉ちゃんは腕うでで身体を隠すようにモジモジしながら答えている。顔も、少し赤くて……でも、たぶんこれは恥ずかしさのせいだけじゃないと思う。

　まぁ、つまりはそういうことなんだろう。急にプールに行こうなんて言い出したのも、この人に会うためかな？　どうりで、お姉ちゃんにしては妙みように主張が強いと思った。

　だけどこれ、一緒にプールって……この人、街田センパイと付き合ってるんじゃないの……？　いや、たまたま中で会っただけって可能性もあるか。お姉ちゃんじゃ上う手まく聞き出すなんて無理だろうし、ここは姉のために一ひと肌はだ脱ぬいであげるとしましょう。街田センパイとは、どうにか顔繫つなぎたいと思ってたしね……ちょうどいい機会だ。

「どうも、こんにちはぁ！　お姉ちゃんのお友達さんですかぁ？」

　少し屈かがんで、上うわ目め遣づかいと猫ねこなで声で二人に尋たずねる。

「あ、はい。平地護もり常つねと申しまして、庄川さんとはクラスメイトです」

「同じく、街田好よし乃のと申します」

　ぐっ……街田センパイの笑え顔がおが眩まぶしすぎてヤバい……この人、明らかに男心の摑み方を熟知してるな……こんな笑顔向けられたら絶対惚ほれちゃうでしょ……あざとい、私よりあざとい人なんて初めて見たわ……って、今はライバル視してる場合じゃない。

「お姉ちゃんのクラスメイトさんでしたかっ！　お姉ちゃんがいつもお世話になってます！　私は、庄川真琴と申します！　アラ高の一年生ですので、皆みなさんの後こう輩はいですね！」

　さて、自己紹しよう介かいも終えたところで……早さつ速そく、切り込んでみるか。

「ところでお二人は今日、たまたまお会いされた感じですかぁ？」

「いえ、僕が街田さんをお誘さそいした形ですね」

　あ、ごめんお姉ちゃんこれたぶん負け戦いくさだわ。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真帆




　そ、そうなんだ……平地くんから誘ったんだ……私じゃなくて、街田さんを……。

　い、いや、落ち込むのは早いよ！　私とプールって、どう考えても相あい性しよう悪いもんね！

　きっと、平地くんが気を遣つかってくれたんだよ！　実際私、あんまり泳げないしね！

「そ、そうなんですねっ。お二人は、お付き合いされてるんですかぁ？」

　続いた真琴の質問に、ドキリと心臓が跳はねた。

「はい？　いえ、当然ながら違ちがいますけど」

　だけど、平地くんが眉まゆを顰ひそめて即そく座ざに否定してくれたことでホッとする。そうだよね、平地くんは私とお付き合いしてるんだもんね……一いつ瞬しゆん、もしかしたら付き合ってると思ってるのは私だけなのかも……？　とか心配しちゃったよ……。

「そうでしたか、それは失礼しましたっ！　それじゃあ今日会ったのも何かの縁えんってことで、せっかくなので一緒に遊びませんかぁ？」

　ま、真琴、それは……！

　グッジョブだよ！

　急に前に出て喋しやべりだした時はどういうつもりかと思ったけど……私と違って積極的な真琴がいてくれて良かった。私一人だったら、こんなスムーズには誘えなかったかも。

　でも真琴、相変わらず家族と話す時と全然キャラが違うよね……。

　……なんて、安あん堵どからどうでもいいことを考えていた私だけど。

　本当の戦いはここからだったと、すぐに知ることになる。




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




　庄川さん姉妹と一緒に遊ぶことになった私たちは、まずこの施し設せつの目玉らしいウォータースライダーの方に行くことにした。その、途と中ちゆうで。

「あら……」

　私たちの前を歩いている、男性二人組。片方がゴムボートの上に浮き輪わやイルカフロートなんかを載のせて運んでたんだけど、そこからビーチボールが一つこぼれ落ちた。音もほとんど鳴らなかったし、二人は会話してて気付いてないみたい。

「あの、そこの方！　落とし物……」

　早足になって、落とし物を拾おうと屈みかけたところで。

「こちら！　落とし物！　です！」

　平地くんが素早く滑すべり込んできて、ビーチボールを拾い上げて掲かかげた。

「おっと、ありがとうございます」

「だからそんなとこに載せてたら落ちるって言っただろ？　どうもすみません」

　戻もどってきた二人はボールを受け取り、お礼を言った後に去っていく。

「ふぅ……」

　その背中を見送りながら、小さく息を吐はく平地くん。うーん……彼が介かい入にゆうしてきたってことは、また私の行動に何かマズいところがあると思ったってことなんだろうけど……今、普ふ通つうに落とし物拾おうとしただけだよ？　問題起こる箇か所しよなんて無くない？　今の二人が何度かチラチラとこっちを見る視線は感じたけど、それだけだし。

「あの……」

　そっと尋ねようと、平地くんに身体を寄せようとしたところ。

「え、えっとえっと！　ウォータースライダー、楽しみだね！」

　庄川さんが駆かけてきて、私たちの間に割り込む。

「って、わっ!?」

　かと思えば、止まろうとしたところでツルッと足を滑らせた。どうにか転ぶのは避さけられたけど、慌あわてちゃったみたいで手にしていたゴーグルを放ほうる形となってしまう。

「ご無事ですか？」

「あ、うん。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫……」

　平地くんと庄川さん、同時に地面のゴーグルへと手を伸のばし……だけど、ふと視線を上げた平地くんが驚きよう愕がくの表情となって猛もう烈れつな勢いで顔を背そむけた。

「……？」

　疑問に思い、彼が見たと思しきところに目を向けると……おぅふ。

　たぶん、水着のサイズが微び妙みように合ってないんだろう。屈んだ拍ひよう子しに胸元に空間が出来て……その、大事なところが見えそうになっていた。肩かた紐ひももちょっとズレている。

「庄川さん、肩紐が……」

「え？　あ、うん。ありがとう」

　そっと肩紐を直してあげると、庄川さんは何事もなかったかのようにお礼を言ってきた。流石さすがに、今のを自分で気付いてないとは思えないんだけど……と考えたところで、私はハッとして平地くんの方に視線を送った。すると、平地くんが小さく頷うなずいて返してくる。

　やっぱり……！　人のふり見て我がふり直せって言うけど、確かに人がやってるところを見ればよくわかるね。私の水着はちゃんとサイズピッタリだけど、さっきみたいに屈んだら胸が強調される格好になっていただろう。平地くんが口を酸すっぱくしている通り、私なんかのでもそういう部分を見れば欲よく情じようしてしまう人がいるのかもしれない。

　それと……わかったことがもう一つ。




　庄川さんは、私と違って意図的にそういう行動を取っている！




　薄うす々うすその可能性は考えてたけど、たぶん庄川さんは平地くんのことが好きなんだろう。それで、彼を誘ゆう惑わくしてるってわけだ。ま、それ自体はお好きにどうぞって感じだけど……ここに一つの指針が出来た。つまり、庄川さんの行動を反面教師にすればいいわけだ。

　……って。私、すっかり『男を誘惑しないよう気をつける』ことに乗り気になってるなぁ。未いまだに、私に魅み力りよくがあるだなんて自うぬ惚ぼれてはいないけど。平地くんがあんまり一いつ生しよう懸けん命めいになってるから、感化されちゃったみたい。
















　それじゃ庄川さん、良いお手本として平地くんのことをガンガン誘惑しちゃってよね。

　……あれ？　なんだか今、チクリと胸が痛んだような？




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




　街田さんにも、どうやらわかっていただけたみたいだ。

　そう……庄川さんは天然でこういうことをやっちゃう、うっかりさんなのだと！

「あ、えーっと！　そういえば平地センパイ！　泳ぎはご達者なんですかねっ!?」

　視線を交かわし合う僕らの間に割り込むように、真琴さんが僕の視界に入ってきた。

「はぁ。たぶん、普通くらいだと思いますが」

　得意でも不得意でもないため、そんな微妙な返答にならざるをえない。

「そうなんですねぇ！　ちなみに、お姉ちゃんはほとんど泳げないんですよ！」

　え、何このアピール……庄川さんの方に目を向けると、恥ずかしそうにしてるし……。

「私、泳ぎはかなり得意な方ですよ」

　と、今度は街田さんが対たい抗こうするようにアピールしてくる。いやまぁ、何でもこなす街田さんのことだから泳ぎもいけるだろうとは思ってたけど……なんでこの人、「これで正解でしょ？」とばかりのドヤ顔をこっちに向けてくるんだろう……。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




　危ない危ない……平地センパイと街田センパイ、急に二人の世界作りだすんだもんな……まぁでも、本当に付き合ってないならお姉ちゃんにもまだ可能性はあるはず……出来るだけ、アプローチのきっかけを作ってあげるようにしないとね……。

「そうなんですねぇ！　じゃあお姉ちゃん、後で泳ぎを教えてもらえばっ？」

「え？　あ、うん……」

　反応が！　鈍にぶい！　ちょっとお姉ちゃん、ここはグイグイ食いついて平地センパイと接近出来る状じよう況きようを作り出さないとでしょ！　くっ、更さらなる援えん護ごが必要か……！

「僕は別に構いませんが……」

「ホントですかぁ!?　平地センパイ、やっさしー！」

「ちょっ……!?」

　甘ったるい声と共に平地センパイの腕うでに抱きつくと、センパイはギョッとした表情に。

　さぁお姉ちゃん、お礼と一いつ緒しよにお姉ちゃんも抱きついちゃおう！　カモン！

「あ……う……」

　たぶん私の意図は伝わってると思うんだけど、お姉ちゃんはモジモジと躊ちゆう躇ちよした様子を見せるだけで動かない。頑がん張ばって、お姉ちゃん！　今、ワンチャンいける流れだよ！　ていうかここでお姉ちゃんが動いてくれないと私、姉の想おもい人に色仕じ掛かけするビッチみたいになっちゃうから！　普ふ段だんそういうキャラなのは否定しないけども！

「……なるほど」

　って、あれ……？　街田センパイ、お姉ちゃんのこと凝ぎよう視ししてどうしたんだろう……？

「私も、構いませんよ」

　って、平地センパイの反対側の腕に抱きついたぁ!?　え、噓うそでしょ!?　今の流れ、お姉ちゃんならともかく街田センパイはノーチャンでしたよね!?

「いや、なんですかその不自然な流れ!?」

　……と思ったら、私が思っていたことを平地センパイが叫さけんでくれた。

　うん、やっぱり今のは不自然ですよね……？
















「……？」

　なのに、当の本人はなんで心から不思議そうな表情なんだろう……。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真帆




　ウォータースライダーで遊んだ後、平地くんと街田さんに泳ぎを教えてもらったり、皆みなでビーチバレーをしたりして。それ自体は楽しかったんだけど……私は、ちょっと落ち込み気味だった。全然平地くんにアプローチ出来てないし……それどころか、街田さんとの仲の良さを見せつけられてるような気分になってきたから。

「街田さん、なんでよりにもよってマグロ味なんて見えてる地じ雷らいを選ぶんですか……？」

　今も、街田さんが手にしたペットボトルに目を向け平地くんは気安く話しかけている。

「やはり、飲んだことのないものには惹ひかれるではないですか」

　返す街田さんも、私たちに接する時より少し表情が柔やわらかいように見えた。

「何なんですか、その無む駄だなフロンティアスピリッツ……」

「生なま臭ぐさくて、結構いけますよ？」

「その文、前後で繫つながってなくないですか……？」

　そんなやりとりに、モヤモヤしていた私だけど。

「試ためしに、平地くんも飲んでみては？」

　街田さんが自分のペットボトルを平地くんの方に差し出したことに、ギョッとする。

　それって、か、間接キス……だよね……!?

「いえ、それは……」

「あ、あのあの！　私それ、すっごく飲みたいなぁ！」

　平地くんが受け取っちゃうより先にと、私は街田さんの持つペットボトルに手をかけた……ところまでは良かったんだけど。

「ふわっ!?」

　また、濡ぬれたプールサイドに足を滑らせてしまった。咄とつ嗟さに何かを摑つかんだ感かん触しよくがあって、一いつ瞬しゆん耐たえられたけどすぐにその手て応ごたえがなくなって……って、あれ……？　こんなところに、何か摑めるものなんてあったっけ……？




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




　その光景が、僕の目にはスローモーションのように映っていた。

　庄川さん……！　なにゆえ、よりにもよって街田さんの水着に手をかけてしまったのか……！　紐ひもが解ほどけたらしく徐じよ々じよに胸部が露あらわになっていく中、街田さんは驚おどろきで動けない様子で……えーい、僕が両方どうにかするしかない！　一瞬の判断ミスが致ち命めい的な事態を招きかねないこの場面……！　慎しん重ちように、素す早ばやく、最適な動きを見み極きわめるんだ……！　片方ずつ対応してたんじゃ間に合わない……なら……！

「ふんっ！」

　まずはダッシュで庄川さんの正面に回り、右手でその身体からだを支える！

　同時に、左手で街田さんの水着を押さえなければ……！　庄川さんのバランスは未いまだ不安定だから、視線を切るわけにはいかないけど……ここだ！

「はっ！」

　よし、布の手応え！　………………と、あれ？　なんか、凄すごく柔らかい感触が……？

　そう思って、街田さんの方を見ると。

「……平地くん」

　頰ほおをヒクヒクさせる街田さんと目が合った。

　もう少し視線を下げると、彼女の胸にガッツリと埋うまっている自分の左手が目に入る。

　あー……確かに、今の方法だとこうなっちゃうよね……そこまでは気が回らなかったな……というわけで、僕は。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




「申し訳ございませんでした！」

「ごめんなさい！」

「姉が大変失礼をば！」

　両手を交差させる形で水着を押さえる街田センパイに、三人揃そろって深々と頭を下げる。

「いえ、まぁ、お気になさらず。事故ですし、庄川さんにお怪け我ががなくて良かったです」

　少し苦く笑しよう気味ながらも、街田センパイの表情に険はない。あれだけの被ひ害がいを受けておきながら、この対応……これが女め神がみか……！　それとも、やっぱり平地センパイだから触さわられても平気ってことなのかな……？

「それより、早くシャワーを浴びてきた方が良いと思いますよ。匂においが染しみ付いてしまっては困りますし。お昼時も過ぎていますので、フードコートで待ち合わせましょう」

　確かに、今のお姉ちゃんはかなり生臭い。さっき転びかけた時、街田センパイが飲んでいたマグロ味のジュースをモロに頭から被かぶってしまったためだ。

「はい……ありがとうございます。それじゃ、お姉ちゃん」

「うん……」

　お姉ちゃんと一緒に、シャワー室に向けて歩き出す。

「あの……流石さすがにシャワーくらい、一人で大だい丈じよう夫ぶだよ……？」

　途と中ちゆうで、お姉ちゃんがそんな言葉と共に見上げてきた。

「まー、そうなんだけど。流石にちょっと、お詫わびっていうか」

　二人きりで遊びに来てたところに乱入した上に、あの仕打ち。

　さしもの私も、申し訳無さが湧わいてこようってもんだ。

「あと、お姉ちゃんと作戦会議もしときたいと思って」

「作戦会議……？」

　お姉ちゃんは、何のことだか全くわかってない表情。

「お姉ちゃんさ、平地センパイのことが好きなんだよね？」

「ふぇっ!?」

　念のため確かく認にんすると、驚きの声が上がった。まさか、バレてないと思ってたの……？

「えと、あの……うん」

　だけど、顔を赤くしながらもお姉ちゃんは小声でそう言ってコクンと頷うなずいた。

「諦あきらめる気、ないんだよね？」

「も、もちろんだよ！」

　街田センパイを相手取って、そう言い切るとは……お姉ちゃんらしくないようにも思えるけど、それだけ平地センパイのことが好きってことなんだろう。

「だったら、私に一つ策があるんだけどさ……」

　だから、私はお姉ちゃんに一つの提案を送る。

　もっとも、これに関しては必ずしもお姉ちゃんのためだけってわけでもないんだけど。




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




「平地くん、平地くん」

　水着の紐を結び直しに物もの陰かげへと向かった街田さんが、顔だけ覗のぞかせて手招きしてきた。

「はい、なんでしょ……って、なんでまだその格好なんですか!?」

　結び終わったんだと思って近づいたらそんなことはなくて、僕は反射的に目を逸そらす。

「いやこれ、鏡無しじゃ自分で結びにくくてさ。平地くん、結んでくれない？」

　と、街田さんは僕に背を向ける。人目が無いからか、素の喋しやべり方だ。

「それを男ぼくに頼たのみますか……」

　相変わらず過ぎる街田さんに、苦笑が漏もれた。

「いや、流石にこれは他の男の人には頼まないって」

「それは何よりですが……逆に、僕相手なら何やってもいいって思ってません……？」

「もう直接触ふれられちゃったわけだし、紐結ぶの頼むくらい何でもなくない？」

「その節は本当に……」

「散々謝ってもらったから、もういいって。それに、キミ相手なら自重しなくてもいいかなって思ってるのは事実だしね」

「むしろ、普段自重しててあれなんですか……？　っと、結べましたよ」

　極力街田さんの肌はだに触れないようにしながらの作業を終えて、小さく息を吐はく。

「ありがとねっ」

　今度こそ解けないようにとの確認なのか、街田さんはクルッと回ったり水着を引っ張ったりしている。色々揺ゆれたりして目に毒なので、僕は今回もそっと目を逸そらした。

「あ、そうそう。自重っていえば、さっきの件」

　物陰から出ながら、街田さんが思い出したかのようにそんなことを言い出す。

　さっきの件……？　何のことだろう……。

「庄川さんをよく観察すればいい、ってことでいいんだよね？」

　んんっ……？　本当に何のことだ……？

　……はっ!?　なるほど、そういうことか！　結局、『さっき』がいつのことかはわかってないけど……街田さんの意図そのものは理解することが出来た。

　確かに、庄川さんは『男を惑まどわす魔ま性しようの女』からは程ほど遠とおい存在。その行動は、街田さんにとって見習うべき点が多いだろう。そこに気付くとは……ようやく街田さんも、自身の行動に問題意識を持つようになってくれたってことか。

「基本はそうですね。まぁ、一部不適切な行動もありますが……」

　今日だけでも、何回かヤバいうっかりがあったしね……まぁ流石に街田さんも普ふ段だんの行動とうっかり行動の区別くらいはつくだろうけど、念のため釘くぎを差しておくか。

「なので……」

　と、僕が口を開こうとしたのとほぼ同時。

「あーっ！」

　横合いからそんな声が聞こえて、そちらに目が向く。声の主は、たぶん僕らと同世代くらいの見知らぬ女性……だと思うんだけど、何やらこちらを見て目を丸くしていた。

　いや……こちら、というか。

　たぶん彼女が見ているのは街田さんだけで、僕なんかは眼中になさそうだ。

「……チッ」

　対する街田さんの顔に浮うかぶのは、変わらぬ外向けの笑み。だけどほんの小さく、舌打ちの音が聞こえた。それが届いたのは、隣となりにいる僕の耳にだけだろうけど。

「街田好乃……！」

　お相手の女性も、お世辞にも友好的とは言えない表情だ。

　というか端たん的てきに言って、かなり憎にくしみが滾たぎっている感じ。

「アンタ、戻もどってきてたの……!?」

　件くだんの女性が、そんな言葉と共に大おお股またで近づいてくる。

　そういえば街田さん、四年前まではこの辺りに住んでたんだっけ……？　その頃ころの、友達……にしては、ちょっと纏まとう空気が不ふ穏おんすぎるよね……。

「あら、これは対馬つしまさん。えぇ、先日戻ってきたのですけれど……ご挨あい拶さつに伺うかがった方がよろしかったですか？　そのような義理があるとは認識しておりませんでしたけれど」

　こちらは、少なくとも表面上は微み塵じんの動どう揺ようも感じさせない街田さん。

　だけど、隠かくす様子もないレベルで言葉に棘とげがある。

　それを受けて、相手の女性……対馬さん？　は、一瞬意表を突つかれたような顔となった。

「……ふん、今はそういうキャラなんだ？」

　それを、今度は意地悪げな笑みに変える。

「ねぇ。貴方あなた、この子の彼氏？」

　との言葉は、僕に向けられたもののようだ。

「いえ、僕は……」

「この子、人の男に色目使うような女だから。せいぜい浮うわ気きされないようにね？　ていうか、あんなことがあったのに自分は彼氏作るとか分厚い面つらの皮してるよね」

　返答を聞く気さえないなら、話振ふってくるのもやめていただけませんかねぇ……。

「あら、酷ひどい言い草ですね？」

　街田さんの表情は変わらず笑えみのままだけど、変わらなすぎて逆になんか怖こわい。

「ご自分の魅み力りよくで殿との方がたを繫つなぎ止めておけなかっただけではなくて？」

　一方、その言葉を受けた対馬さんはわかりやすく顔を歪ゆがめる。

「貴方も、この子の本性を知っちゃったら幻げん滅めつするんじゃない？」

　だから、なんで僕に話を振ってくるんですか……どう見ても無理矢理作った感丸出しの笑顔で、こっちはこっちで怖いし……。

「この子、中学まではこんなお上品なキャラじゃなかったんだから」

　そういう意味での本性なら、たぶん知ってるんですけど……って、答えた方がいいのかな……うーん、庄川さんと旧クラスメイトさんの時みたいに勢いで乗り切った方がいいんだろうか……でも、勢いに乗るためのきっかけ的なものがイマイチ見当たらないし……。

「もっと馬ば鹿かっぽくて、男に媚こび売るような感じで……おっと、男に媚び売ってるのは今でも変わらないのかな？　方向性が違ちがうだけで」

「対馬さん」

　あと、僕が何も言わなくても街田さんならどうにでもするだろうって思いもあった。

「貴女あなたが私のことをどう思って、どう言いふらそうと私としては構わないのですけれど」

　なんか、ちょっとだけ街田さんの笑みに攻こう撃げき性が垣かい間ま見みえたような気がする。

「それで私の印象を下げられたとして、それは貴女の価値を上げることには繫がりません。むしろ、言えば言う程に品性が落ちていることにお気付きですか？　人を貶けなす暇ひまがあるのなら、ご自分を磨みがく努力をなさった方がよほど有意義だと思いますよ？」

　わーお、ド正論。だけど、これは……。

「アンタ、どの面下げて……！」

「あー、ちょっと！　手ぇ出すのはナシにしましょうよ！」

　対馬さんが街田さんに摑つかみかかろうとしたところで、僕は慌あわてて二人の間に割って入る。

　熱くなってる相手に正論言うのって、どちらかといえば悪手じゃないですかね……あんまりそうは見えないけど、これで街田さんも熱くなっちゃってるんだろうか……。

「ハッ……ナイトに守られるお姫ひめ様さま気分？　いいご身分じゃん」

　僕に嘲ちよう笑しようを向ける対馬さん。

「それとも貴方、女王様によく調教された下僕か何か？」

　おっとぅ……？　だけどこれは、ちょうどいい『きっかけ』が来たかな……？

　よし、見切り発車だけど行ってみるか……！

「いやぁ、そうなんですよね！　僕なんか完全に調教済みで、毎日跪ひざまずいてブヒブヒ言っちゃってる次し第だいですよ！　彼女のためなら命くらい余よ裕ゆうで懸かけられますしね！　あ、ちなみに尊厳とかはとっくに捨て去ってますんで！　見ます!?　土下座とか！　割と芸術点高めのをお見せできると思いますよブヒィ！」

「………………うわぁ」

　捲まくし立てる僕に、対馬さんは引いた。物理的にも、たぶん気持ち的にも。

　よし、成功だ。とりあえず熱は一気に冷めたみたいだし、成功だと言い張ろう。なぁに、僕の人としての尊厳なんて実際だいぶ前に捨て去ってるから問題ナッシングですよ！

「アンタ、今そういう感じなの……？」

「え？　いや……」

　可か哀わい想そうな子を見る目を向けられて、街田さんの表情もここに来て少し困こん惑わくした感じに。

「ふん……」

　どことなく気まずげに、対馬さんは踵きびすを返す。

「私、謝ったりなんてしないからね……」

　そして、それだけ言い残して去っていった。最後に見えた横顔に、どこか後こう悔かいの色が混ざっていた気がしたのは……僕の願望が見せた幻まぼろしだったんだろうか。

「えと……とりあえず、僕らも行きましょうか……」

「あ、はい……」

　周囲の視線を集めてしまっていたため、僕らも早々にその場を立ち去ることにした。




　　　◆　　　◆　　　◆




　お昼時を少し過ぎているためかそもそもお客さんの絶対数が少ないせいか、ほぼ空席しかないフードコート。その中でも目立たない端はじっこの席に、僕たちは腰こしを下ろした。

「先程は、どうもすみませんでした」

　そのタイミングで、とりあえず街田さんに向けて深く頭を下げる。

「や、何を謝ることがあんのよ。むしろここは、私が謝罪とお礼を言う場面でしょ？」

　周囲に全く人ひと影かげが無いためだろう、街田さんも素すモードみたいだ。

「いえ、街田さんに恥はじをかかせてしまいましたので」

　よりにもよって、「ブヒィ」は無かったと反省している。いや、それ以前に色々とアレだったんだけど。やっぱり、見切り発車は良くないな……。

「いや、こっちこそ変なことに巻き込んじゃってごめんね？　ほら、顔上げてよ」

「どうも……」

　街田さんの許しを得て、おずおずと顔を上げる。

「んで、さっきのが何だったのかって話なんだけどさー」

　すると、街田さんの表情が目に入ってきて。

「中学の頃……」

「街田さん」

　そこに浮かんだ笑みがあまりに痛々しかったから、僕は思わず言葉を遮さえぎってしまった。

「辛つらい思い出なのでしたら、無理にお話しいただく必要はありません」

　そりゃ気になることは気になるけど、無理に聞き出すことは全く僕の本意じゃない。

「……そんなに、辛そうな顔してたかな？」

　どこか気まずげに、街田さんは頰ほおを指で搔かいた。

「やー、私としたことがまだまだ演技の修しゆ行ぎようが足りないねー」

　冗じよう談だんめかしたその言葉も、如い何かにも覇は気きに欠けている。

「あっ、そうだ！　先に僕の黒歴史からお話ししましょうか！　それで、その内容が街田さんのお話に匹ひつ敵てきすると判定されたらそちらもお話しいただくとか！」

　うーむ、なんて気き遣づかい下手な僕……まぁでもせっかくだ、とってきおきのしょーもないエピソードを披ひ露ろうしてこの場を有う耶や無む耶やにしてしまおうか……！

「あれは折しも中学二年生の頃、僕は油あぶら揚あげを手に……」

「ぷっ……あははっ！」

　だけど、話の冒頭を話しただけで笑われてしまった。

　あの、笑いどころはもう少し先なんですけど……？

「あははははっ！　なんなの、その制度！　平地くんにメリットゼロじゃん！」

「や、何か大切なことをお話しされそうな感じでしたので何かしらの対価をと……」

「だから、なんでそんな発想が出て来るのさ！　あははっ！」

　周囲を気にする様子もなく、街田さんは大きな笑い声を上げる。

「はー……」

　そうして一ひと頻しきり笑った後、大きく息を吐はきながら指で目の端はしに浮かぶ涙なみだを拭ぬぐった。

「いいから、聞いてよ。今は、話したい気分なんだ」

　その表情は、先さき程ほどよりも随ずい分ぶんとスッキリしたものに見える。

「はぁ、そうおっしゃるのでしたら……」

　だから、今度は僕も小さく頷うなずいて返した。

「ま、って言っても大した話でもないんだけどね」

　そんな前置きと共に、街田さんは肩かたをすくめる。

「私、中学時代イジメられてんだよねー」

　その口から出てきたのは、とても重い言葉。

「原因は、さっきの子……対馬さんの彼氏が、私に告白してきたことでさ」

　なのに街田さんの語り口は、まるで何も感じるものなんて無いって風に軽いものだ。

　そんなわけが、あるはずもないのに。

「小学生の頃は私ガサツで、髪かみもすっごい短くてさー。男の子とばっか遊んでたの。オトコオンナなんてからかわれることなんてしょっちゅうだったし……他のクラスの子とか、私のことホントに男の子だと思ってた人も多かったんじゃないかなー。女子から告白されたこともあるし。ていうか、女子からしか告白されたこと無かったし」

　それは……ちょっと、今の街田さんからは想像がつかないな……いや、『オトコオンナ』なんて言葉からイメージしようとするからそうなるのか。中性的で、美少年と見み紛まがうばかりの容姿だったと考えれば納なつ得とく出来る範はん疇ちゆうだ。

「んで、そのままの感じで中学に上がったんだけどさ。何を思ったか、そんな私に告白してくる奴やつが現れたわけ。それも、彼女持ちなのにさ」

　何を思ったか、についてはよくわかる。たぶん、中学生ともなれば女性らしさも出てくる頃だろう。いくらボーイッシュに振る舞まっていようと、異性として惹ひかれる人が出てきてもおかしくない……というか、出てこない方がむしろおかしい。

「当然私、断ったんだよ？　対馬さんの彼氏だって知ってたし、私自身恋れん愛あいなんて興味が無かったし。したら、私へのイジメが始まったわけ。最初は、対馬さんを中心とした女子陣じんから。それから、それはすぐに男子の間にまで広まっていった。小学校時代一いつ緒しよに遊んでた子も……笑っちゃうのは、私に告白した奴まで早々に混ざってやんの」

　街田さんはクスリと笑うけれど、少なくとも当時は笑ってなんていられたはずない。

　いや……今だって、語ることに苦しみが無いわけないと思う。

「ちょうどその頃ころに親の転勤があって、結果的に逃にげられて助かったんだけどさー。ま、その頃にはとっくに人間不信になってたよね」

　それを、誰だれが責められるだろう。

　同じことがあれば、僕だってそうなる。ずっとずっと、引きずる自信がある。

「んで、私は考えたわけだ。今度こそ失敗しないようにはどうすればいいか、ってね」

　なのに……なぜ、貴女はそんな風に語れるのですか？

「それで、考えついたのが外そと面づらモードってわけよ」

　なぜ、そんな風に笑えるのですか？

「あんなことになるなら、友達なんていらない。男にも女にも、ね。もちろん、恋こい人びとなんて論外。だから男女平等、誰に対しても程々の距きよ離り感を保てるようなキャラを作ることにした。お上品な雰ふん囲い気きで誰にもそれなりに好かれて、だけど本当の意味では近づきづらい高たか嶺ねの花。それで中身がポンコツじゃ話になんないから、猛もう烈れつに勉強したし身体からだも鍛きたえた。おかげで今となっちゃ、立派なパーフェクトレディ。でしょ？」

　なぜ、そんな風に考えられたのですか？

「とまぁ、私の話はこんなとこかな。言った通り、大した話じゃなかったでしょ？」

　なぜ……そんな風に、前を向けているのですか？

「……そうだったんですね」

　語り終えて小さく息を吐く街田さんに、僕はそう返すことしか出来なかった。

　目を閉じて、想像してみると……ゾワリと背が震ふるえる。

　昨日まで普ふ通つうに接していた人が、急に態度を変えて自分を害してくる。それも、周りまで引き連れて。どんどんそれが広がって……自分に好意を向けてくれていたはずの人さえも、敵に回る。そんなもの、想像するだに恐おそろしい。

　幸いにしてと言うべきか、僕にイジメを受けた経験というものはない。良くも悪くも、ただひたすらにぼっちだっただけだ。だから、想像することしか出来ないけれど。

　果たして同じ状じよう況きようになった時、僕に街田さんと同じことが出来るだろうか？

　答えは、ノーに決まっている。僕だったら心折れて、転校したって二度と学校に行こうなんて気にならず、もちろん自分を変えようだなんて思えるわけもない。あいつらが悪いんだって、ひたすら過去を呪のろって生きていくだけになってしまうことだろう。

　そんな風になってしまった人を見たとしても、僕は笑わない。

　そんな人のことを、弱いだなんて思わない。

　でも。

　もちろん僕は街田さんのことも、決して弱いとは思わないけれど……。

　だけど……それは、確かな強さではあるんだけど……たぶん、彼女は……。




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




　さーて、平地くんはどんなコメントをしてくれるのかなー？

　可哀想に？　辛かったですね？　気持ちはわかります？

　そんな感じの言葉だったとすれば、思いっきり笑ってやろう。バッカだなー、って。辛いことなんて何も無いし、まして可哀想だなんて冗談じゃないって。あの経験があったからこそ、今の私がいるんだから。私は、今の私に満足してるんだから。むしろ、あの出来事には感謝してるくらい……ってさ。

　安易な同情なんてまっぴら御ご免めんだ。私の苦しみも悲しみも怒いかりも覚かく悟ごも、全部私だけのもの。誰かにわかって貰もらおうなんて思っちゃいないし、わかった気になんて誰にもさせない。これはもう、私が一生かけて背負い続けると決めたものなんだから。誰にも、代わりに背負うことは出来ない。背負わせてなんてやらない。

　さぁ、何でも言ってきなよ平地くん。こちとら、笑う準備はバッチリだから。

「街田さんは、お強いですね」

　はっ、強いときましたか。オーケーオーケー、予定通り笑い飛ばしてやるとしよう。

　そうでーす、私こそが最強の女・街田好乃でーす、ってね。

「こんな時でも、強がれるんですから」

　……なんて、思っていたのに。

　おいおいおーい、平地くんさー。ちょっと、何言っちゃってくれちゃってんのさー。

　そんなさー。

　ホント、そんなさー。

　なんで……。

　なに、強がりだって見み抜ぬいてくれちゃってるのさ。

「僕は、その強がり尊敬します」

　せめて、否定してよ。そんな強がり、無意味だよって。

「そんな状況でも前を向いて進むことを選んだ、貴女あなたの強がりを」

　もっと自分に素す直なおになりなよ、とかさ。説教の一つでもかましてよ。

「決して逃げることを良しとしなかった、貴女の強がりを」

　どう考えても、もっと上う手まい生き方があるじゃん。わざわざ自分を偽いつわって、しんどい思いをしてまでそれをキープし続けるとか、バカでしょ。私自身でさえ、そう思ってる。

「他者ではなく己おのれを変えようとした、貴女の強がりを」

　なのに……なのにさ。

「今でも強がり続ける、貴女を」

　なんで……キミが。

「心から、尊敬します」

　全部、肯こう定ていしちゃうかなー。

　なんで、私でさえバカだって思ってる私にそんな言葉を向けちゃうかなー。

「すみません、僕は少し認にん識しき違ちがいをしていたようです。他の人に対して見せる貴女は偽にせ物もので、僕に見せてくれる一面こそが本物の貴女なのだと……でも、違ったのですね」

　違わないよ。私だって、つい今の今までそうだと思ってたよ。

「全すべて、本物の街田さんだったのですね。皆みなさんに見せている顔だって……貴女の強がりが創つくり上げた、本物の貴女だったのですね」

　嗚あ呼あでも確かに、違ったみたいだ。

　どっちも、間違いなく私だったんだ。表の私も、私が望んで作り上げた私だったんだ。

「だから僕は、どちらの街田さんも……尊敬します」

　あーチクショー、気付いてなかったなー。私、今の自分を誰かに認めて貰いたかったのかー。過去の私じゃなくて、表面上の私だけじゃなくて、素の私だけですらなくて、私の全部を肯定して欲しかったのかー。別にいいじゃんそのままで、って言って欲しかったのかー。そんなの、わかるわけないっての。なんだその、面めん倒どうくさい欲よつ求きゆう。

　なのにさー。

「どの街田さんも、街田さんなんだってわかりましたから」

　なんでキミは、わかっちゃうのかなー。

　私自身ですら知らなかった弱点を的確に突ついてきちゃうのかなー。

　ホント、なんで……なんで、もう……。

　何も、言えなくなっちゃうじゃんかよー。

「街田さん」

　ちょっとちょっと、これ以上何を言うつもりなの？




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




　納なつ得とくしたことがある。

　一つは、街田さんが自分の魅み力りよくについて理解していない理由。小学生時代は、男子に混ざってボーイッシュに振ふる舞っていて。女性らしさが全面に現れる前に、心を閉とざしてしまった。それからは、どんな言葉も彼女へと真に届くことはなかったんだろう。

　それから、もう一つ。僕に秘密が露ろ見けんした時、彼女は即そく座ざに『諦あきらめた』。それは、もう誰にも何にも期待していないからなんだと思う。裏切られて当たり前……彼女の過去を聞いた今となっては、そう思うようになるのも納得だ。

　言葉で彼女の心を変えられるだなんて思わない。

　僕なんかが彼女の心を融とかせるだなんて自うぬ惚ぼれちゃいない。

「例えば、なんですけど」

　それでも……僕は、何があっても彼女の味方でありたいと思ったから。

「破るとペナルティが発生するような契けい約やくを結ぶ……そんな魔ま法ほうはありませんか？」

　そう、尋たずねる。

「え……？　まぁ、あるけど……」

　この回答は、予想の範はん疇ちゆうだった。魔光少女の正体バレにペナルティが付ふ随ずいするって時点で、そういう魔法は存在するってことなんだろうから。

「では、僕にそれをかけていただけませんか？」

　問いを重ねる僕の心は、穏おだやかなものだ。

「契約内容は、僕が貴女の秘密をバラさないということ。今の話も含ふくめて全て、です。ペナルティは、お好きに設定いただいて構いません」

　破る気なんて少しも無いから、どんなペナルティを設定されたところで関係無い。

　魔光少女の秘密を守るためにあらゆる犠ぎ牲せいを払はらう覚悟なんて、とっくに決まっている。

「え……？」

　ポカンとした表情を浮うかべる街田さんに、微笑ほほえんだ。

「僕は、決して貴女を裏切りません。しかし別段、僕を信じろだなんて言う気はありません。そんな風に言えないことは、よくわかりました。だから、魔法で縛しばってください。それなら、街田さんも少しは安心でしょう？」

　少しずつ理解が染しみ込んでいくように、街田さんの表情が変わっていって。

　そして、彼女も微笑みを浮かべた。

　それは、僕が今まで見てきた彼女のどの笑みよりも綺き麗れいに見えた。




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




「……いいよ、そこまでしなくても」

　自然と、私の口からはそんな言葉が出ていた。

　嗚呼……そうだね。彼なら、いいかもしれない。もう一度だけ、信じてみても。

　あの頃ころと同じ、無む垢くな信しん頼らいを向けてみても……いいかなって、素直にそう思えた。

「ですが……」

「私がいいって言ってるんだから、いいんだよ」

　なんだか、凄すごく自然に笑えている気がする。こんなの、いつ以来だろう。

「ねぇ。キミのこと、あだ名で呼んでもいい？」

　なんとなく、そんなことを言ってみる。一番楽しかった……唯ゆい一いつ楽しかった、小学生までの時代に戻もどれたみたいな。そんな、気分だったから。

「はぁ、それは別に構いませんが……」

「んじゃ……ツネちゃん」

　思いついた単語を、そのまま口にする。こういうのは、シンプルでいいのだ。

「これからはツネちゃんって呼ぶからね、ツネちゃん」

　面おも映はさと嬉うれしさが、同時に胸の内に生まれる。

「ツネちゃんも私のこと、あだ名で呼んでよ。よしのん、とか」

　それが少し恥はずかしくて、誤ご魔ま化かすために彼……ツネちゃんに話を振る。

「いや、女性をニックネームで呼ぶというのはちょっと……」

　苦く笑しよう気味にツネちゃんは頰ほおを搔かいた。

「なんで？　小学校くらいの頃は普ふ通つうに呼んでたでしょ？」

　あ、だからこそ普通は高校生にもなってあだ名で呼ぶのは恥ずかしいのかな？

「いえ僕、幼少期から最近に至るまでずっとぼっちだったんで。なんだったら、男性をニックネーム呼びするのもユウくんが初めてですね」

「お、おぅ……なんか、ごめん……」

「謝られるとなんか悲しくなってくるんでやめていただけますかねぇ……」

　ツネちゃんの苦笑が深まった。

「でも、『街田さん』って呼び方は他た人にん行ぎよう儀ぎで嫌いやなんだよねー。他の人と一いつ緒しよだしさ」

　ついつい、唇くちびるを尖とがらせてしまう。ちょっと子供っぽい仕草になっちゃったかな？

「あの……今の発言も、『貴方あなたは特別』みたいな感じに勘かん違ちがいさせちゃうんで男子に言うのは控ひかえてくださいね……？」

　ん……？　なるほど、確かにそうかも。でも……。

「別に、勘違いじゃないよ？　ツネちゃんは、私の特別だし」

「あー……まぁ、そう言えなくもないのかもしれませんけど……」

　言えなくもないというか、揺ゆるぎない事実として私は彼を特別に思っている。

　今の私にとって唯一『こっちの』自分を晒さらせる人間で、唯一信じることが出来る人。

「だから、私もツネちゃんの特別になりたいの」

「その発言も……いえ、まぁ、この場ではもういいです」

　諦めたように、ツネちゃんは小さく首を横に振った。

「では……そうですね。好乃さん、と呼ぶのは如何いかがでしょう？　僕が名前呼びする女性なんて、貴女だけですよ？　特別です」

　その発言に、私はパチクリと目を瞬またたかせてしまう。

「いきなり名前呼びとは、大だい胆たんだね」

　あだ名より、更さらに距きよ離りが縮まった感あると思うんだけど。

「そうですかね？」

　でも、ツネちゃんはピンと来てないみたい。私に色々と言ってくる割に、彼は彼でちょっとズレてるところがあるよね……まぁいいや。

「んじゃ、それで決定！　あ、でも二人きりの時だけだからね？」

「心得てますよ」

　私達はお互たがい、少しイタズラっぽい感じで微笑み合った。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




　んんっ……!?　ちょっと待って……!?

　作戦会議とお姉ちゃんのシャワーを終えてフードコートに行ってみれば……この短い間に、平地センパイと街田センパイの親密度凄い上がってない……!?　なんか、めちゃ『わかり合ってる』感じで二人共微笑んでるんだけど……!?　何があったし……!?

「すみません、お待たせしてしまいましたぁ！」

　これ以上二人きりにさせるのは危険と判断し、大声で呼びかけながら二人のテーブルに近づいていく。これは、早々に作戦を開始せねば……！

「ところで平地センパイ、明日合コンどうですかっ？」

「急に何ですか!?」

　テーブルに着くなり提案した私に、平地センパイは驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　想定通りの反応だ……ゆえに、答えもちゃんと用意していた。

「いやぁ、センパイたちのクラスに空そら橋はしセンパイっているじゃないですかぁ。私、前から憧あこがれててぇ、是ぜ非ひともお近づきになりたいなぁって」

　頭軽そうな調子で言ってるけど、実際本心でもある。ワンチャン彼女の座を狙ねらえるかもだし……それが無理でも、空橋センパイと顔を繫つなぐことによる利用価値は計り知れないからね。平地センパイと空橋センパイに付き合いがあることは、お姉ちゃんに確かく認にん済み。

「忙いそがしい人ですし、たぶん誘さそっても参加は無理だと思いますよ……？」

　そして、平地センパイがそんな風に言うこともまた想定済みだ。

「それがサッカー部、コーチ陣じんが軒のき並なみ食中毒になっちゃって明日の練習が急きゆう遽きよ中止になったらしいんですよ。だから空橋センパイも、明日なら空いてると思います」

「そうなんですか……？」

　これは、クラスのサッカー部の子から聞いた確かな情報だ。

　というか、それを知っていたからこそこれは立案出来た作戦なのである。

「ちなみに、お姉ちゃんも参加する予定です」

「えぇっ!?」

　追つい撃げきとなる情報を提示すると、平地センパイはまたも驚おどろきの表情に。お姉ちゃんの方に目を向けて、お姉ちゃんがコクリと頷うなずくのを見ると更にその驚き具合を強めた。

　ちなみに、お姉ちゃんに対しては「合コンって、まさしく男女がお互いに自分をアピールする場だよ？　平地センパイにアプローチする格好のチャンスじゃん」って説得すると割と簡単に納得してくれた。我が姉ながらちょっと心配になるチョロさだ。

　それはともかく、私の計算ではここから……。

「面おも白しろそうですね。そちら、私も参加させていただいてもよろしいですか？」

　イェス、この状じよう況きようなら当然貴女も食いつきますよね街田センパイ！

「ちょ、好よし……街田さん!?」

　さぁて平地センパイ、これで包ほう囲い網もうは完成ですよ？

「す、少し失礼しますね……」

　と、平地センパイは街田センパイの手を引いて離はなれていく。そして、身を寄せ合って内ない緒しよ話ばなしを始めた。やっぱり凄く親しげだけど……明日で逆転を狙うよ、お姉ちゃん！

　ただ、私は私で空橋センパイのことを狙ってくからアシスト出来ないんでよろしく！




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




「ちょっと好乃さん、どういうつもりなんですか……!?」

　二人から少し離れたところで、ツネちゃんが小声で問いただしてきた。

「だって合コンって、楽しそうじゃない？　私、参加したことなくて」

　それに対して、私はしれっとそう返す。

「いやいや、好乃さんが行ったら合コンにならないですよ……！　全員好乃さん狙いでフィニッシュになっちゃいます……！」

「そうそう、そこだよ」

　と、人差し指を立ててみせる。

「キミの言う魅み力りよくが本当に私にあるなら、合コンとかそれを証明する格好の場でしょ？」

「む……」

　眉まゆ根ねを寄せて、一理あるかもしれないとか思っていそうな表情を浮かべるツネちゃん。

「だから、私はツネちゃんの参加有う無むにかかわらず行ってみようと思ってるの。でも、キミが言ってることが本当なら私を一人で行かせるのは危ないんじゃないかな～？」

「むむっ……」

　わざとらしく煽あおると、ツネちゃんはますます眉み間けんの皺しわを増やした。

「……はぁっ」

　かと思えば、それを解いて諦あきらめたような表情に。

「わかりました、お供しますよ」

「そうこなくっちゃ」

　ツネちゃんの返答に、私はニッと笑えみを浮うかべた。

　彼に語ったところも、別に噓うそではない。でも、本音かと言うとそれもちょっと違った。

　そんな理由は、後付けで。本当は、庄川さんと彼が一緒にいるとこを想像するとズキリと胸が痛んで……居ても立ってもいられなくなって、気が付けば私もって口にしてたの。

　この気持ちは……たぶん。




　　　◆　　　◆　　　◆




　ショコラ




「……貴方、何をしていますの？」

　子供用プールで浮き輪に乗ってプカプカ浮いているフェレットっぽい生物……マホマホのマスコット妖よう精せいであるチュウへと、ジト目を向けながらわたくしは尋たずねました。

「何って、日光浴でチュウが？」

　どこで調達したのか、彼にピッタリサイズのサングラスを上げてチュウが答えます。

「わたくしたちの姿を目もく撃げきされては、魔ま光こう少女に迷めい惑わくがかかるんですのよ？」

「今日のお客さんに子供なんていないし、大だい丈じよう夫ぶでチュウよ」

　実際、子供用プールは現在わたくしたちの独どく占せん状態ですけれど……まぁ、彼も隠いん蔽ぺい魔法の一つくらいかけているのでしょうし確かに問題ございませんか。

「わざわざそんなことを言いに来たんでチュウ？　暇ひまなんでチュウか？」

「まぁ、暇であることを否定はしませんけれど」

　流石さすがに水着姿の好乃じゃ、一緒にいようにも隠かくれ場所がありませんものね。

「貴方に話しかけた目的は、雑談……あるいは、宣戦布告とでも言いましょうか」

　とはいえ、好乃とは精神的に繫がっているので問題ございません。好乃が意図的にチャンネルを閉じない限り、会話だって離れていても聞こえてきますもの。

「なかなかに物ぶつ騒そうなお話でチュウねぇ」

　そうは言いつつも、チュウの声はお気楽なものです。

　まぁ、彼とマホマホは先さき程ほどの会話を聞いていないでしょうしね。

「ウチの好乃は、彼のことについて本気になるみたいですわよ？」

　彼……平地護常さんに、好乃が救われたお話を。

　わたくしは、自分を偽いつわる好乃の行こう為いを良くないものだと思っておりました。いえ、恐おそらくは好乃本人でさえもそう思っていた。だけど、違ったのです。好乃が本当に欲ほつしていたことを、彼は気付かせてくれました。わたくしにも、好乃にも。ですから……。

「わたくしはもちろん好乃を応おう援えんしますけれど……貴方はどうするおつもりで？」

　わたくしは、是非とも好乃が平地さんと結ばれてくれることを望んでいます。ですが、マホマホの彼への想おもいも好乃を通して理解しております。所謂いわゆる、恋こいのライバルというやつですわね。好乃が負けるとは思っていませんけれど……チュウに話しかけたのは、情報収集兼けん牽けん制せいのためなのです。好乃の方がスタートで出で遅おくれているのは事実ですし。

「どうもこうもないでチュウが？」

　ですが、チュウは事も無げにそう言っただけでした。

「ふっ、大した自信ですこと」

　こちらの情報を引き出さない代わりに、向こうの手札も晒さない……ですか。それは、駆かけ引きなどせずとも自身の担当が勝つという確信があるということなのでしょう。

「ですが、好乃も簡単には負けませんことよ？」

「そうでチュウか。そうかもしれないでチュウね」

　このとぼけ方、まるで何のことかわかっていないかのような迫はく真しんさですわ。

　しばらく会わない間に、随ずい分ぶんと腹芸が上う手まくなったようですわね。

「……それでは、今日はこの辺りで失礼致いたしますわね」

　埒らちが明かないと見て、彼から情報を引き出すのは諦めることに致しました。

「ショコラも、楽しむといいでチュウよ～」

　恋れん愛あい事は楽しむべきだと？　先を行く者ゆえの余よ裕ゆうというところでしょうか。

　ふん、小こ憎にくたらしいコメントですこと。




　　　◆　　　◆　　　◆




　チュウ




　相変わらず、ショコラの話は小難しくてよくわからないでチュウねぇ。

　色々、ハッキリと言って欲しいものでチュウ。『彼』って誰だれなんでチュウか？

　まぁいいでチュウ。せっかくのプールでチュウ、引き続き日光浴を楽しむでチュウ。




　　　◆　　　◆　　　◆




　邑むら山やま京きよう香か




　ん……？　子供用プールに何か浮いてるな。浮き輪と……あれは、ぬいぐるみか？

　誰かの忘れ物だろうか……拾って、届けておくか。

「ちょっと、チュウ！」

　む、持ち主が現れたか……って、庄川じゃないか。

　子供用プールにぬぐるみなんて浮かべて、何をやっとるんだあの子は……。

「もう、勝手に何やってるの……！　探したんだよ……！」

　しかも、ぬいぐるみ相手に真しん剣けんに話しかけるとは……いや、生徒のプライベートだ。ここは見なかったことにしてやろう。あれが唯ゆい一いつの『連れ』なのかもしれないしな……。

「庄川さん、急にこんなところに来てどうしたんです？　着き替がえに行かないので？」

　っと、平地もいたのか。少し前から一いつ緒しよにいる姿をよく見るようになった二人だな。付き合っているのか……ふっ、それこそ生徒のプライベートだな。下世話な詮せん索さくはよそう。

「や、その！　ちょっと唐とう突とつに童心に帰りたくなったっていうか！」

　ぬいぐるみを咄とつ嗟さに背中の方へと隠して、庄川は慌あわてた調子で捲まくし立てる。ぬいぐるみのことは、平地に秘密にしておきたいのか。しかし、ちょっと言い訳が下手すぎるんじゃないか庄川……しかもその位置だと、平地からぬいぐるみが丸見えだと思うぞ……。

「……ははっ、そうでしたか」

　だが平地はチラッとぬいぐるみの方に視線を向けて、硬かたい笑みを浮かべただけだ。

　ふむ、見なかったフリか。彼女思いで結構なことだな。私にも、あれくらいの頃ころにはそんな相手が………………まぁ、いなかったんだが。あれくらいの頃も何も、この歳としになるまでずっと。ふ、ふふっ……おいおい、何を今いま更さら虚むなしい気持ちになってるんだ邑山京香。高校生の青春に当てられたか？　それこそ、現役時代からずっとそうじゃないか。

「……ふっ、ビールでも飲むか」

　彼氏同どう伴はんでは、こんな行動も取れまい。一人だからこそプールを思うがままに満まん喫きつ出来るのだ。やはり、レジャーは一人に限る。

　……別段、負け惜おしみではない。私は、何にも負けてなどいないのだから。










　　　第５章　合コン、つまり恋れん愛あい戦場




　どうしてこうなった。

　そんな思いは、正直今でもちょっと……いや、かなりある。

『王様だーれだ！』

「……あ、僕ですね」

　王おう冠かん印が描えがかれた割り箸ばしを引き当てた僕は、おずおずと手を挙げた。

　時はプールに行った翌日、場所は荒あら雅まさ市内のカラオケボックス。

　現在、所謂いわゆる『合コン』が開かい催さい中ちゆうなのであった。

「えっと、じゃあ……３番が５番にデコピン、とか」

　僕は、極力無難な『命令』を口にする。

「おっとー、平ひら地ち先せん輩ぱいちょっとそれは無難すぎではー？」

「もっと攻せめちゃってもいいんスよー？」

　楽しげに煽ってくる外そと間まくんと余よ語ごくんには、苦く笑しようを返すに留とどめた。

　彼ら二人は、真ま琴ことさんが連れてきた参加者だ。彼女のクラスメイトらしい。

　男側の参加者は、外間くん、余語くんに僕……そして。

「ははっ、確かに護もり常つねはもうちょい攻めてもいいかもな」

　ユウくんも参加してくれている。真琴さんの要望でもあるし、僕の人脈的にも唯一の候補だし。ちなみに、真琴さんの言った通りの状じよう況きようでユウくんの本日の予定はフリーだったらしい。何なんだろう、その情じよう報ほう網もう……。

　ともあれ……一方の女性側は、昨日の時点で参加を表明していた三人に加えて。

「そうだよヒラチー、王様と誰かがキスとかでいいじゃーん？」

　冗じよう談だんめかした調子で茶化してくる里さと崎ざきさんに、庄しよう川かわさん経由で参加をお願いした形だ。正直断られる覚かく悟ごだったんだけど、割とノリノリな感じで引き受けてくれたらしい。流石さすが、面めん倒どう見みが良いことに定評のあるイマドキ女子だ。

「そうですよ平地センパーイ！　キース！　キース！　１番と４番がキース！」

　そして、なぜ貴女は番号指定で煽ってるんですかね真琴さん……それ、誰の番号なんですか……？　いや、さっきチラッとユウくんの番号盗ぬすみ見てたし自分とユウくんか……ガッツリとユウくんの隣となりキープしてるし、本気でユウくんを狙ねらってるのか……まぁユウくんなら変なことにはならないだろうし、ここは放ほうっておいても大丈夫だろう。

　問題は……。

「命令に変へん更こう無しです！　３番が５番にデコピンで！」

「あら、３番は私ですね」

　悪ノリが飛び交かう中、変わらぬ外そと面づらモードで上品な笑えみと共に手を挙げる好よし乃のさん。

　しまった、『当たり』を引いちゃったか……出来れば、好乃さんと庄川さんにはあまり動かず大人しくしてて欲しいんだけど……。

「ちな、５番は俺ッス」

　次いで手を挙げたのは外間くんだ。

　よりにもよって、相手は初対面の男子か……これは、不測の事態に備えないと……！




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真ま帆ほ




　どうしてこうなった。

　そんな思いは、正直今でもちょっと……いや、かなりある。

　ううん、ネガティブに考えちゃ駄だ目め！　真琴に言われた通り、ここはアピールの場！　チャンスを活いかさないとだよね！　……でも、具体的にどうすればいいんだろう……？

「それでは外間くん、失礼しますね？」

「は、はいッス！」

　正面から街まち田ださんと向き合って、外間くんはちょっと緊きん張ちようした様子だ。

　そりゃ、街田さんみたいな美人に間近で見つめられたらそうなるよね。

「えいっ」

　可愛かわいい声と共に放たれたデコピンは触ふれる程度のもので、全く痛くはなさそうだった。

「ふふっ、大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　その上、街田さんは自分の指が触れたところを優やさしく撫なでてあげている。

「あ……はいッス……」

　外間くんは、ポーッと街田さんに見み惚とれていた。なるほど、デコピン一つでもこんなアピールに……！　これが……！　これが、女子力……！　私も、見習わないと……！

「今のはノーカンとします！」

　って、平地くん……？

「もっと全力でいってください！　こう、邪よこしまな心など吹ふき飛ばすように！」

　ど、どうしてそんなこと言うんだろう……？

　外間くんに嫉しつ妬とした……わけじゃない、よね……？

「仕方ありませんね」

　微笑ほほえみを携たずさえたまま、街田さんがもう一度外間くんのおでこに指を持っていく。

「えいっ」

「いっでぇ!?」

　掛かけ声こそやっぱり可愛いものながら、今回のデコピンはさっきとは比べ物にならない威い力りよくって感じでバチン！　と大きな音を立てて外間くんの顔を大きく仰のけ反らせた。

「う、うぉぉぉ……頭が吹き飛んだかと思ったッス……！」

　ちょっと涙なみだ目めになって外間くんは自分のおでこを撫でる。

「ごめんなさいね？」

　今度は優しい手付きで、街田さんが外間くんに手を伸のばそう……と、したところで。

「オーケーです！　お二人とも、お疲つかれ様でした！」

　二人の間に、平地くんが割って入った。

「失礼しました、外間くん。大丈夫でしたか？」

「え、あ、はい……問題ないッス」

　そして、街田さんに代わるみたいに外間くんのおでこを撫でてあげている。

　外間くんは、とっても複雑そうな表情だった。

「では、次に参りましょうか」

　くじを箱に戻もどしながら、平地くんと街田さんが自分の席に戻っていく。平地くんの席は向こう側の一番端はしで、街田さんは平地くんと余語くんの間だ。少し余語くん寄りの方に街田さんが腰こしを下ろそうとして……その直前で、平地くんが軽く街田さんの袖そでを引いた。一いつ瞬しゆんだけ視線を交わした後に、街田さんは平地くんの方に少し座る位置をずらしたみたい。

　そんな通じ合ってるようなやりとりが目に入ってきて……私の胸は、ズキリと痛んだ。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




　お姉ちゃん、ちょっと落ち込み気味？　まぁ、敵である街田センパイが強すぎるからなぁ……最初の時点で、当たり前みたいに平地センパイの隣をキープしてたし……。

「お姉ちゃんのことが心配かい？」

　内心で唸うなっていたところ、空そら橋はしセンパイが耳元でそう囁ささやいてきた。やだ、ゾクゾクしちゃうようなウィスパーボイス……！　……じゃなくて。

「な、なんのことですかぁ？」

　空橋センパイの立ち位置と意図が読めないので、とりあえずとぼけてみる。

「大丈夫さ。頼たよりなく見えるかもしれないけど、護常は決める時は決める奴やつだから」

　だけど、空橋センパイには全部お見通しみたいだ。

「……空橋センパイは、お姉ちゃんの味方なんですか？」

　っと、ちょっと素すが出ちゃったか……？

「過か剰じように介かい入にゆうする気はないけど、基本的にはそうだね」

　だけど、おかげで有益な情報がゲット出来た。空橋センパイっていう強力なカードがこっちにあるっていうのはかなり大きい。お姉ちゃんとしても……そして、私としても。

「それは凄すごく頼りになりますぅ！　色々、相談とかしちゃっていいですかぁ？」

　今こそ、全力で媚こびる時！

「あぁ、俺で相談に乗れることならね」

　おっしゃ、言げん質ち取った！

　出来ればここで、何か私自身についてもアピっときたいところだけど……。

「うーん……ごめんなさい、無理みたい！」

　と、そこでお姉ちゃんのギブアップの声が聞こえてきた。外間っちの『命令』でチェリーの茎くきを舌で結ぶのにチャレンジしてたんだけど……ま、お姉ちゃんじゃ無理だよね。

「なるほど……あえて不器用を演じた方が男性の庇ひ護ご欲よくを搔かき立てられる……と」

　ん……？　街田センパイ、何をちっちゃく呟つぶやいてるんだろう……？　お姉ちゃんのこと……では、ないよね？　お姉ちゃん、ド天然モノの不器用だし……。

「ていうか、こんなの出来る人本当にいるのかなぁ……？」

　って……ナイスパスだよお姉ちゃん！

「はいはーい！　じゃあ、私もやってみまぁす！」

　すかさず手を挙げて、茎ごとチェリーを口に放り込む。

　ふふっ……こんな時のために、ちゃんと練習済みよ……！

「ふぁいはい、ほどううへでふすはか？」

　すぐに口の中で結び終えた手て応ごたえがあり、舌を出す。

「お、すげぇな真琴。完かん璧ぺきじゃん」

　すかさず、外間っちが称しよう賛さんの声を送ってきた。

「やっぱ、キスも上う手まいのかな～？」

　次いでからかう調子で言ってきたのは、余語っちだ。

「ふふっ……試ためしてみるぅ？」

　チロリと唇くちびるを舐なめながら流し目を送ると、二人が息を吞のむ気配が伝わってきた。ふふっ……この二人には、普ふ段だんからちょっと気のある素そ振ぶり見せてるからね。今日も急な招集に応じてくれたし、ご褒ほう美びに私のエロい姿を妄もう想そうする権利を与あたえよう。

「ははっ、凄いね真琴ちゃん」

　むぅ、だけど肝かん心じんの空橋センパイからの反応が薄うすい。やっぱ、この程度じゃ揺ゆるがないか……流石、数々の女子を玉ぎよく砕さいさせただけのことはある。でも、それを落としてこそステータスになるってもんだよね！　じゃあ次の手は……と、私が考え始めたところで。

「私も出来ました」

　そんな声が聞こえてきた。

　え？　街田センパイ？　いつの間に……。

「はひ」

　と、センパイが出した舌にのった茎は……な、何ぃ!?　キッチリ結ばれてる上に、種付き!?　……ていうか、なんか普ふ通つうに舌を出してるだけでエロい！　なにこの人、存在が反則でしょ！　外間っちと余語っち、ちょっと前かがみになっちゃってるし！

「はい！　僕も出来ました！」

　って、今度は平地センパイ!?　なんで貴方あなたまでやってるんですか!?

「ほうへふは？」
















『蝶ちよう々ちよう結び!?』

　平地センパイが出した舌の上を見て、一同から驚おどろきの声が上がった。その中には、私のも混ざっている。いや、器用過ぎでしょ平地センパイ………………もし、あの舌でキスされちゃったらどうなるんだろ……ちょ、ちょっとドキドキしてきちゃった……って、駄だ目め駄目！　あれはお姉ちゃんの想おもい人なんだから……それに、今は空橋センパイだよ！




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




　一難去ってまた一難。好乃さんの魔ま性しようの舌の印象はどうにか上書き出来たと思うんだけど、今度は庄川さんが皆みなの分のジュースを取ってくるためにと出ていってしまった。「ワンチャンいける……と、思う……」って呟きと決意の表情がどう考えてもフラグにしか思えず、代わりに行きたいのはやまやまだったけど……好乃さんを置いていくのも不安過ぎるので断腸の思いでそれを見送ることに。そして、帰ってきた庄川さんは……。

「お待たせ～！　って、ふわっ!?」

　はい、完全に予想してましたよこの流れは！

「おっとぅ！」

　僕は素早く立ち上がり、お盆ぼんごとコップをひっくり返しかけた庄川さんの手を取って支える。結果、ジュースがぶち撒まけられる事態は避さけることが出来た。

「あ、ありがとう」

「いえいえ」

　庄川さんに微笑んで返す。と、少し視線をズラした庄川さんが「あっ」と声を上げた。

「ごめんね、余語くん！　染しみになっちゃってる！」

　むっ、完璧には防げてなかったか……庄川さんの言う通り、余語くんの襟えり元もとに小さくコーヒーによる染みが出来ていた。

「いやいや、お気になさらずッス」

「え、えと……！」

　ポケットからハンカチを取り出しながらも、庄川さんはオロオロして動けない様子だ。

　確かに、異性の襟元を拭ぬぐうっていうのはハードルが高……。

「っ!?」

　なんとなく嫌いやな予感を覚えて、好乃さんの方を見る。好乃さんは、庄川さんに視線を向けてスッと目を細め……かと思えば、彼女もハンカチを取り出した。ヤバい、完全にやる気だ……！　ちょっと、庄川さんの行動を見習うんじゃなかったんですか……!?

「庄川さん、ハンカチをお借りしても!?」

「え？　うん、いいけど……」

　好乃さんが動き出す前に僕は素す早ばやくお盆をテーブルに置き、庄川さんからハンカチを受け取ると同時に自分の鞄かばんからウェットティッシュと小型の中性洗せん剤ざいを取り出した。

「失礼しますね」

「え？　あ、はいッス……」

　余語くんの襟元の染み、その裏側に庄川さんのハンカチを当て、少しだけ洗剤を垂らしたウェットティッシュで表側をポンポンと叩たたいて染みを移していく。概おおむね染みが抜ぬけてきたところで、最後に乾かわいたティッシュで水分を抜いた。

「一応これで薄まると思いますが、帰ったらすぐに洗せん濯たくしてくださいね」

「あ、はい……どもッス」

「平地先せん輩ぱい、めちゃ女子力高いッスね……」

　ふぅ、危ない危ない……もうちょっとで余語くんが好乃さんの毒どく牙がにかかっちゃうところだったよ。まぁ、好乃さん本人はそんなつもりなんてないって言うんだろうけど。

　そういう意味じゃ、好乃さんに自覚してもらうために二人にはちょっとくらい好乃さんにアプローチして欲しいところなんだけど……二人とも完璧に好乃さんに対して萎い縮しゆくしちゃってるみたいだ。実は好乃さんはもっと気安く接していい人なんですよ、とかアピールするか……でも、それで惚ほれちゃったら元も子もないもんなぁ……はぁ、悩なやましい。




　　　◆　　　◆　　　◆




　里崎翔しよう子こ




　ふふっ、眼福眼福……。

　後こう輩はいくんの間近で世話を焼きながらもどこか物思いに耽ふけっているような平地の姿を見て、アタシは改めて自分の考えが間ま違ちがってないことを確信した。

　今回の合コン、これ自体がヒラチの作戦なんだと！

　つまりヒラチは、ソラハシに対して「あんまりこっちを試すことばっかりしてると他の人に靡なびいちゃうかもよ？」ってアピールしてるわけだ。こないだ駆かけ引きを覚え始めたばっかだと思っていたら、もうこんな大おお掛がかりな作戦まで仕掛けてくるようになるなんて。アタシは、ヒラチの成長に感動する思いだった。ソラハシは今んとこ冷静な顔してるけど……裏ではどんなことを思っているやら……グヘヘ……。

「あら里崎さん、ヨダレが垂れそうですよ？」

「っと……」

　街田さんに差し出されたティッシュを受け取り、口元を拭う。いけないいけない、ここにいるのはチョーウンさんだけじゃないんだしボロ出さないようにしないと……。

「ありがとね」

「いえいえ」

　アタシのお礼を受ける街田さんの表情は、綺き麗れいな笑顔。ホントに、お手本みたいに綺麗で……だからこそ胡う散さん臭くさいっていうか、裏の顔を持ってる気がするんだよねー。まぁ、アタシやチョーウンさんと同じってことはないと思……いや、本当にそうなのかな？

　チョーウンさんがアタシに声をかけたのは、アタシがこの場における『安あん牌ぱい』だからだろう。なにせ、本気でヒラチにアピールするような女の子が出てきちゃっても困るわけだからね。てことは、もしかして……ここにいる女子、全員が？

　真琴ちゃんの性せい癖へきは、姉なら知っててもおかしくない。街田さんについても……実は、やけにヒラチと一緒にいることが多いなって疑問は抱いてた。他の人とは一定の距きよ離りを置いてるように見えるのに。だけどそれも、アタシたちと志を同じくしていると考えると納得だ。つまり、ヒラチだけを特別扱あつかいすることでソラハシの嫉しつ妬とを煽あおっていたと……！




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




　何やら物思いに耽ってるらしい里崎さんだけど……なんかこの子、裏があるように感じるんだよね。いかにもなイマドキ女子で流行大好きって風に見せてるけど、あまりにそれがハマりすぎて逆に作さく為い的なものを感じるっていうか。なんか、ちょいちょいツネちゃんや空橋くんの方を見てニヤニヤしてるし……。

「……あれ？　これ、マホマホグッズですか？　見たこと無いやつですね」

　ツネちゃんの声に、私は意識を現実に戻もどした。彼が目にしているのは庄川さんのハンカチで、マホマホとマスコット妖よう精せいのデフォルメされた姿が刺し繡しゆうされ……って、あれ魔光少女になった時に『組織』から支給される記念品じゃん!?　なんで気軽に出しちゃってるの!?　い、いや待て待て……この街じゃ、非公式のマホマホグッズが山ほど出回ってる。マスコット妖精の存在は知られてないはずだけど、想像で当てちゃう人がいてもおかしくはない。ここは、「ちょっと珍めずらしいマホマホグッズですね」くらいのテンションで……。

「あ、うん。これは本人に『組織』から……」

　って、何口にしちゃってるの庄川さん!?　ど、どうにか誤ご魔ま化かす方法は……。

「へ、へぇ！　そうなんですか！　庄川さんご本人が！　え、えーっと……そ、そ、そし……そう、装そう飾しよくを縫ぬったと！　なるほど！　素す晴ばらしい逸いつ品ぴんですね！」

　私が焦あせる中、ツネちゃんが大げさに驚きの声を出す。

　それはちょっと強ごう引いんなんじゃない……？　とは思うけど……でも、この行動……。

　こないだの体育の時も思ったけど、ツネちゃんってもしかして……。




　　　◆　　　◆　　　◆




　チュウ




『ねぇ、チュウ。ウチの好乃も気付き始めたようですわよ？』

　真帆の鞄の中でウトウトしていると、ショコラがテレパシー魔法でそんなことを話しかけてきたでチュウ。気付く……って、何のことでチュウか……？

『貴方も、今のやり取りは聞いていたのでしょう？』

　いや寝ねてて聞いてなかったでチュウが、何かあったんでチュウか……？　という問いかけも、テレパシー魔法を使えない身じゃ送ることが出来ないでチュウ。

『彼と貴方の担当……実のところ、そういう関係ではないのではありませんこと？』

　彼？　そういう関係？　だから、抽ちゆう象しよう的な言葉は避けて欲しいんでチュウが……。

『貴方の余よ裕ゆうの態度に、すっかり騙だまされていたというわけですわね』

　にしても、今回は酷ひどいでチュウね。一から十まで何もわからんでチュウ。

『……今度は、だんまりを貫つらぬくおつもりですか』

　お、怒おこらないで欲しいでチュウ……使えないものは仕方ないでチュウ……。

『ふっ、本当に腹芸がお上手になりましたこと』

　どこか皮肉げに言ったきり、ショコラからのテレパシー魔法は途と絶だえたでチュウ。

　ショコラは怒ると怖こわいから出来れば怒らせたくないんでチュウが……状じよう況きようがビタイチわからんのでどうしようもないでチュウ……。




　　　◆　　　◆　　　◆




　ショコラ




　以前はおしゃべりなお調子者といった印象だったチュウが、ここまで徹てつ底てい的に情報を秘ひ匿とくするとは……変わったものですわね。まさか未だにテレパシー魔法が使えないわけでもないでしょうに、一言も返してこないとは。

　ふぅ……けれど、なかなか好乃の助けになれませんわね。あの子は普ふ段だんから何でも一人でやってしまうので、こんな時くらいは少しでも力になってあげたいのですけれど……マスコット妖精の身の限界を感じてしまいますわ。




　　　◆　　　◆　　　◆




　空橋悠ゆう一いち




「いやぁ、本当に素晴らしい刺繡ですね！　ねっ！」

「え？　えと、あの……え、えへへ、ありがとう」

「では、これは厳重にしまっておいてくださいね！　ホント厳重に」

「え？　は、ひゃい……」

　庄川さんにハンカチを渡わたし、その手をギュッと包み込むように握にぎる護常。その行動に、真っ赤になる庄川さん……から視線を少しずらして、俺は街田さんのことをそっと横目で窺うかがった。護常をじっと見つめるその目は、複雑な感情を宿しているように見える。

　俺は当初、この合コンを街田さんに新たな相手を見つけてもらうべく護常が開かい催さいしたものなんだと思っていた。だけど護常の行動を見てると、庄川さんとのラブラブっぷりを見せつけて諦あきらめてもらおうって意図もあるのかもな。街田さんにとっては残ざん酷こくな方法だが……護常の本気が窺える。俺も、何かサポート出来れば……とは、思うんだけど……。

「あれあれぇ？　空橋センパイは街田さんにご興味がおありですかぁ？　でも、出来れば私にも興味持っていただけると嬉うれしいなぁって思っちゃったり！」

　真琴ちゃんにガッチリとロックされてて、イマイチ動きづらいんだよなぁ……。

「いや、たまたま見てただけだよ」

「本当ですかぁ？　じゃあじゃあ、この後二人で抜け出しちゃいません？」

「今、どう『じゃあ』で繫つながったの……？」

　悪い子じゃないと思うんだけど……まぁ、適当にあしらわせてもらうか……。




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




　真琴ちゃん、凄すごいグイグイいくな……姉し妹まい揃そろって、男を籠ろう絡らくするテクニックに長たけてるってわけだ。まぁ、ツネちゃんは私も同類だって言うのかもしれないけど。

　でも今日だって全然アプローチ来たりしないし、やっぱその説って間違ってると思うんだよね。大体、ツネちゃん自身が私に惚れることがないって断言してる時点で……。

「……んっ」

　考え事の最中、魔光少女になってから感じるようになった独特の感覚が頭を走り抜ぬけて小さく声が出る。横目で伺うと、庄川さんもピクリと頰ほおを動かしていた。

「あの、ごめんなさい！　私、トイレ！」

　お手洗いか……あんまり頻ひん繁ぱんに使える言い訳じゃないけど、ここは便乗しときますか。

「すみません、私も少し失礼しますね」

　静かに立ち上がった私と同時に、庄川さんが鞄かばんを摑つかんで歩き出し……すっ転んだ。

　え、噓うそでしょ？　こんな何もないとこで、むしろどうやって転んだの？　めっちゃスカート捲めくれそうだし……って、ちょ!?　鞄からステッキ飛び出しかけてる!?　なんでそんな浅いとこに仕し舞まってあった上に鞄半開きなの!?

　と、私の鍛きたえに鍛えた動体視力はその様をしっかり認にん識しきしていたんだけれど。あまりのことに、全く動けずにいたところ……視界に、ツネちゃんの姿が飛び込んできた。

「そぉい！」

「ヂュッ!?」

　まずは、ステッキを叩たたきつけるように中へと戻しながら鞄を確保。それから片かた腕うでで庄川さんの身体を抱だき留め、更さらにもう片方の手でしっかりとスカートを押さえた。

　凄い、なんてパーフェクトなフォローっぷり……！

「庄川さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「う、うん。ありがとう……」

　ツネちゃんに間近で微笑ほほえまれて、庄川さんは顔を赤くしている。

「っべー、今の動き鬼おにってたッスね！　何やってんのか全然わかんなかったッス！」

「ところで、さっきなんか変な声みたいなの聞こえなかったッスか？　ヂュッ!?　みたいな。可愛かわいいような汚きたないようなの」

　げっ、そういえば聞こえてた……たぶん、マホマホのマスコット妖精の声だよね……？　鞄の中に入ってたところを叩きつけられて痛かったんだろうけど、仮にもマスコット妖精が人前で声出すってどうなのよ……！　気のせい、って方向でどうにか押し切れるか……!?　それとも、集団幻げん聴ちようってことに……!?

「あ、すみません。それは僕の声ですね」

　私が迷う中、ツネちゃんが軽く手を挙げる。

「ヂュッ!?　……ほら、こんな声でしたよね？」

　その喉のどから出てきたのは普段の彼とは全く違ちがう、可愛いような汚いような声。まさしく、さっきのマスコット妖精の声と全く同じに聞こえた。何なの、その特技……。

「あ、確かに今のと同じ声だったッス！」

「ですよね？　僕、ついつい気合いが入るとこんな感じの声が出ちゃうんです」

「あれ？　でも平地先せん輩ぱい、その直前に『そぉい！』って気合いの声出てたッスよね？」

「そぉい！　ヂュッ!?　で一つのルーチンですので」

「なんで途と中ちゆうで声変わるんスか!?」

「てかそのルーチン、ホントに気合い入るんスか!?」

　ちょっと言い訳の下手さはアレだけど……ツネちゃんの、この行動。

　やっぱり、そういうこと……だよね？




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真帆




　ふぅ……今日も無事に世界征せい服ふく推進機構を撃げき退たい出来た。

　まぁ、やっぱりライトがメインで私はあんまり役に立てなかったんだけど……。

　なんて思いながら隣となりを歩く街田さんの方に目を向けたら、ガッツリと目が合った。

　ていうか……もしかして、ずっと見られてた……？

「あの……街田さん、私がどうかした……？」

　ちょっと居心地が悪くて尋たずねると、街田さんはハッとしたような表情になった。

　あれ……？　もしかして、無意識に見てたとか……？

「いえ……そのリング、素す敵てきだなと思いまして」

　と、街田さんは私の左手に目を向ける。さっき、明らかに私の顔を見てたような気がするんだけど……でも。それはそれとして、このリングを褒ほめられるのはとっても嬉しい。

　だって……。

「あのね、これ……平地くんの手作りで、プレゼントしてもらったの」

　以前平地くんとの距きよ離りを縮めるためにやった、おねだりで小こ悪あく魔ま感を出そう作戦。平地くんが銀山に行こうとしたところを慌あわてて止めることになって、作戦自体は失敗だったんだけど……その後、良いインゴットが手に入ったからって作ってくれたの。

「……へぇ、そうなんですか」

　あれ……？　街田さんの笑顔が、ちょっと冷たいものになったような……？

「手作りのシルバーアクセをプレゼントされるような関係だと」

「え？　う、うん……そうだけど……」

　だって、恋こい人びと同士なんだし。おかしくないよね？

「これは、確認事じ項こうが増えた……か」

　小さく呟つぶやきながら、街田さんはふいと顔を逸そらす。確認……？　何のことだろう……？

　疑問だったけど、ちょうど合コン会場の部屋に着いちゃって聞くタイミングを逃のがした。

「あ、おかえりなさい」

　街田さんが扉とびらを開けると、平地くんが笑顔で迎むかえてくれる。

　えへへ……今度は、平地くんの隣に座っちゃおうかな。彼女なんだし、ね。

「えぇ、ただいま戻もどりました」

　って、あっ……街田さんがまた平地くんの隣に座っちゃった……まぁ、元々の席順に戻っただけなんだけど……凄くモヤモヤしちゃうなぁ……やっぱり平地くんと一いつ緒しよにいる時だけほんの少し街田さんの表情が柔やわらかくなるような気がするし、平地くんもなんだかリラックスしてるように見えるし……もしかすると、私と一緒にいる時よりも……。

　今だって、あんなに顔が近くて……ん？　街田さん、何か囁ささやいた……？　平地くんが、なんだかとってもビックリしたような顔になって……二人して、立ち上がる。

「すみません、ちょっと外します」

「失礼致いたしますね」

　そのまま、部屋を出ていこうとする平地くんと街田さん。

「おっとー？　平地先輩、お持ち帰りッスかー？」

「密ひそかに成立済みとは、流石さすがッス！」

　無む邪じや気きな感じで入れられる外間くんと余語くんの茶々に、私の胸はまたズキリと痛む。

「いや、そういうわけでは……」

「ふふ、戻ってこなかったらそういうことだと思っていただければ」

「ちょっと、止やめてくださいよそういうこと言うの……」

　そんなことを言いながら出て行く二人は、気の置けない関係に見えて。

　胸が、モヤモヤズキズキする。




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




　非常階段の踊おどり場で、ツネちゃんと向かい合う。

「好乃さん……さっきの言葉、どういう意味ですか？」

　開口一番、ツネちゃんが問うてきた。その表情は、真しん剣けんそのもの。

　まぁ、そうなるよねぇ……庄川さんの秘密について話がある、なんて囁かれちゃさ。

「どうもこうも、そのままだよ？　ツネちゃんも、知ってるんだなって思ってさ」

　今までの行動から考えて、間ま違ちがいないよね。

「マホマホの正体が、庄川さんだって」

　彼が、その秘密を摑んでるんだってことは。

「っ!?」

　一いつ瞬しゆん、顔を強こわ張ばらせて……でも、ツネちゃんはすぐ諦めたようにそれを弛し緩かんさせた。

「確認なんですが、ここでそれを口に出すことで彼女に不利益が生じるようなことは？」

「当然、何も無いよ。魔ま光こう少女同士はお互たがいの正体がわかるし、ペナルティもノーカン」

「そうでしたか……確かに、好乃さんがこんな形でマホマホの不利益になるようなことをするわけないですよね。失礼しました」

「別にいいけど……」

　何なんだろう、その信しん頼らいは。いや、もちろん無む駄だに貶おとしめたりするつもりはないけどさ。

「にしてもキミ、なんでマホマホの正体まで知ってるわけ？　私の時と同じ感じ？」

　ともあれ、単純に疑問だったことを尋ねてみた。

「同じと言えば同じですが、偶ぐう然ぜん度というか難易度が段だん違ちがいというか……」

「うん？　どういうこと？」

　曖あい昧まいな言葉に、むしろ疑問が増す。

「僕は、以前からマホマホのファンだったんですけども」

「うん」

　そんな風に語り始めたツネちゃんに、とりあえず頷うなずいて相あい槌づちを打つ。

「ある時、マホマホの戦いを見終わった帰り道に街を歩く彼女の姿を見かけまして」

「うん？」

　早々に引っかかる部分が出てきた。見かけたってことは、認識阻そ害がいの魔法も使わないで歩いてたってこと？　流石に不用心過ぎない？

「それで、空き地に入っていくマホマホを追いかけたところ」

「うん」

「マホマホが変身を解除して、庄川さんの姿になる場面を目もく撃げきしてしまったんです」

「はぁ!?」

　思わず声が荒あらくなった。

「え、それって周りを確認することもなく変身解除したってこと……!?」

「そうなりますねぇ……」

「そんなんじゃ、そりゃいつかバレるっしょ……」

「僕もそう思います……」

　ツネちゃんの表情が、苦く笑しよう気味に変化していく。

「というか、好乃さんも庄川さんのうっかりっぷりの一いつ端たんはご存じなのでは？」

「う……まぁ……でも、あれってたまたま起こったミラクル的な事象じゃないの？」

「むしろ日常茶さ飯はん事じというか、ここ数日のは比ひ較かく的てきマシな部類ですねぇ……」

「お、おぅ……」

　苦笑を深めるツネちゃんに、絶句してしまう。

「だから僕は思ったわけです。庄川さんの秘密は僕が守らねば……！　と」

「あー……」

　まぁそれは確かに、ツネちゃんじゃなくてもそう思うかもね。

　でも……じゃあ……ツネちゃんは庄川さんをフォローするために一緒にいるだけで、付き合ってるわけじゃない……って、ことでいいんだよね……？

　あ、だけどアレの件は……？

「ところで話は変わるけどさ。庄川さんが今日着けてるリング、ツネちゃんの手作りなんだよね？　それ、どういう流れでプレゼントすることになったわけ？」

「ホント一気に話が変わりましたね……いいですけど。どういう流れというか、欲ほしいと言われたので差し上げただけですよ？」

「ふーん？　キミ、欲しいって言われたら誰だれにでも手作りアクセをあげちゃうんだ？」

「なんですか、その言い方……そりゃ、欲しいと言われたらあげますよ」

「それって、私相手にでも？」

「まぁ、欲しいのであれば」

「じゃあ頂ちよう戴だい！　超ちよう欲しいから！」

「はぁ、あんなものでよければ……あ、でもリングは前に作っちゃって創そう作さく欲よくがイマイチ湧わかないので……ペンダントとかでいいですか？」

「それでいいよ！　じゃあねじゃあね、モチーフはお花でぇ……！」

　ウキウキしながら、ツネちゃんに要望を伝えていく。彼から手作りアクセを贈おくってもらえるってこと、油断すればすぐに頰ほおが緩ゆるみそうになるくらい嬉うれしい……はずなのに。

　……あれ？

　庄川さんへの贈り物が特別なものじゃないってわかって、安心してるはずなのに。

　ツネちゃんの目を見ていると、やけに胸が苦しくなってくるのは……どうして……？




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




　……あれ？

　好乃さんの要望を聞きながら、ふと自分の中に違い和わ感が生まれた。なぜ僕は今、リング作りを拒きよ否ひしてしまったんだろう？　別に職人気質なわけでもないし、一度作ったものだろうと初めて作るものだろうとモチベーションに差なんて生まれないはずなのに。

　そう考えた時……「あれは庄川さんのだから」という言葉がふと頭の中に浮うかんだ。

　だけど、やっぱり意味がわからない。別段、庄川さんからリングを取り上げようってわけでもないのに。どうして……あぁ、なるほどそういうことか。

　僕は、『娘むすめ』に婚こん約やく指輪を贈る気分であれを作っていたんだな！　ほら、外国じゃ親から贈るパターンも多いらしいし。まぁ、普ふ通つうは母親が使ってたものを受け継つぐんだろうけど……本当に婚約指輪にするわけじゃないしね。『父親』っぽいことがしたいという気持ちが無意識に表れてたんだろう。そりゃ、好乃さんに同じ気持ちを抱いだくわけがないよね。

　ふー、謎なぞの正体がわかってスッキリしたな！










　　　第６章　ご訪問、ただし意図錯さく綜そう




　里さと崎ざき翔しよう子こ




　合コンをやった翌日、月曜の昼休み。

「里崎さん、相談があるの」

　真剣な表情でそう言ってきたチョーウンさんに誘さそわれ、例の屋上前の階段に陣じん取どって。

　アタシは、小さく微笑ほほえんだ。ふっ……そろそろ相談に来る頃ころだろうと思ってたからね。

「相談ってのは、街まち田ださんのことだね？」

「うん……流石里崎さん、なんでもお見通しだね」

　まぁ実際のとこ、こんなのはアタシじゃなくて誰だって想像がつくことだ。

　そう……チョーウンさんも、街田好よし乃のという存在が現れたことを喜んでいるんだと！

　なにせ、恋こい敵がたき役は多いに越こしたことはないからね。しかも街田さんは、『全校生徒に知られる人気者』って立場を利用して『ヒラチだけを特別扱あつかい』っていう役割をやってのけようとしている。そこまでしてボーイズがラブしているところを見たいだなんて……彼女の意図に気付いた時には、戦せん慄りつしたもんだよ。

　ヒラチも駆かけ引きを覚えたことだし、ここでチョーウンさんまで動けば……ふっ。ソラハシ、いつまでもその涼すずしい顔を保ってられるかな？　いいじゃん、冷静さを装よそおった仮面なんて脱ぬぎ捨てて嫉しつ妬との炎ほのおを燃やしちゃえば！　そのまま、夜も……うへへへ……。

「里崎さん、ヨダレ」

「うん、ありがと」

　このやり取りにもお互い慣れてきたってもんで、真顔のチョーウンさんから受け取ったティッシュで口元を拭ぬぐってからアタシも表情を改める。

「チョーウンさんも、今が動き時ってのはわかってるよね？」

「うん。本格的に、ボヤボヤしてるわけにはいかなくなってきてると思う」

　流石、アタシが認めた同志。アタシと全く同じ考えを抱いてるってわけだね。

　だったら……次にアタシが言うことも、もうわかってるよね？

「じゃあ、次の作戦だけど……」

　大きく頷いて、アタシは人差し指を立てる。

「ヒラチを、チョーウンさんちに呼んじゃおう！」

　そして、それをビシっとチョーウンさんの胸むな元もとに突つきつけた。

　女子の家にお呼ばれ。普通は、何かあるって思うよね？　ヒラチのことを信じたいけど、どうしても疑念を拭い去れないソラハシ。でも、ある時気付くんだ。仮にもし何かがあったとして、それが何だって言うのか。世界で一番ヒラチを愛しているのは、満足させてやれるのは、自分なんだ。それをソラハシはヒラチに教え込むために……ぐへへへ……。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄しよう川かわ真ま帆ほ




　平ひら地ちくんをウチに招待!?

　そ、それって……両親に紹しよう介かいするってことだよね……!?

　……なるほど。プロポーズはされていても、それはあくまで本人同士の間だけで交かわされた約束に過ぎない。それを、家族まで巻き込んでより強固なものにしちゃおうってわけだね……！　なんて発想……私じゃ、到とう底てい思いつかないアイデアだよ……！

　里崎さんに、心からの賞賛と……あと、ティッシュを無言で贈る。里崎さんはどこか遠いところを見るような目になってるし、これ以上の言葉は不要ってことだよね。

　お父さんとお母さんに彼氏を紹介するだなんて、恥はずかしいし緊きん張ちようするけど……絶対やり遂とげてみせるから。良い報告を期待しててね！




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護もり常つね




　昨日は、ペンダントのデザインに熱中してつい夜よ更ふかししてしまった……好乃さん、注文細かいんだもんなぁ……まぁでもそれだけ作り甲が斐いがあるし、僕も気合いが入ってる。

「ふわ……」

　とはいえ、この眠ねむ気けまでは気合いじゃ如何いかんともしがたい。お弁当はササッと食べ終わったし、昼休みの残りは寝ねて過ごそうかな……と、顔を机に伏ふせようとしたところで。

「平地くん、ちょっといいかな？」

「はい、なんでしょう……？」

　庄川さんから声をかけられ、そちらに顔を向ける。

「あのね、平地くん……」

　んんっ……？　凄すごく真しん剣けんな表情だな……重大な話なんだろうか。これは、しっかり聞かねば。頭がイマイチ働いてない感じなのがちょっと不安なところだけど……。

「もし、よかったらなんだけど……」

　声を潜ひそめて、庄川さんがそっと顔を近付けてくる。

「今日の放課後、ウチに来ない？」

　って……なんだ、そんなことですか。身構えるようなことでもなかったな。

「えぇ、僕でよければ喜んで」

「ホント!?　ありがとっ！」

　僕が快かい諾だくを返すと、庄川さんの顔にパッと笑えみが咲さいた。

「それじゃ放課後、一いつ緒しよに帰ろうねっ」

「はい、承知しました」

　嬉うれしげな表情を浮かべながら、庄川さんが離はなれていく。ははっ、こんな事で喜んでいただけるのでしたらお安い御ご用ようですよ……と、今度こそ机に突っ伏しかけて。

「んんっ!?」

　今度は、勢いよく顔を上げることになった。眠気なんて、もう完全に吹ふき飛んでいる。

　ちょっと待って、僕は今、何に快諾を返した……？

　なんか、『こんな事』どころかとんでもない話だったような気がするんだけど……!?




　　　◆　　　◆　　　◆




「庄川さんのお宅に、お邪じや魔ますることになってしまいました……！」

　ユウくんを廊ろう下かに呼び出して、開口一番に相談を持ちかける。

「いいじゃん、行ってくれば？」

　するとユウくんは、至し極ごく軽い調子でそう返してきた。

「いや、それは流石さすがにマズいでしょう……!?」

「いや、マズくないだろ？　お前らの関係なんだから」

「えぇ……？」

　ただの友人関係にある男女が家にお呼ばれとか、アリなんですか……!?

「それに、街田さんのこともあるし。タイミング的にはちょうどいいだろ」

　んんっ……？　なぜ好乃さんがこの話に関係してくるんだ……？

　……はっ、そうか！　好乃さん自身が言っていた通り、庄川さんは男性を勘かん違ちがいさせない行動を学ぶのに適した存在……だけど、うっかりがあるから全すべてを見習っちゃうとマズいことになってしまう。フィルタリングが必要なわけで……庄川さんの家で彼女のことをよく観察し、僕にその役目を果たせってことか！

「ていうか、庄川さんも街田さんの件があったから行動に出たんじゃないか？」

「えっ……？」

　その可能性は考えてなくて、驚おどろきの声を上げてしまう。だって……。

「庄川さん、街田さんの件をご存じなんですかね……？」

「そりゃそうだろ、あんなあからさまなんだし」

　返ってきたユウくんの返答は、少し呆あきれを含ふくんだ調子だった。

「た、確かに……」

　よくよく考えてみればその通りだ。好乃さんの男子を勘違いさせがちな行動は露ろ骨こつなもの。そして好乃さんがマホマホの正体を知っていた以上、庄川さんもライトの正体について知っているんだろう。恐おそらくは、ペナルティのことまで。その上で今回の打だ診しんがあったと考えれば、全てが一本で繫つながる。

　つまり今回のお誘いは、庄川さんが好乃さんを救わんとして立ち上がってくれた結果ってわけだ……！　普ふ段だんは競きそい合っていても、いざという時には救いの手を差し伸のべる……なんて、なんて美しいライバル関係なんだ……！　僕は今、感動している……！

「彼女にここまでさせてるんだから、ちゃんと頑がん張ばってこいよ？」

　そう言って、ニッと笑うユウくん。

「任せてください……！」

　僕も、決意と共に答えた。

「ユウくんの……そして庄川さんの期待に、必ずや応こたえてみせますよ！」

「おぉ、その意気だ！」

　そうと決まれば、しっかりと庄川さんのことを観察しないとね！




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真帆




　放課後、平地くんと一緒に我が家に帰る。

　とはいっても、ここまで送ってもらうのはよくあること……なんだけど。

「えと……いらっしゃい、平地くん」

　こうして玄げん関かんを通ってもらうのは初めてで、少し……いや、かなり緊張した。

「お、お邪魔しまーす！」

　と、家の中に向けて平地くんは大きな声で挨あい拶さつを送る。

　それに対して、私はクスリと笑った。

「今家の中、誰だれもいないから大だい丈じよう夫ぶだよ？」

　真ま琴ことは部活、お父さんはお仕事、お母さんは買い物に行くってメール送ってきてたし。

「[image: え゛]っ……？」

　私の言葉に、なぜか平地くんは顔を強こわ張ばらせた。

「いや、あの、それは不ま味ずいのでは……？」

「あはは、大丈夫だよ～。私だって、お茶くらいは入れられるから」

　一応、たぶん、きっと……ワンチャン、ノーミスでいける可能性はあるはず……。

「いえ、ではなくて……」

「さ、上がって？」

　いつまでも玄げん関かん先さきにいてもらうのも失礼だと思って、さっと靴くつを脱いでから促うながす。

「………………お邪魔します」

　なぜかしばらく葛かつ藤とうしてるような表情を浮うかべていた平地くんだけど、一つ頷うなずいた後に改めてそう言って私に続いた。

「私の部屋、二階の真ん中だから。お茶入れてくるから、先に入って待っててね」

　平地くんには階段を上がってもらい、私は台所に行ってお茶を用意することに。

　今日の目的はお父さんとお母さんに平地くんを紹介することだけど……それまでの間、せっかくだから平地くんとの仲をしっかり深めないとね！




　　　◆　　　◆　　　◆




　無事にお茶入れ任務もこなして、私の部屋で二人きりになってしばらく。

「それでね。真琴、中学でも陸上部だったんだけど。三年の時には部長として皆を引っ張って、個人でも県大会で優勝とかしてたんだよ」

「それは凄すごいですね」

「うん、そうなの。姉し妹まいなのに、どうしてこんなに差があるんだろうね……あはは」

「庄川さんには庄川さんの魅み力りよくがありますので、比較する必要はないと思いますよ」

「えへへ……そう言ってもらえると嬉しいよ。ありがとう」

　最初はお互たがい緊張して口数が少なかったんだけど、しばらく経たつとそれもマシになって今は普ふ通つうに会話を交かわせるようになっていた。

　……のは、いいんだけど。

「あの……ところで平地くん。今日の私、どっか変だったりするかな……？」

　さっきから平地くんの視線が……なんというか、私をじっと観察するような感じのものに思えて。何だか、微び妙みように落ち着かなかった。

「いえ。いつも通りきっちりしていて、可か憐れんな姿ですよ」

「そ、そう。ありがとう……」

　褒ほめてくれるのは嬉しいんだけど、それを口にしてる間もなんか凄く目が冷静っていうか……と、とりあえずお茶でも飲んで気分を落ち着かせよう……。

「……あ、きゃっ!?」

　ソワソワしながら紅茶を口に運ぼうとしたところ、手が滑すべって中身を盛せい大だいに溢こぼしてしまった。幸い、もう冷めてたから火傷やけどすることはなかったけど……砂糖をたっぷり入れてたせいで、服の下までベトベトになっちゃったよぅ……。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、うん、大丈夫大丈夫」

　腰こしを浮かせかけた平地くんを手で制して、とりあえず布ふ巾きんで拭ぬぐうけど……これは、拭ったくらいじゃどうしようもなさそう……。

「ごめんね。ちょっと、シャワー浴びて着き替がえてくるから。ゆっくり寛くつろいでてね」

「はい、僕のことはお気になさらず行ってきてください」

　うぅ……せっかく平地くんが来てくれてるっていうのに、なんて体ていたらく……。




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




　流石は庄川さんだ、男子を惑まどわせるような行動なんて少しも取らないな。

　紅茶をこぼしちゃったのは、実に庄川さんらしいっちゃらしいけど……そこに、男子を勘違いさせる要素は存在しない。好乃さんにも見習ってもらわねば。庄川さんみたいに………………って、あれ？　今、庄川さんは何するって言って出ていったっけ……？

　確か……えっと……その……シャワー……って、言ってたような……。

　………………いやいや、落ち着け平地護常。庄川さんに限ってそういう意味なわけがない。単純に、他意なく、ベタつくから紅茶を落としに行っただけだ。だから僕は何も気にすることなく、言われた通りに寛………………げるわけないですよねぇ!?

　や、その、別に、もちろん、変な想像とかするわけじゃないんだけど……同じ屋根の下で庄川さんがシャワー浴びてると考えると無茶苦茶落ち着かないぞ……！

「すぅ……はぁ……」

　とりあえず、大きく深呼吸。すると、自分の部屋とは全く異なる甘い香かおりが肺を満たして……って、何を変態的なことを考えてるんだ僕は!?　落ち着くために深呼吸したつもりが、余計落ち着かなくなっちゃったぞ!?
















　な、何か気を紛まぎらわせるものは……と思って、不ぶ躾しつけながら部屋の中を見回す……と。

「ふぇっ!?」

　思わず庄川さんみたいな驚きの声が出てしまった。

　なにせ、壁かべのハンガーに……マホマホの衣い装しようが無造作に掛かかってたんだから！

　い、今まで緊張と庄川さん観察への集中で気付かなかった……！　えっ、ていうかこれ、ステッキ的なものに格納されてるんじゃないんですか!?　まさか、毎回こっから転送される形式!?　だとしても、こんな堂々と広げとかないでいただけますかねぇ……!?

「ふわぁ……でチュウ……そろそろ衣装の修復を……」

　って、フェレットさん!?　何を無防備に鞄かばんから出てきているのですか!?

「ヂュッ!?」

　そっと視線を外したところ、僕に気付いた様子で慌あわてて庄川さんの鞄の中へと戻もどっていくフェレットさんの姿が視界の端はしに映った。同時に、チラッと見えたんけど……フェレットさん、貴方あなた今、針と糸を持ってましたよね!?　前に庄川さんが衣装の修復はマスコット妖よう精せいがやってるって言ってましたけど、まさかの手て縫ぬい!?　魔ま法ほう的なパゥワーじゃなくて物理対応なんですか!?　ていうか、意外と指先器用ですねフェレットさん！

　なんだこの空間、他人を入れるには危険過ぎるぞ……!?　い、いや、それだけ僕を『お助けキャラ』として信しん頼らいしてくれているということか……そういう意味じゃ、フェレットさんのことを見なかったフリする必要もなかったのかな……？　でも、慌てて隠かくれたということはやっぱり大っぴらに見ちゃうのはマズいってことなんだろうか……。




　なんて、悶もん々もんと考えているうちに結構な時間が経っていたのか。

「お待たせ～」

　タオル片手に、私服に着替えた庄川さんが戻ってきた。結局、寛ぎとは無む縁えんの時間を過ごしてしまったな……まぁいいや。もう一度、庄川さんを観察する作業に戻ろう……。

「あ、そうだ平地くん。ゲームって好き？」

　僕の視界の中で、ほんのり湿り気を帯びたその髪かみが艷つややかに輝かがやきながら揺ゆれた。

「ウチのお父さんがゲーム会社に勤めてるから、持って帰って来るんだけどね」

　しっとりとした質感のそれを搔かき上げる仕草に、なんだかドキドキしてしまう。

「私あんまりゲームやらないから、好きなの持っていってくれていいよ」

　ほんのりと上気した頰ほおが、どこか色気を感じさせて……。

「平地くん？」

「あ、はい！　そうですね！　白あんのおはぎも結構いけますよね！」

　ぐっ、しまった……！　話自体はちゃんと耳に入ってきてたはずなのに、ボーッとしてて妙みようなことを口走ってしまった……！

「おはぎ……？」

　ゲームラックを引っ張り出していた庄川さんが、こちらに向けて小さく首をかしげた。

「いえ、すみません。今のは気にしないでください。そうですね……以前は結構ゲームもしてたんですけど、最近は全然時間が取れなくて。ですので、遠えん慮りよしておきます」

「そうなんだ？」

　マホマホに出会ってからはマホマホグッズの収集や自作に時間を使うようになったし、最近はうっかりを誤ご魔ま化かすための芸も磨みがかないといけなくなってきたしね。

　……改めてそう考えると、僕はどこに向かってるんだろうな。

「ん？　どうかした？」

　思わず苦く笑しようした僕に、庄川さんは不思議そうな顔に。

「失礼、なんでもありません」

　いかんいかん、本来の目的を果たすべくちゃんと庄川さんを観察せねば……！

「そう？　ならいいけど」

　と、腰を下ろす庄川さん……って、近くないですか!?　好乃さんじゃあるまいし！

「え……？　急に仰のけ反って、どうしたの……？」

　庄川さんは、疑問を浮かべた後にハッとした表情に。

「もしかして私、変な匂においとかしてる……？　シャワー浴びたばっかりだし、服もちゃんと洗せん濯たくしてあるのを着てきたつもりなんだけど……」

　眉まゆをハの字にして、クンクンと自分の匂いを嗅かぐ庄川さん。

「いえ、決してそんなことは！　むしろ、凄すごく良い香りがしました！」

　その表情が少し傷付いたものに見えて、僕は慌ててそう叫さけぶ。

「ふぇっ!?」

　おっ、流石さすが本家の驚おどろき方はキレがあるなぁ……って、そうじゃなくて！

「そ、そう……あ、ありがとう……？」

　し、しまった……！　今のは、あまりに変態的なカミングアウト……！　そりゃ、庄川さんもドン引きして俯うつむいてしまおうってもんだよ……！

　いやでも、ホントに良い匂いがして……ただのボディソープの匂いというよりは、女の子の香りって感じで……って、だから何を考えてるんだ僕は！　と、とにかく……それを間近で感じたから思わず仰け反っちゃったんだけど……よくよく見てみれば庄川さんの座った位置は、僕らにとっていつも通りくらいの距きよ離り。決して近すぎるってことはない。

「そ、そうだ！　せっかくなんでゲームしよっか！　何かオススメとかってあるかな！」

「そ、そうですね！　そういうことであれば、こないだ有名なパーティーゲームシリーズの新作が出たんですけど！　それ、ありますかね！」

「たぶんあったと思うから、それにしよう！」

「ですね！」

　同じ室内にいながらやけに大声で庄川さんと会話しながら……これはもう、今日は『男子に勘かん違ちがいさせない』行動の観察は無理そうかな……と思う僕だった。

　なんか、僕の方が勝手に色々と勘違いしてしまいそうだ……。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真帆




「これはねー、私が七歳の時に家族で旅行に行った時の写真」

「この頃ころは、真琴さんより庄川さんの方が身長高かったんですね」

「うん……このもうちょっと後くらいに抜ぬかれたんだけどね……」

「あ、なんかすみません……」

「あはは、いいのいいの……」

　一ひと頻しきりパーティーゲームで遊んだ後、私たちは一いつ緒しよにアルバムを眺ながめていた。

　ふと平地くんの目が本ほん棚だなに並べてあったそれに留まったのを見て、私が「見る？」って提案したの。昔の写真を見られることに、恥はずかしさはあるけど……でもそれ以上に、全部の私を知って欲しいって思いがあったから。

　お互い、流石に気まずさはもうほとんど消えている。平地くんの方は、まだ少し緊きん張ちよう感があるみたいだけど……まぁ、初めての人の家ってそんな感じになっちゃうよね。

「それにしても、庄川さんはお子さんの頃ころから大変愛らしいお姿で」

「あ、ありがと……」

　他の人に言われたなら、それって今も子供っぽいってこと？　って少し拗すねちゃうかもしれないけど。平地くんがそんなこと思ってないのはわかってるから、ただただ照れる。

「きっと、庄川さんのお子さんも凄く可愛かわいくなるんでしょうね」

「ふぇっ!?」

　こ、こ、こ、子供って……！　それ……！

　わ、『私たちの』ってことだよね……!?

「あ、すみません。デリカシーに欠ける言葉でしたね」

「う、ううん！　そんなことないよ！」

　むしろ、私たちの将来のことまでちゃんと考えてくれてるってわかって……嬉うれしい。

「そうだね……」

　少し照れながらも、自分の子供について考えてみる。

　ずっと、想像したこともなかった。結けつ婚こんとか子供とか、そんなの縁えんがないことだって思ってたから。私自身、恋れん愛あい事にあんまり興味がなかったし……私を相手にしてくれる人なんて、現れっこないって思ってて。でも、こうして平地くんの隣となりにいると……。

「欲ほしいね、可愛い赤ちゃん」

　自然と、そんな言葉が出てきた。

　そんな未来を望んでいる自分のことを、見つけることが出来た。

　彼との……愛の結けつ晶しようが、欲しいって。

「そうですか、それは良かった」

　平地くんも、穏おだやかに微笑ほほえんでくれる。

「では、僕も頑がん張ばらねばなりませんね」

　が、頑張る!?　いや、その、そりゃ、平地くんの協力は必要不可欠だけど……！

　……今いま更さらながら、今の状じよう況きようを客観視する。誰だれもいない家に、二人きり。

　これって……その……そ、そういうことに凄く適した状態なのでは……!?

「で、でも！　その！　子供とかは！　まだちょーっと早いんじゃないかなーって思ったり思わなかったりする次し第だいですよ私としては!?」

　思わず、テンパって微び妙みようによくわからないことを口走ってしまった。

　直後に、少し後こう悔かい。今のは……平地くんが、凄く勇気を出して『誘さそって』くれたのかもしれないって気付いたから。でも、私の方は全然そんなつもりとかなくて……もちろん、嫌いやとかっていうわけじゃないんだけど……その、覚かく悟ごがまだ決まってないから……。

　そんなことを頭の中でグルグルと考えながら、恐おそる恐る平地くんの方を窺うかがう。

　すると彼は、パチクリと目を瞬またたかせていた。

「もちろん、そういったことについては今後のお話ですよ。むしろ、今すぐにとか考えられていたら僕としても少し困ってしまっていたところです」

　そして、そう言ってくれた。

　良かった、怒おこったり傷ついたりしてるわけじゃないみたい。

　でも……いつまでも、覚悟が決まってないなんて言い続けるわけにもいかないよね。

　私も、『そういうこと』についてちゃんと考えておくようにしないと！




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




　いやぁ、良かった良かった。以前フェレットさんとの会話を盗ぬすみ聞いた時には恋愛事にまるで興味無いって風だったから、心配だったんだけど。どうやらいつの間にか、結婚願望を持つようにまでなってたみたいだ。これで、うっかりも少しは鳴りを潜ひそめる……かは微妙だけども、僕としても更さらなるやりがいが生まれるってものだ。

「ですが……いつか訪おとずれるその時と、その後の人生のためにも」

　庄川さんが望んだタイミングで結婚出来ない、なんてことにならないように。

「守り抜いて見せますよ、一生」

　改めてその秘密を守り抜く覚悟を、今一度口にした。

「平地くん……」

　少し目を潤うるませる庄川さんが、誰かと結ばれるところを想像するとズキリと胸が痛んで……まさしく、娘むすめを嫁よめにやる『父親』みたいな気分になっちゃったけどね。

　庄川さんが将来温かい家庭を築けるよう、引き続き全力でお助け致いたしますよ！




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真琴




「……何やってんの？」

　帰って、シャワーを浴びた後に二階に上がったところで……お姉ちゃんの部屋の前で両親がドアに耳を当てている姿が視界に飛び込んできて、私は半目で二人を睨にらんだ。

「しっ！　静かに！」

「今、真帆がプロポーズを受けたところなんだ！」

　それぞれ、小声と共に振ふり返ってくる。

　プロポーズぅ……？　一体、何を言ってるんだか……。

「って、またそんな格好で。はしたないからやめなさいって、いつも言ってるでしょ？」

　引き続き小声で、お母さんがバスタオル一枚だけ巻いた状態の私に苦言を呈ていしてくる。

　外じゃ女子力高い媚こびキャラ演じてるんだから、家の中でくらい好きに過ごさせてよ……うん、まぁ、ていうか……。

「いや……今の二人の方が数倍、はしたないと思うんだけど……」

　私の口からはそんな言葉しか出てこない。

「っと」

「彼が出て来るぞ、お前も早く部屋に入りなさい」

　そう言って、二人は私とは反対側の部屋に音も無く退たい避ひしていった。ウチの親、時々変なとこがあるんだよね……ていうか、『彼』って……？　お姉ちゃんの部屋に男の人なんているわけが………………なんて思っていたら、そのドアが開いた。

「トイレは、突つき当たりのとこだから」

「承知致しました」

　この時、端たん的てきに言って私の思考はかなり鈍にぶい状態にあったと言える。部活終わりの疲ひ労ろうに加えて、両親の奇き行こうを目にした直後という混乱。それが合わさって、『男の声が聞こえた』という事実と『今の自分の格好』という状況をすぐに結びつけることが出来なかった。

　その結果。

『……あ』

　お姉ちゃんの部屋から出てきた男の人と目があって。

「し、失礼しました！」
















　彼が慌あわてた様子でもう一度部屋の中に引っ込み、バタン！　と勢いよくドアが閉まる音が耳に届いた……その段に至って、ようやく。

「き……」

　私は、口を開いて。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　悲鳴を上げながら、自分の部屋に逃にげ込んだのだった。

　くっ、私としたことがタダ見せしてしまうとは……！　いや、一いつ瞬しゆんしか見られなかったし露ろ出しゆつ自体は水着より少ないからセーフ……！　だと思うことにしよう……！

　にしても……今の、平地センパイ……だったよね……？　プロポーズ云うん々ぬんっていうのは間ま違ちがいなく何かの勘違いだと思うし、初う心ぶなお姉ちゃんが深いところまで関係を進められてるとは思わないけど……私が思ってたよりは、上う手まくやってるってことか……。

　この情報、どう使うのが『美味しい』か……。

　羞しゆう恥ちを誤ご魔ま化かすためにも、私はその検討に没ぼつ頭とうしていった。










　　　第７章　ピンチ、やがて感情自じ認にん




　庄しよう川かわ真ま琴こと




　平ひら地ちセンパイ庄川家混入事件（心の中だけで私が命名）の翌朝。

　私は校門に背を預けて、とある人を待っていた。目を皿のようにして探す必要なんてない。むしろ、目を瞑つぶってたってその人が接近してくるのはわかると思う。実際、周囲のざわめきがある時を境にどんどん強くなってきて……私は、その中心に向けて歩き出した。

「おはようございます、街まち田だセンパイっ！」

　人ひと懐なつっこい元気っ子キャラでご挨あい拶さつ。

「おはようございます、真琴さん」

　挨拶を返してくる街田センパイは、見とれちゃうくらいに綺き麗れいな笑え顔がおだけど……どこかその目が冷たさを持ってるように感じられて、私は少し苦手だったりする。

　とはいえ、彼女の影えい響きよう力は半はん端ぱない。転校初日に、学年を跨またいでウチのクラスまで彼女の噂うわさで持ち切りになったくらいだ。顔を繫つなげたのは僥ぎよう倖こうだった。後は、それをどうキープするかって点が肝きもだけど……そこで、昨日の件が使えるんじゃないかと私は考えた。

　お姉ちゃん、誤解しないでね？　別にお姉ちゃんのことを売ろうってわけじゃないんだよ？　ただ、ちょーっと情報を『利用』させてもらうだけだからさ。

「時に、街田センパイ。実は昨日、平地センパイがウチに遊びに来まして」

「……へぇ」

　おっ……ちょっとだけ口の端はしが動いた……かな？　凄すごく微妙だったけど。

「ウチの両親に挨拶してもらって、一いつ緒しよに夕食もいただいたんですけどぉ。センパイが帰った後が大変でぇ。お父さんとか酔よっ払ぱらっちゃって、これで庄川家の血が途と絶だえる心配もなくなったぞ～！　とか言うんですよぉ。失礼ですよねっ、私だっているのに」

「なるほど、そんなことが」

　今度は……反応無しか。はてさて、これは興味がないのか抑おさえてるだけなのか。

「それは大変でしたね」

　少なくともそう返してくる笑顔には、少しの動どう揺ようも無いように見えた。

「それで……お話はそれだけですか？」

　うーん……これは、見込みを外したかな？　詳しよう細さいを気にするようだったら、それに託かこつけて色々聞き出してやろうかと思ってたんだけど……あんまり押しても怪あやしまれるか。

「……はい、ちょっと愚ぐ痴ちを聞いて欲しくてっ」

　というわけで、ここで引いておくことに。

「私でよければ、愚痴くらいいつでも聞いて差し上げますよ……と言いたいところですが、今朝は少々用事がありますのでこの辺りで失礼しますね」

「はい！　お急ぎのところ失礼しましたっ！」

「では」

　ペコリと頭を下げる私へと綺麗な一礼を返して、街田センパイは歩みを再開させた。

　街田センパイが平地センパイを特別視してるのは確実だと思うんだけど……乗ってこなかったってことは、私の浅せん慮りよなんてとっくにお見通しだったってことか。

　実際、さっき言ったことも事実ではあるけどあえて意味深な言い方にしてたし。なんかウチの両親はマジでお姉ちゃんに婚こん約やく者が出来たって喜んでる節があるけど、お姉ちゃんに限ってそんな進んだところまで関係が進められているわけがないと私は思ってる。平地センパイも、そんな積極的な方に見えないし。

　そこまで瞬時に見み抜ぬいたんだとしたら、流石は街田センパイと言わざるをえないよね。




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好よし乃の




　あくまで優ゆう雅がな足取りを崩くずさず昇しよう降こう口をくぐり、上うわ履ばきに履き替かえて。

　教室への道すがらでトイレに寄って、個室に入って鍵かぎをかける。

「っ……！」

　そこまでが、限界だった。

　たぶん私の外面は完かん璧ぺきに剝はがれ、今は動揺がハッキリと顔に表れていると思う。

「ツネちゃんが、庄川さんの家に……？　両親に、挨拶……？」

　頭の中の言葉を、声に出さずにいられなかった。

　辛かろうじて、外にまで聞こえないような小声に抑えるだけの理性は残っていたけれど。

「ははっ……そういう関係、ってことね」

　自然と口から自じ嘲ちようが漏もれて……同時に、気付いた。

「……嗚あ呼あ。私、知ってたのか。バカのフリして、気付いてないことにしてただけで」

　無意識に、関係をハッキリさせるような質問は避けていた。結局、わかっていたんだ。

「ホントに……バカだな」

　目的があるから、一緒にいるだけ。

　それが、他ならぬ私と彼の間にこそ当てはまっている事実だっていうことに。

　私は、彼の特別でも何でもないっていうことに。

　彼の目は、ずっと別の人を見てるってことに。

　私はその事実から目を逸そらし続けて、未練がましく彼の優やさしさに甘えていただけ。

「でも……こりゃもう、無理かな」

　無意識に、知らないフリを出来ている間は良かった。

　人を騙だますのが得意な私は、私自身すらも上う手まく騙せてた。

　でも、こうして目の前に突きつけられちゃうと……ハッキリと気付いちゃうと。

　もう、彼の前で自然に笑える自信はなかった。だけど、彼と一緒にいる時まで演技を続けるのも嫌いやだった。他の人に心が向いていることがわかって尚なお、彼の隣となりに居座れる程ほどに図ずう々ずうしくもなりたくなかった。いや……本当は、それでも居座りたい。彼を困らせるとわかっていても、彼が望んでいないとわかっていても、それでも隣にいたい。でも……。

　なんて、グルグルと回る思考はまとまらなくて。

　永久に迷まい子ごのままかと思ったけど……やがて、一つの結論に収束していった。

「……終わらせよっか」




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護もり常つね




「護常、昨日の首しゆ尾びはどうだった？」

　朝一、自席に座ったところでユウくんがそんな風に話しかけてきた。

　期待と心配の入り混じったような表情……気にしてもらっていたのがよくわかる。

　だからこそ、この報告をするのは心苦しいけど……。

「すみません……正直、上手くいったとは言い難がたいです……」

「そうなのか……」

　ユウくんの表情が、心配の方に更さらに傾かたむいた。

「庄川さんの部屋でゲームをしたりアルバム見せてもらったりした後、ご両親にご挨拶して一緒に夕食をいただくことになってしまいまして……」

「大成功じゃねぇか!?」

　僕の悲痛な報告に、ユウくんの表情が今度は驚おどろき一色に覆おおわれる。

「大成功……？」

　途と中ちゆうから冷静に庄川さんを観察出来なくなったし、なぜかご両親と会う流れになってからはテンパっちゃって全然本来の目的は達成出来なかったんだけど……？

「それで成功判定じゃないとか、護常的にはどうなる予定だったんだよ……？」

「どうって……」

　昨日ユウくんと確かく認にんし合ったはずの目的を、改めて口にしようとしたところで。

「平地くん」

　横合いから声が掛かけられた。鈴すずを転がすような美しい響ひびき。好乃さん＠外そと面づらモードだ。

「ちょっと来ていただけますか？」

「え？　いや、でも……」

　今まさに貴女あなたの件について、話し合おうとしてるところだったんですけど……。

「よろしいですね？」

　僕がユウくんの方に目をやったタイミングで、好乃さんがユウくんに尋たずねる。

　質問の体ていではあったけど、拒きよ否ひが許されないような圧力を感じたような気がした。

「ん……重要な話なのかな？」

「えぇ、とても」

　探さぐるように尋ね返すユウくんに、好乃さんは迷いなく頷うなずく。

「そっか、じゃあ仕方ないね」

　冗じよう談だんめかして、ユウくんは肩かたを竦すくめた。

「では、失礼しますね」

　と、好乃さんは踵きびすを返して歩き始める。ついてこい、ってことなんだろう。

　あの、僕本人は特段了りよう承しようを返してないんですけど……とは、言えない雰ふん囲い気きだった。

　全すべてを拒きよ絶ぜつする、そんな空気を纏まとっているような。

「……ちょっと、行ってきます」

　それが気になったこともあり、僕はユウくんにそう断って好乃さんの後を追いかけた。




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




　例によって、人ひと気けのない階段の踊おどり場へと場所を移した私達。

　初めて彼からここに呼び出された時は、何事かと思ったよね……なんて。

　つい数日前のことなのに、その時のことが随ずい分ぶんと懐なつかしく感じてしまう。

「あの……僕、何かやらかしちゃいましたか……？」

　今となっては、この困り顔もすっかり見慣れたものだ。

　あの時には、こんなことになるとは思ってなかったよなぁ……。

「そういうわけじゃないんだけどね」

　苦く笑しようが漏れそうになるのを抑えて、無表情を形作る。

「もう、これが最後にしようと思って」

　そして、決別の言葉を口にした。

「えと……最後、とは……？」

　もっとも、彼はイマイチわかっていなそうな顔だ。

　まぁ、いきなりこんなこと言われちゃそりゃそうなるよね。

「うん、だからね」

　私は微笑ほほえむ。

「こんな風に会うのを、最後にしようってこと」

　外向きの、他た人にん行ぎよう儀ぎな笑顔を意識して。

「へ……？」

　パチクリと目を瞬またたかせた後、彼は慌あわてた様子となった。

「な、なぜ急にそんなことを……!?　やっぱり僕が何かやらかしたんですよね……!?」

　ふふっ……キミはそうやって、いっつも一いつ生しよう懸けん命めいな感じだよね。

　そういうとこがさ、ちょっとだけ好きだったよ。ホントに、ちょっとだけね。

「急に？」

　素すの微笑みが溢あふれてしまいそうになるのを堪こらえて、私は笑みの種類を冷笑へと変えた。

「私は、一いつ貫かんしてずっと言ってるよね？　キミには関係のないことだって」

　私でさえいつの間にか忘れていたその言葉を、改めて口にする。

「ですが、だから、僕は……」

　自分のエゴだから。魔ま光こう少女のために、何かがしたいんだ……って。

　彼は、今度もそんなことを言うつもりなんだろう。今になって思えば、それは紛まぎれもなく彼の本心なんだとわかる。今の私は、あまりに善性が過ぎるその言葉も信じられる。

　それはとても尊くて、彼のそんな部分に甘えるのは心ここ地ち好よいけれど……だけど今の私は、もうそれだけじゃ満足出来なくなってしまっている。

　彼に、もっとを求めてしまう。

　彼にはもう心に決めた人がいるのに、それすら壊こわしたくなってしまう。

　それは……流石さすがに、駄だ目めでしょ。愛と正義の魔光少女としちゃ、ね。

「ねぇ、キミ。少し思い上がってるんじゃない？」

　だから、彼の言葉を遮さえぎって声を被かぶせる。

「自分だけが魔光少女の正体を知ってて、それを助けられる特別な存在なんだ、ってさ」

「それ、は……」

　嗚あ呼あ、今の言葉は間ま違ちがいなく彼を傷付けた。

　私は、知っているのに。彼が、そんな自尊心から動いてるわけじゃないってことを。ただ本心から、私たちを助けたいと思って動いてくれてるだけなんだってことを。

　私でさえ知っているのに、彼は反論したりしない。わかった風なこと言うなって、責めてくれればいいのに。きっとそんなことを思いつきさえせず、ただ自分を責めるだけ。

　なんて不器用で、優しい人。

「まぁ実際、確かにキミは特別だと思うよ。私にとっても、ね」

　本当は、そんな意味での特別じゃないのに。

「唯ゆい一いつ、私の秘密を知ってる存在なんだから」

　私は、自分の言葉で『特別』の意味を上書きする。

「でも、現実問題さ。キミ、そんなにキャパないでしょ？」

　私の言葉で、彼の心を傷付けていく。

「例えば、だけど」

　傷付けるとわかっていながら、言葉を紡つむぐ。

「もしも庄川さんか私、どっちかしか助けられない状じよう況きようになったら」

　これは、とても卑ひ怯きような質問だと思うけれど。

「キミはどうするの？」

　私は、冷れい徹てつな仮面を被ってそれを口にする。

「それ、は……」

　彼は答えに窮きゆうした様子だ。

　ま、そうなるよね。庄川さんの方が大切だって、本当は答えも出てるんでしょう？

　でも優しいキミは、私にハッキリとそう言うことは出来ない。

　だけどその優しさが時に誰だれかを傷つけるんだってこと、気付いてる？

「そういうことだよ」

　表情が苦笑気味に変化するのを、抑おさえられなかった。

「大切な人がいるのに、あんまり他の女の子にかまけてちゃ駄目だよ？」

　完かん璧ぺきに突つき放すつもりだったのに、ついつい声色が優しいものになってしまう。

「キミは、『彼女』だけを精せい一いつ杯ぱい助けてあげなよ」

　あぁ本当に、なんて未練だろう。

「私は、皆みんなを助ける魔光少女だから。私自身に助けなんて、必要ないの。一つもね」

　それを、断たち切るために。

「だから、キミが『私のために』だなんて考えてやろうと思ってることがあるなら。それは全部……一つ残らず、余計なお世話ってやつなわけ」

　もう一度、表情を他人向けのものに作り直す。

「わかるよね？」

　彼は目を伏ふせちゃってて、私の顔なんて見てないみたいだけどね。

「それじゃ」

　そのまま彼の反応を待つこともなく、踵を返す。

「御ご機き嫌げんよう……平地くん」

　最後にもう一度、決別の言葉を残して。




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




　結局、僕は一言も返すことが出来なかった。

　それはたぶん、好乃さんの言っていたことが図星だったから。

　確かに僕は、どこか思い上がっていたように思う。自分は、魔光少女を助けられる存在なんだと。彼女が、本当にそれを必要としているかどうかなんて考えもせずに。




　あれ以来、僕と好乃さんはただのクラスメイトの関係に戻もどっている。

「おはようございます、平地くん」

「あ……おはようございます、街田さん」

　普ふ通つうに挨あい拶さつは交かわす。

「今日は平地くんに英訳が当たる番ですけれど、ちゃんと宿題はやってきましたか？」

「あー……そういえばそうですね。ありがとうございます、ダッシュで片付けます」

「ふふ、普ふ段だんから宿題はきちんとやっておかなければいけませんよ？」

「はは……おっしゃる通りで」

　こんな風に、雑談だって交わす。

　だけど、それだけ。決して、好乃さんは前みたいな一面を見せたりはしない。まるで、それを見せてくれていた頃ころのことが夢だったんじゃないかと思える程だ。

　それに喪そう失しつ感を覚えてしまっている僕は……やっぱり、勘かん違ちがいしていたんだと思う。

　好乃さんにとって僕は、必要な人間なんだと。僕は必要とされているんだと。

　考えてみれば、僕が好乃さんに対して貢こう献けん出来た事なんて何一つとして無いのにね。彼女は僕が何もしなくたって正体がバレるような真ま似ねなんてしないし、彼氏が出来なくなる期間が生じようと構わないっていうのは彼女が最初から言っていた通り。本当に、僕が一方的に付き纏まとっていただけの間あいだ柄がらだ。

　だけど、好乃さんにも少しだけ変化があって。

　例えば今、目の前の光景。何か尋たずねようとしたのか、他た田だくんの肩かたに手をかけようとして……ふと何かを思い出したかのような表情となって、好乃さんは逆隣どなりの高たか遠とおさんに声をかけた。少なくとも、僕の言ったことの全てを拒絶しているわけではないみたいだ。

　というか、最近はちゃんと男子との距きよ離り感も適切に保たれているようで……もう十分に理解はしたから、僕は必要ないってことだったのかもしれない。確かに初期が酷ひど過ぎただけで、好乃さんの理解力ならもう僕の教えをマスターした可能性は十分にある。

　だとすれば、彼女に対する僕の役割は終わったってことなんだろう。

　ならば、僕はもう庄川さんのお助けキャラだけに徹てつすることにしよう。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真ま帆ほ




「魔光少女まほろば☆マホマホ、ただいま参じょ……」

「魔光少女フェアリィ☆ライト、参上！」

　私の口上に被さる形で、そんな名乗りが聞こえてきた。

「フェアリィ☆レイ！」

　ほとんど間を置かず、続いた声と共に私の後ろから光線が迸ほとばしる。

「ちょ、最近展開が早っ……!?」

　驚きよう愕がくの表情を浮うかべる世界征せい服ふく推進機構に向けて、光線は一直線に突き進み。

「ぐぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?」

『イィィィィィィィィィィィィィ!?』

　そして、一同を空の彼方かなたへと吹ふき飛ばした。

「ふぅっ」

　その光景を前に小さく息を吐はいて、ふと笑えみを消すライト。

　それは無表情でありながら、凄すごく色んな感情を宿しているように見えた。

　苛いら立だち……寂さびしさ……悲しみ……？　私じゃ、それを読み切ることは出来ないけど……少なくとも、それが楽しい方向の感情じゃないことだけは確かだと思う。

「みんな、応おう援えんありがとっ！」

　ただ、それは一いつ瞬しゆんのこと。すぐに笑顔に戻った彼女は、声せい援えんを送ってくれる皆に明るい声を返す。だけどそれも、何かを吹っ切りたがっているような態度に感じられた。

「それじゃ、まったね～！」

　その笑みをキープしたまま、ライトは飛び去っていく。

「……っと、じゃ、じゃあ、そういうことで！」

　一人ポツンと取り残された状況にハッと気付いた私も、慌あわててそれを追いかけた。




　　　◆　　　◆　　　◆




「あっ……」

「あら」

　変身を解除しての帰り道で、バッタリ街田さんと出くわす。

「御機嫌よう、庄川さん」

「あ、うん……」

　その笑顔はとっても綺き麗れいなもので、いつも通り。

　さっき垣かい間ま見みえた無表情が、まるで幻まぼろしだったみたいだ。

「今日もお疲つかれ様でした。それでは、失礼致いたしますね」

「あ、あのっ、街田さん！」

　だけどやっぱり気になって、私は立ち去ろうとする街田さんを呼び止めた。

「何か？」

　うっ……凄くお上品な笑顔なのに、なんか妙みようなプレッシャーを感じるような……。

「えと、その……な、何か悩なやみ事があったりする……？」

「と、言いますと？」

　おずおずと尋ねると、街田さんはほんの少しだけ片かた眉まゆを上げる。

「なんていうか、最近の街田さん……鬱うつ憤ぷんを晴らすみたいに戦ってる感じがしたから……何かあったのかと思って……」

　そう。今日くらい露ろ骨こつに表情に出たことはなかったけど、最近のライトの戦い方にはそんな印象があった。現れたかと思ったらすぐに大火力で相手を吹き飛ばしちゃって、私の出番なんて全然ないくらい。いや、それ自体は別にいいんだけど……。

「ふっ」

　少し笑みを歪ゆがませる街田さん。

　こっちを小こ馬ば鹿かにしてるように感じてしまうのは、私の被ひ害がい妄もう想そうなのかな……？

「私がどのような感情を伴ともなって戦っていようと、貴女あなたには関係ないでしょう？」

「それは……そう、なんだけど……同じ魔ま光こう少女として助け合えたらと思って……」

「助け合い？」

　今度こそハッキリと、街田さんは嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「私達は人々を助けるべき存在。それが、人から助けられてどうするのですか？」

「それは……」

　そう……なの、かなぁ……？

「本当に、甘いところなんてそっくりで……お似合い、なんでしょうね……」

「えっ……？」

　小声で紡つむがれた言葉自体は聞こえたけれど、その意味まではわからなかった。

　彼女の笑みが、ほんの少しだけ寂さみしげに変化した理由も。

「いいえ、なんでも」

　そのほんの少しの変化も、すぐに消え去った。

　今はもう、すっかりいつも通り穏おだやかに微笑ほほえむ街田さんに戻っている。

「話はそれだけですか？」

「えと……うん……」

　それ以上言葉を続けられず、私は小さく頷うなずいた。

「それでは、今度こそ失礼致しますね」

「うん……」

　どこか素っ気なく言って、街田さんは立ち去っていく。

　なんていうか……もしかして私、街田さんに嫌きらわれてる……？

　何か気に障さわるようなこと、しちゃったのかなぁ……？




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




　はー、ダサいなー。

　なに今の、完かん璧ぺきに八つ当たりじゃん。しかもそれを自覚しときながら、最後まであの態度。そんなもんか、街田好乃。完璧な自分を演じるのがアイデンティティでしょ？

　ていうか、いつまで引きずってんのって話よ。元々、理解者なんて微み塵じんも求めてなかったでしょ？　二度と、誰だれにも心を許さない覚かく悟ごを決めてたはずでしょ？

　少しだけ良い夢が見れた。だけど、そこは私の居場所じゃなかった。

　それだけの話、なんだからさ。




　　　◆　　　◆　　　◆




　空そら橋はし悠ゆう一いち




　どうにも最近、クラスの雰ふん囲い気きにピリピリしたものが混ざっているように感じる。

　原因はわかっていた。街田さんが、尖とがった空気を纏まとっているからだ。表面上は今まで通りの笑みを浮かべてるように見えるんだけど、皆みなどこか話しかけづらそうにしている。

　何があったのか……ってことにも、心当たりはあった。

「なぁ護常、街田さんと何かあったのか？」

　もう一つ、護常に対しても違い和わ感を抱いだいていたから。

　こっちは割と露骨で、チラチラと街田さんの方を窺うかがう姿が何度も見られた。

「あった……というか、なくなったというか……」

「……そうか」

　言葉を濁にごす護常の態度に、全すべてを察する。つまり、ついに街田さんに対してハッキリとした態度を取ったってことなんだろう。護常としても、辛つらい思いがあったに違ちがいない。

「お前は頑がん張ばったよ。これで良かったんだ」

　だから俺は、そっと護常の肩に手を置いてそう労ねぎらった。

「そう……ですよね。僕は、僕の役割を果たした……んだと、思います……」

　だけど、護常の表情は陰かげりを残したままだ。

　まぁそりゃ、俺の言葉一つで気分が晴れるってこともないよな。

　もちろん、街田さんに俺から掛かけられる言葉なんてあるはずもない。

　たぶんこれは、時間による解決を待つしかない案件なんだろう。

　ふぅ……自分じゃ何も出来ないってのは、何とももどかしい気分だな。




　　　◆　　　◆　　　◆




　里さと崎ざき翔しよう子こ




　うーん……何とも、もどかしい。

　最近、ソラ×ヒラの進展があんまり無い気がするんだよね。今のやり取りも、親密そうではあってもラブラブって感じではなかったし。なぜかちょっとしんみりしたような雰囲気で、それはそれで味わい深い光景ではあるんだけど……。

　チョーウンさんち訪問イベントもあんま効果なかったっぽい……というか、ソラハシ的にはなんか歓かん迎げいするような雰囲気すらあった。そろそろ、「ヒラチに女が近付けばソラハシも動どう揺ようするだろう」なんて安易な発想は止やめるべきなのかもしれない。

　考えてみれば、相手はあのソラハシだしね。最後に自分のところに戻もどってくることがわかってるんだから、何があっても関係ない……むしろちょっとしたスパイス、程度にしか捉とらえられてないのかも。くっ……二人の信しん頼らいと愛の強さを見くびってたってわけか………………まぁ、それはそれで捗はかどるところではあるんだけど。うへへへ……。




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




　僕らの日々は、穏やかに流れていた。好乃さんは外そと面づらを着こなして学校中の人気を集め、僕は庄川さんのフォローに追われ、街は二人の魔光少女に守られている。

　何事もない日常。本来、それは喜ぶべきことなんだろうけど……いや、もう考えるのはよそう。元々交わるはずのなかった僕らの関係だ。奇き跡せき的に繫つながってしまったけれど、あるべき姿に戻っただけ。好乃さんに言われた通り、これ以上僕の個人的な感情で彼女に何かしようとするのは全部余計なお節せつ介かいに過ぎないんだ。

　──ヴー、ヴー。

　あれから何度目になるかわからないそんな自問自答を終えたタイミングで、ポケットの中でスマホが震ふるえた。取り出して画面ロックを解除すると、スイッターからの通知が一件。世界征せい服ふく推進機構出現のお知らせだ。それからすぐに、『ライトが駆かけ付けた』っていう続報と共に彼女の写真がアップロードされた。

　ほら、こうやって彼女は一人で何も問題はない。

　……なのに。

　写真の中の表情がどこか辛そうに見えてしまうのは、僕の思い込みなんだろうか。




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




「そこまでだよ、世界征服推進機構！」

　さて、今日も私のストレス解消にお付き合いいただくとしましょうか。

「お、おぅ……なんかお前、最近笑顔が怖こわいんだけど……嫌いやなことでもあった……？」

　ポーズを決めた私に、ピンクジェネラルが微び妙みような表情でそんなことを言ってきた。

　うーん、この私ともあろう者が笑顔作りに失敗しちゃってる……？

　まぁ、地上の皆からはわかんないだろうしセーフでしょ。

「問答無用！」

「なんでお前らすぐ問答を無用だと判断しちゃうの!?　つか、こっちの気き遣づかい返せ！」

　はっ……悪の組織にまで気遣われるとは、こりゃ私も相当重じゆう症しようなのかもね。

　まぁでも、関係ない。

「フェアリィ……！」

　ステッキをピンクジェネラルに向けて突つき出し、そこに魔ま法ほうの力を込こめる。

「コイツ、マジで問答無用でやりやがる気だ!?」

　当たり前でしょ！

「レイ！」

　そんな気持ちを込めて、魔法を射出。

「くっ……なんのぉ！」

　だけどピンクジェネラルの前に鏡のようなものが出現したかと思うと、私の魔法はそれに弾はじかれ明後日あさつての方向に飛んでいってしまった。

「ふ、ふふ……こっちがいつまでもやられっぱなしだと思っちゃいけないよ？　対策の一つや二つも打ち出そうってもんさ」

　不敵に笑ってみせるピンクジェネラルだけど、「ぶっつけ本番でいけるか、めちゃ不安だったけど……」と小さく付け加える彼女の頰ほおにはツゥと汗あせが伝っていた。

「ハハッ」

　私も笑う。面おも白しろいじゃない……こっちとしても、いつも一方的にやっつけてばかりじゃつまらないと思ってたところなんだよね。

「げぇっ、なんか戦せん闘とう狂きようみたいな顔に……!?　変なスイッチ押しちまったか……!?」

　何を失礼な、こんな戦キュートな魔光少女を捕つかまえてさ。

　……まぁ、でも。

「いっくよぉ！」

　実際、可愛かわいいだけじゃないのがこの私だけどね！




　　　◆　　　◆　　　◆




「はぁ……はぁ……思ったより、やるね……」

「ぜぇ……ぜぇ……そっちゃ、思ったよか、しつけぇな……」

　戦いは、長期戦の様相を呈ていしていた。

　鏡に阻はばまれて、私の魔法は届かない。一方で向こうにも反はん撃げきする余よ裕ゆうまではないみたいで、結果的に私の攻こう撃げきをひたすら必死に避よけ続ける世界征服推進機構……という構図が延々と続いていた。場所も最初のところから移動して、街の中心から外れてきている。

「つーか、そろそろこの辺で手打ちにしねぇ……？」

　大きく肩かたで息をしながら、ピンクジェネラルがそんなことを言い出した。

「ハッ……」

　私は、それを鼻で笑う。

「命尽つき果てるまで戦い抜ぬく……それが、魔光少女とその敵ってもんでしょ……！」

「初耳中の初耳だし、今までの戦いそんな空気じゃなかったよな!?」

　ははっ、私もアドレナリン出まくりでちょっとテンションがおかしくなってきてるみたい。だけど、こうして思いっきり動けばモヤモヤも少しはスッキリしてくる。脳が酸素不足でモヤモヤする余裕が無くなってきてるだけかもしれないけど、それでもいい。

　だから……。

「きっちり、最後まで付き合ってよね！」

「最さい期ごまで!?　お断りなんですけど!?」

「問答無用！」

「お前もう問答無用って言いたいだけだろ!?」

　かなりの逃にげ腰ごしで、ピンクジェネラルは古いビルの中へと飛んでいく。

　って……そこは。

　私の変身場所で、彼に秘密がバレた時の……いや、余計な感傷はいらない。

「待ちなさい！」

　ピンクジェネラルを追いかけ、私は宙を飛ぶ速度を限界近くまで上じよう昇しようさせた。

「フェアリィ☆エクスプロージョン！」

　逃げる背に向けて、私が使える最大威い力りよくの魔法を放つ。

「くっ……！　保ってくれよ……！」

　身を翻ひるがえし、ピンクジェネラルは眼前に鏡を出現させる。今度はすぐに弾かれることもなく、魔法と鏡がせめぎ合うような拮きつ抗こう状態となった。

「ぬ……ぐぐ……！」

　顔を真っ赤にしたピンクジェネラルは、どうにかといった様子で鏡を支えている。

　限界は近そうだし、いけるか……？

「だらっ、しゃあ！」

　だけど彼女は、最後の力を振ふり絞しぼってという感じで鏡を押し上げた。それによって接せつ触しよく面に角度が生じたせいか、滑すべるようにして魔法がその軌き道どうを逸そらされてしまう。

「っしゃあ！」

「チッ……」

　ピンクジェネラルの歓かん喜きの声と、私の舌打ちの音が重なった。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、炸さく裂れつ音。天てん井じように魔法が着ちやく弾だんし、爆ばく発はつした音だ。

『げっ……!?』

　今度は異口同音、ピンクジェネラルと私の声が重なった。

　爆発によって天井が崩くずれて……て、いうかこれ……！

　ビルそのものが崩ほう壊かいしてきてる……!?

「ヤバッ……!?」

　慌あわてて外に向けて飛ひ翔しようする。ギリギリで間に合いそうなペース……だったのに。

　ふと、彼が隠かくれていた壁かべが目に入ってきて。それが崩れていく光景に、言いようのない寂さびしさが胸に満ちて……それは、こんな時なのに生じさせてしまった決定的な隙すきだった。

「づっ!?」

　落ちてきた瓦が礫れきが後頭部に直撃する。

「あっ……!?」

　そして、身体からだに生じる落下感と共に私の意識も闇やみの中へと落ちていった。




　　　◆　　　◆　　　◆




「う……？」

　目を覚ました私は、ゆっくりと瞼まぶたを開けた。

　なのに、視界は一いつ切さい変わらず真まっ暗くら闇やみのままだ。

「……？」

　どういうことかわからず、混乱する。

「……あー……しくじっちゃったってわけか」

　だけど一瞬遅れて気を失う直前のことを思い出し、納なつ得とくした。ビルの崩壊に巻き込まれて、瓦礫の間に出来た空間に閉じ込められた……ってところか。

　まぁ、押し潰つぶされて死なずに済んだのは幸いだけど……。

「ステッキ、近くに落ちてるといいけど……」

　感覚的に、変身が解除されているのはわかる。気を失うと同時に解けたんだろう。

「っと……スマホは無事か」

　ポケットからスマホを取り出し、画面が点ついたことにまずは安あん堵どする。

「さて……」

　スマホの明かりを頼たよりに、周囲の様子を窺うかがう。

　といっても二畳じようくらいの狭せまい空間みたいで、すぐに確かく認にんも終わった。

　どうやらステッキと離はなれ離ばなれになってしまったらしいことを理解する。

　うーん……変身出来れば、脱だつ出しゆつなんて一発だったのになぁ……。

「……良かった、ギリギリだけど電波も立ってる」

　電波状じよう況きようを確認し、今度も安堵。だけど……どこに連れん絡らくすればいいんだろう？　魔光少女が戦ってたビルの崩壊に巻き込まれた女の子……とか、怪あやしさ満点すぎだ。

　私の正体を知ってる人に連絡出来れば話は早いんだけど、そんな都合のいい存在……まぁ、一人だけいるんだけど。ショコラは携けい帯たいなんて持ってないし、庄川さんの連絡先は知らない。だから、該がい当とうするのは一人だけ。

　連絡先一覧から『ツネちゃん』で登録してある項こう目もくをタップして……。

「って、彼に連絡してどうすんのさ」

　苦笑と共に、アプリを閉じた。彼は何の力も持たない一いつ般ぱん人だ。こんな状況をどうにかする力なんて持っているはずがない。それに、彼は魔光少女である私が守るべき存在で……そもそも、どの面つら下げて「助けて」なんて言うつもりなのか。

　彼の助力を一方的に、至し極ごく個人的な感情で断ったのは他ならない私だっていうのにさ。

　やっぱりここは、素す直なおに公的機関を頼ることにしよう。「たまたま廃はいビルを探検してたら巻き込まれました」って体ていにしとけば、ギリギリ言い訳として通じるでしょう。

　えーと……だけどこういう時って、一一〇？　一一九？　どっちだっけ……？

「……って、ちょ……!?　噓うそでしょ……!?」

　スマホの画面、『バッテリー残量が不足しています』って……!?

「せめて電話するまで待って!?」

　叫さけんでみたところで、意味があるわけもなく……無情にもスマホの明かりは消えていき、辺りは再び真っ暗闇に閉とざされた。

「マジ……か……」

　何も見えない空間に、私の呆ぼう然ぜんとした声だけが反はん響きようする。

「……あっはー。これ、自力でどうにか脱出しないといけない流れー？」

　茶化した調子の独り言は、だけど全く気分を向上させるのに役立たない。

「やるしかない、か……」

　心細さに身体からだが震ふるえる。それを抑おさえる気も起きず、震えたままの手を伸のばした。瓦礫の壁に手を這はわせて、どうにか指を掛かけられそうな部分を探さぐり当てる。

「ふっ……！」

　そこを起点にして、思いっきり瓦礫を引っ張ってみた。

「痛っ……!?」

　瓦礫の一部は崩れたけれど、自分の指にも鋭するどい痛みが走った。

　指先にヌルリとした感覚が生じる。たぶん血が出たんだろう。

「……このくらい、なんだってのさ」

　痛みごと拳こぶしを握にぎって、自分を鼓こ舞ぶするために声を出す。

　あぁ、そうだ。あの頃ころの痛みに比べれば、この程度の肉体的な痛みなんて何でもない。

　マズい事態にはなっちゃったけど……変身場所として何度も足を運んだビルだったのは不幸中の幸いだった。間取りは完かん璧ぺきに頭の中に入っている。崩壊しちゃってても、入り口への方向くらいはわかるはずだ。

「よっ！　ほっ！　せいやーっ！」

　極力明るい掛け声と共に、瓦礫をどけていく。簡単な作業じゃないけど、不可能って程ほどでもない。しっかりと身体を鍛きたえてきた過去の自分に感謝だ。

「オッケー、とりあえず道は出来た……っと」

　幸い、ビルの全すべてが崩れたわけでもないらしい。自分が通れるだけの穴を開けてそこを抜けると、少し開けた空間に出た。どこからか入り込んでくる光で、多少は周囲の様子も確認出来る。元の半分以下の幅はばにはなってるけど、廊ろう下かだった部分みたいだ。

　頭の中の地図に沿って、入り口の方へと歩いていく。時折瓦礫を乗り越こえないといけない場所もあったけど、障害はその程度だ。

「ここを超こえれば、入り口にたどり着けるはず……！」

　今度の声は、意識しなくても明るい響ひびきを伴ともなった。目の前にあるのは、高く積み重なった瓦礫だ。だけど、上の方には通れそうな空間がある。

「いける……よね？」

　軽く瓦礫の壁を押したり引いたりしてみて、上るのに支障なさそうなことを確認。

「よいしょ、っと……」

　慎しん重ちように、瓦礫を上っていく。程なくして、頂上にまで到とう達たつした。

「よっしゃ！」

　向こう側の床ゆかを見て、危険が無さそうなことを確認して飛び降りる。

　ようやく脱出出来ると、少しテンションが上がっていた。

「え……？」

　……なのに。

「噓……でしょ……？」

　そこに、入り口は見当たらなかった。ただ、堆うずたかく瓦礫が積み重なっているだけ。

　場所は間ま違ちがってないと思う。つまり……入り口は、完璧に埋うまってしまっていた。

　記き憶おくの中の図面と照らし合わせると、この瓦礫は数メートル分は続いているだろう。

　とてもじゃないけど、手でどかせるような量じゃない。

　──ガシャァァァァァァァァァァァァァァァァァン！

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの中、背後からそんな轟ごう音おんが聞こえたかと思えばまたも視界が真っ暗闇に閉ざされた。ノロノロと振り返るも、何も見えない。だけど、何が起こったのかは概おおむね察しがついた。ビルが更さらに崩れて、今通ってきた道まで閉ざされたんだろう。

　それは、私の心を折るのに十二分な光景だった。




　　　◆　　　◆　　　◆




「はぁ……」

　閉じ込められてから、どれくらいの時間が経たったんだろう。確認する術すべもなく、暗闇の中じゃ時間感覚なんてすぐに消えてなくなった。流石さすがに一日は経ってないと思うけど、数時間は経ったような気がする。でも、実際にはまだ一時間も経ってないのかもしれない。

「はぁ……」

　さっき新たに出来た壁に背を預けて、私はずっと溜ため息を吐つき続けていた。

　正直、状況は絶望的だ。そりゃ溜め息も出ようってもんだろう。『死』って文字で頭の中が埋め尽つくされている。ここまでそれを強く意識したのは、生まれて初めてのことだ。

　怖こわい。肌はだはむしろ蒸むし暑さを感じているはずなのに、ガタガタと身体が震える。

「はぁ……」

　なんでこんなことになっちゃったんだろう。

　どこで間違ったんだろう。

　魔ま光こう少女になったこと……それそのものは、間違いじゃなかったと思いたい。ストレス解消が私の主な動機ではあったけど、それでも誰だれかを救えてきたのは事実だと思うから。

　だったら……と、考えると。

　結局のところ、彼とのことがマズかったんだろうってところに結論は落ち着く。

　それがなければ、今でも庄川さんと協力しようって気になれていただろう。

　苛いら立だちに任せて一人で突つっ込こむこともなかったろう。

　だけど……それでも。

　彼と出会わなければ良かった、とは少しも思えなくて。

　事ここに至って尚なおそんな風に考えている己おのれを自覚すると、流石に認めざるをえない。

　私は、彼のことが好き。

　私のことを理解してくれた彼のことが好き。

　私の全部を受け入れてくれる彼のことが好き。

　優やさしい彼のことが、私のために一いつ生しよう懸けん命めいになってくれる彼のことが。

　私と真しん摯しに向き合ってくれる彼のことが……好き。

　どうしようもなく、好きだった。

　ははっ、こんなことになるんだったらもっと早くから素直に認めとけば良かったな。

　それで、告白してれば……ま、どうせフラれちゃうんだけどさ。

　それでも……ちゃんと伝えてれば。

　たぶん今この瞬しゆん間かんに、ここまでの後こう悔かいに駆かられることもなかっただろうから。

「………………ぁ………………」

　あぁ、幻げん聴ちようまで聞こえてきた。

　こんなところに、誰もいるはずがないのに。

「…………ぁぁぁぁぁん………………」

　こんなところに、彼がいるはずがないのに。

「…………好乃さぁぁぁぁぁぁぁぁぁん………………！」

　こんなところで、彼の声が聞けるはずがないのに。

　あぁ、でも、そうだな。

　たとえ、幻聴が相手でも……最後くらいは、素直になってみようか。

　そんな風に考えて、私は埃ほこりっぽく淀よどんだ空気を肺一いつ杯ぱいに吸い込んだ。

「ツネちゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

　こんな風に、もっと早くに叫べていれば。

「助けてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　こんな風に、素直に伝えられていれば。

　何か、変わっていたこともあったのかな？

　なんて、無意味な仮定に苦く笑しようを浮うかべた私だけれど。




「承知しました」




　すぐ後ろから、そんな声が聞こえて。

「え……？」

　口から、呆ほうけた調子の音が漏もれた。

「好乃、さん……そこに、いらっしゃるんですね……？　少し、壁かべから、離はなれていてください……すぐに、参りますので……」

「あ、うん……」

　頭の中が整理出来ないまま、声に従ってヨロヨロと壁から離れる。

「ふっ！　はっ！　ぐっ……こ、のぉ！」

　最初は、そんなくぐもった声だけが辺りに響いていたんだけど。

「ぬぐぐぐぐ……！」

　次し第だいに、そこにガラガラという音が混ざり始めた。

「ふんっ！」

　くぐもっていた声が、クリアになる。

　同時に生じる、頰ほおを風が撫なでる感覚。

　空気が停てい滞たいしていたこの空間に、穴が空いた。

「どっ、せぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇい！」

　それが、一気に大きくなった気配があって。

「ふぅ……」

　次いで、そんな声と共に視界に光が生じる。

　凄すごく久々に見た気がするそれに、眩まぶしくて目を細めつつも深く安あん堵どする。

「良かった……ご無事なようですね……」

　徐じよ々じよに光に慣れてきた視界が、彼の姿を捉とらえた。

　ついさっきまでずっと頭の中で思い描えがいていた人の、笑え顔がおを。

「お助けキャラの……参上です……」

　大きく肩かたで息をしていて。

「なんてね……」

　どこを通ってきたのか、全身埃まみれで服も所々が破れている。

　スマホを握る手にも、私よりずっと多くの傷が刻まれていた。

「どうして……？」

　またも自分の口から、勝手にそんな言葉が漏れた。

「どうして、ここに……？」

　それは、色んな意味を含ふくんだ問いだった。

「なんとなく心配で、ピンジェネさんとの戦いを追いかけてたんですが……ビルが崩ほう壊かいしちゃうじゃないですか……んで、いくら待ってみても好乃さんが現れないんで……探しに来たんです……向こうの穴は塞ふさがってなくてよかったですよ……」

　そういえば、彼は正面以外の入り口を知ってるんだっけ……って、そうじゃなくて。

「どうして、そんな……危ないこと、しちゃうの……？」

　私が、守ってあげるべき存在なのに。

　今も、全然息が整ってないくせに。

「ははっ……言ったじゃないですか……貴女あなたのためなら、命くらい懸かけられると……」

　そんなの、キミだってあの時は勢いで言っただけのくせに。

「なんて……すみません……これも、貴女にとっては余計なことだったのかもしれません……貴女は、今も僕の助けなど必要としていないのかもしれません……」

　そんなこと、あるはずないのに。

「それから……もしも、庄川さんと好乃さん……どちらかだけを選ばなければいけなくなった時……本当の本当に、どちらかしか助けられない時……僕が、どんな答えを出すのか……正直なところ、今の僕ではわかりません」

　そんなの、キミを困らせるために言っただけなのに。

　なのに。

「それでも……」

　どうして、そんなに一生懸命になってくれるの？

「貴女が困っている可能性が、少しでもあるのなら」

　どうして、私のために動いてくれるの？

「僕は、貴女を助けに向かいたい」

　どうして、一番来て欲しい時に来てくれるの？

「僕にとっては、貴女も紛まぎれもなく『大切な人』だから」

　どうして、一番欲しい言葉をくれるの？

「……ははっ」

　思わず、笑みが溢あふれた。

「その言い方はズルいなぁ」

　堂々の二ふた股また宣言？

　……なんてね。そういう意味じゃないことはわかってる。

　でも、だからこそ……ズルい。

　そんなこと言われちゃうと、彼から目が離せなくなってしまう。

　彼から、心が離れなくなってしまう。

「すみません、でも……」

「それ以上は、言わなくてもいいよ」

　彼の唇くちびるに、そっと人差し指を押し当てる。

「キミの気持ちは、十分に伝わったから」

　彼が私に向ける気持ちは、男女のそれじゃないんだろうけど。

「ありがとう、助けに来てくれて」

　それでも、彼が私のことを真しん剣けんに想おもってくれていることはわかったから。

「ありがとう、私のことを大切に思ってくれて」

　それだけで、胸が一杯になったから。

「とっても、嬉うれしいよ……本当に、心から」

　その気持ちをそのまま言葉に乗せて、心のまま素す直なおに微笑ほほえむ。

　すると、彼……ツネちゃんは、どこか呆けたような表情となった。

「？　どうかした？」

　その反応がよくわからなくて、私は小さく首を傾かたむける。

「あ、いえ……」

　ハッとした様子で、ツネちゃんは首を横に振ふった。

「ここにいたのが、僕だけで良かったと思いまして」

　それから、やっぱりよくわからないことを言う。

「今のは、即そく死し級ですよ。僕じゃなければ、完全に恋こいに落ちてましたね」

「……あははっ」

　こんな時なのにいつもと全く同じようなことを言う彼のことがおかしくて、ついつい笑ってしまった。同時に、胸に寂せき寥りよう感も生じる。だって彼が紡つむいだのは、一番恋に落ちて欲しい人が落ちてくれないって意味の言葉なんだから。

「やー、でも参ったよねー」

　それを誤ご魔ま化かすために、努めて明るい声で話題を変える。

「魔ま光こう少女たる私が誰かに助けられるなんてさ。これじゃ、魔光少女失格だよね」

　これはこれで、本心からの言葉でもあった。ツネちゃんが助けに来てくれたのは、本当に嬉しかったけど……魔光少女のために彼が危険を冒おかしてしまうなんて、本ほん末まつ転てん倒とうだ。

「そんな風に考える必要はないと、僕は思うんですよ」

　だけど、ツネちゃんはハッキリとした口調で私の言葉を否定した。

「僕に出来ることなんて、限りがあります」

　言いながら、ツネちゃんはポケットからホイッスルのようなものを取り出す。

　ような……というか実際ホイッスルらしく、彼がそれを吹ふくと甲かん高だかい音が鳴った。

　それから、ツネちゃんは頭上へと視線を向ける。

「それに比べて魔光少女は、僕なんかよりずっと多くの人を助けられる存在です」

　つられて、私も見上げた。

「だけど、魔光少女が誰だれかの助けを必要としちゃいけないなんてことはなくて」

　視界に映るのは、瓦が礫れきが積み重なってる光景くらい。

「誰かが誰かを助けなきゃいけない、なんてことはきっとなくて」

　……だと、思ったんだけど。

「そんな、一方的なものじゃなくて」

　ピシリとそこに罅ひびが入って、私は顔を強こわ張ばらせる。

　ヤバッ、ここも崩壊する……!?

「助けられる人が助ければいいんじゃないでしょうか」

　だけどツネちゃんは、慌あわてた様子もなく穏おだやかな表情でそれを見上げるだけ。

「お互たがいに」

　ピシリ……ピシリ……罅は徐々に大きくなっていって。

「えーい！」

　そんな声と共に、スマホの明かりとは比べ物にならないくらいの光が差し込む。

　太陽の光だった。

　一気に吹き飛んだ瓦礫の向こうから、彼女が現れる。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　逆光に照らされたその姿は、さながら絵画に描かれた天使のよう。

「わわっ!?　大変！　二人共、怪け我がしてる!?」

　魔光少女まほろば☆マホマホ……庄川真帆さん。

「今すぐ引き上げるからね！」

　心から私たちを心配する表情を浮かべた彼女は、私なんかよりずっと魔光少女で。

　嗚あ呼あ、こんな風になりたいなって素直に思ったから。

「こんな感じで、助け合えばいいんじゃないかと……僕は、そう思います」

　そんな言葉と共に、微笑みかけてくるツネちゃんに。

「そうだね」

　私も、微笑んでそう返した。










　　　第８章　宣戦布告、特別な貴方あなた




　街まち田だ好よし乃の




「それじゃ二人共、気をつけて帰ってね～！」

「ありがとうございました～！　マホマホ～！」

　空の彼方かなたへと飛び去っていくマホマホへと、ツネちゃんが大きく手を振る。

「いやぁ、本当にマホマホが来てくれて良かったです」

　それから、こちらへと顔を向けて嬉しそうに話し出した。

「途と中ちゆうで来た道も崩くずれちゃって、結果的に僕だけじゃ脱だつ出しゆつが難しかったですからね」

　そんな危険を乗り越こえてまで、私のことを探してくれたんだ……。

　今になってようやく頭もまともに働き始めてきて、状じよう況きようも理解出来た。魔光少女といっても万ばん能のうじゃなくて、例えば瓦礫の下にいる人を魔法で探したりは出来ない。だから、私と同じく元の間取りを知っているツネちゃんが探す役を買って出てくれたんだろう。魔光少女の聴ちよう力りよくなら、瓦礫越しでもホイッスルの音も届くし。ただ……。

「彼女は、キミだけが中に行くことを止めなかったの？」

　その点は、少し疑問だった。

「まぁ、止められましたけどね……とはいえ、マホマホまで二次被ひ害がいに遭あったらマジでシャレになりませんし。最終的には、わかっていただけました」

「そうなんだ……」

　それは……彼女も心配だったろうね。でも、彼のことを信じたんだろう。私に同じことが出来るかと言えば……同じだけの信しん頼らいを彼に向けられるかと言えば、ちょっと自信がない。やっぱり、ツネちゃんのことを一番理解してるのは庄しよう川かわさんなんだろう。

「ねぇ、ツネちゃん」

　それでも……私にも、私の想おもいがあるのは確かだから。

「私ね……キミに、聞いて欲しいことがあるんだ」

　それを、伝えることにする。

「はい、なんでしょう？」

「……あのね」

　小さく首を傾けるツネちゃんを前に、深呼吸一つ。

　その間に、私は覚かく悟ごを決めた。
















　さっき、閉じ込められていた時に感じた後こう悔かい。

　もう二度と、あんなものを抱いだくことのないように。




「私、キミのことが好きなの」




　潔いさぎよく、フられるとしますか！

「え……？」

　私の言葉を受けたツネちゃんは、パチクリと目を瞬またたかせる。

　そんなことを言われるとは思ってもみなかった、って顔だ。

　彼は、その驚おどろきの表情を……ゆっくりと、微笑みに変えていく。

「僕も好きですよ、好乃さんのこと」

　……あれ？

「いやー、良かったです。こないだ急にお別れを告げられて、てっきりもう嫌きらわれちゃったのかと思ってましたので。今日も、勝手な行動取っちゃいましたし」

　あー……これは、あれか。真意が伝わってないパターンか。

　完全に、ライクの意味で取られてるよね。

「そうじゃなくてさ」

　私は、ほんの少し苦笑い。

「男の人として好き、って意味………………だったら、どうする？」

　ぐっ……この期ごに及およんで、何を日ひ和よってるんだ私は……！

「そのありえない仮定に、何の意味があるんですか……？」

　眉まゆを顰ひそめるツネちゃんが、本心からそう言っているのは間ま違ちがいなさそうだ。

　ははっ……ありえない仮定、か。

「そうだね……キミには、可愛かわいい彼女さんがいるもんね。こんな仮定、意味ないよね」

　不自然に見えないよう、意識して冗じよう談だんめかした笑えみを形作る。今こそ培つちかった演技力を活いかす時だよ、街田好乃。絶対、泣きそうになってる内心なんて悟さとられないようにね。

「お、おぅ……」

　私がグッとお腹なかに力を入れる中、ツネちゃんはなぜか半笑いの表情になった。

「好乃さん、自分に向く好意だけでなく恋れん愛あい全ぜん般ぱんに対して鈍にぶいんですか……？」

　………………んんっ？

「いやまぁ、鋭するどくはないと思うけど……」

　単純に、興味がなかったからね。誰と誰が付き合ってようと、私に関係ないところでお好きにどうぞって感じだ。けど……どうして今、そんなことを……？

「この僕に、彼女がいるわけないじゃないですか」

　笑みの種類を、少し苦く笑しよう気味に変化させるツネちゃん。

　って、んんんっ……!?

「えっ、ちょっと待って……いるよね？　彼女」

「どこ情報です、それ……？　ていうか、ソース如何いかんに関係なくそんなの信じないでくださいよ。僕に彼女が出来るかどうかなんて、ちょっと考えればわかるでしょう？」

　えーと……この際、ツネちゃんの自己評価の低さについては置いとくとして……。

「じゃあ、こないだ庄川さんの家に行ってご両親にご挨あい拶さつしたっていうのは……？」

「何がどう『じゃあ』で繫つながったんですか……？　というか、よく知ってますね……」

　あ、これマジで何のことかわかってないって顔だ。

「あれは、庄川さんにもご協力いただきまして……その……」

　ツネちゃんは、ちょっと言いにくそうに言い淀よどむ。

「すみません！」

「へ……？」

　かと思えばいきなり謝られて、私は困こん惑わくするばかりだ。

「庄川さんから、『男子を誘ゆう惑わくしない所作』を学び取ろうとしたんですが……」

　って……もしかして庄川さんの家に行ったのって、私のため……？

「ですが、シャワー上がりの庄川さんにドギマギしてしまったりなぜかご両親にご挨拶する流れになったりでそれどころじゃなくなってしまったのです……」

　いや、やっぱりこれ惚のろ気けられてるだけなんじゃない!?

　えーい、わからん！　ハッキリ聞こう！

「えっと……じゃあ、ツネちゃんは庄川さんのことどう思ってるの？」

「……あの、好乃さん。まさかとは思いますが、『じゃあ』の意味をご理解されてなかったりしますか……？　前述の事こと柄がらを受けて、それをふまえて次の事柄を導くときに用いる接続詞なんですよ……？　認にん識しき間ま違ちがってません……？」

　滅め茶ちや苦く茶ちや正確に認識してるわ！

　なんて、反論するのも面めん倒どうで。

「いいから、答えて。庄川さんのこと、どう思ってるの？」

　私は、質問を重ねた。

「どう、と言われましても……そう大したことは言えませんよ？」

　今度はツネちゃんが困惑顔になる。

「とりあえず、人として尊敬してますね」

　なるほど、『尊敬』……ね……。

「それから見た目は可か憐れんでありながらも、その生き方は雄お々おしさすらも感じる格好良さで。敵を睨にらみつけるあの眼まな差ざしの凜り々りしさなんて、ゾクゾクしますよね。応おう援えんする皆みんなに振ふりまいてくれる笑顔と、敵対する者への厳しい顔のギャップも素敵だと思います。誰だれかのためにと頑がん張ばれるその高潔さ、色々なものを犠ぎ牲せいにしているにもかかわらずそんなことまるで思わせない振る舞まい、僕自身にはとても真ま似ね出来ないそれらに憧あこがれます」

　いや滅茶苦茶語るな!?　どこが「大したことは言えない」なの!?

「あと、いざという時の思い切りの良さも……」

　まだ言うの!?

「ごめん、もういいわ……」

　私の想おもいが伝わっていないとはいえ、自分に惚ほれてる女に対して別の女の子の魅み力りよくについて熱弁するとか……天然ドＳか……。

「もういいんですか？」

「うん、十分にわかったから……キミが、庄川さんのことをどう思ってるのか……」

　たぶん自己評価の低さゆえに、彼は自分の片想いだと思ってるみたいだけど……庄川さんも彼のことを想ってるのは確実で。ツネちゃんの話を聞く限りまだ付き合ってはないみたいだけど、そうなるのも時間の問題ってところだろう。

「わかられてしまいましたか……えぇ、実はそうなんです。あ、でも、ここだけの話にしておいてくださいよ？　好乃さんだから話すんですからね？」

　少し照れ気味に笑うツネちゃん。

「僕は、庄川さんのことを……」

　なんか妙みように遠回りになっちゃったけど……これでようやく、キッチリとフられることが出来そうだ。彼の庄川さんへの想いをちゃんと聞いて、そしたら潔く身を引こう。ま、秘ひめた想いを打ち明けてくれるくらいの信頼を寄せてくれてるってだけでも満足……。

「娘むすめ、のように思ってるんです」

「どういうこと!?」

　ちょっともう、フるならさっさとフってくれる!?

　さっきから何なの、このフェイントの連続！

「どういうこと……とは？」

　そして、なんで心から不思議そうな顔なの!?

「噓うそでしょ!?　キミ、まさか今ので万人に伝わると思ってる!?」

「伝わらないんですか……？」

「えぇ、微み塵じんもね！」

　むしろ、なぜ伝わると思ったのか！

「えと……では、僭せん越えつながら説明させていただきますと」

　コホン、とツネちゃんは一つ咳せき払ばらい。

　なんか……これ……何やってんだろうな、私たち……。

「最初は僕も戸と惑まどったのですよ。己おのれの中に生まれたこの気持ちが何なのか。僕こそが、彼女を一番に助けられる存在でいたい。僕こそが、彼女を一番の笑顔に出来る存在でありたい。そんな風に思う感情に、何と名付ければ良いのか」

「それは普ふ通つうに恋こいなのでは？」

　あ、思わず素すで感想言っちゃった。

　いやでも……恋でしょ、それはどう考えても。

「ははっ、何をおっしゃるやら」

　そっちが何をおっしゃるやらだよ。

「相手に彼氏が出来たらと想像してモヤモヤと嫌いやな気持ちになるのが恋ですか？」

　恋だよ。

「いつか手の届かぬ場所に行ってしまうことを思い胸が締しめ付けられるのが恋ですか？」

　恋だよ！

「いつまでも一いつ緒しよにいたいと思い……それでも相手の幸せを一番に願った結果が離り別べつだとすれば、それを選せん択たくすることを良しとするのが恋だとでも？」

　こ！　い！　だ！　よ！

　全部、滅め茶ちや苦く茶ちや恋の症しよう状じように当てはまるよ！　医学界満まん場じよう一いつ致ちで恋の病やまいを患わずらってるよ！

「というかそもそもの話ですが、ミジンコは人に恋したりはしません。ゆえに、僕が庄川さんに恋心を抱くなどありえないのです」

　いや、ミジンコは人間を娘と見たりもしないと思うけど……。

　なんか、彼の中では論理的に成立しちゃってるらしい。

　でも、これは……。

「そっか」

　二人の気持ちは、強固なものなんだと思っていた。

　私にチャンスはないと思っていた。

　でも……そうじゃないのなら。

　彼が、自分のその気持ちをまだハッキリと自覚していないのなら。

　庄川さんが、彼のことをしっかり摑つかまえているわけじゃないのなら。

「じゃあ、私にもワンチャンあるってことだね？」

　そういうことだよね？

「え、娘枠にですか……？　流石さすがに、好乃さんの年ねん齢れいで娘っていうのはちょっと……」

「無茶苦茶庄川さんと同い年だけど!?」

「あ、そういえばそうでしたね」

　冗談なのかマジなのか、若じやつ干かん判断に迷うツネちゃんの言葉。

　だけど確かなのは、私は庄川さんと同じには見み做なされてないってこと。

　それは……たぶん、良い意味でも悪い意味でも。

　私は彼にとって、庄川さん程ほどに特別な存在じゃないんだと思う。

　でも、彼は庄川さんを特別視する余り自分の恋心を誤ご認にんしている。

　そこに付け入るのは、卑ひ怯きようなことなのかもしれない。

　それでも……そこに、チャンスがあるのなら。

「ねぇ、ツネちゃん……実はね。私、好きな人が出来たの」

　まだ対等な立場だっていうのなら、私はリングに上がるよ。

　今になって、改めて思う。キッチリとフられて、そしたら諦あきらめようって考えてたけど……仮にそうなっていたとして、私は本当に諦められていたんだろうか？

　答えは、たぶんノー。この想い……到とう底てい、すぐに消し去れるようなものじゃない。

　だとすれば……この状じよう況きよう、私にとっては決して悪いものじゃないと思う。

「そうなんですか？」

　嬉うれしそうな彼の表情には、複雑な気持ちを抱いだいちゃうけどね。私のことを思ってくれているのがわかって……でも、自分がその対象だとは全く想定もしていないって顔。

「なら、僕も頑張った甲か斐いがあったというものです。ペナルティ、発生してないんですよね？　今日でちょうど二週間ですけど」

　あぁ、そういえばそうだったっけ。そっか……キミのおかげで、私はキミにアプローチ出来るんだ。私が恋に落ちることなんて、ありえないと思ってたけど……確かにキミの言う通り、人の心は移ろうものだったね。

「うん、ありがとうね」

　感謝の気持ちを込こめて、微笑ほほえむ。

「いいですね、その笑え顔がおですよ。今までなら全力で止めていたところですが……これからは、むしろその想い人さん相手には積極的にそんな表情を見せていきましょう。そしたら、恋に落ちちゃわない人なんていませんよ」

　仮に彼の言う通り、私が男子を魅み了りようするような存在だとして……でも、本当に好きになって欲しい人が好きになってくれないんだったら意味ないんだけどなぁ……。

「ところがどっこい、いるみたいなんだなそれが。それどころか、私の想いになんて全然気付いてなくてさ。空回りしてるこっちがバカみたいな気分になっちゃうの」

　自分の笑みが少しだけ苦味を帯びたことを自覚する。

「マジですか……そんな鈍どん感かん男が存在するんですか……？」

　うん、今まさに私の目の前にね。

「では、ハッキリ告白してみては？」

　私的には、それすらもやったつもりなんだけどねぇ……。

　次は、もっと言葉を選んで誤解しようのない告白をしようと思う……だけど。

「うん……でもそれは、ちゃんと勝算が出来てからにしようと思って」

　今はまだ恋れん愛あい対象として見做されてないって点では、私と彼女は対等だ。とはいえ、かなりリードされてるのが現実だけど……もう、焦あせって玉ぎよく砕さいするつもりはないから。

「だからさ、ツネちゃん」

　彼の傍そばにいるために……少しだけ、噓もつかせてもらう。

「これからも、私の相談に乗って……私を、助けてくれない？」

　言葉そのものは、本心からのものだけどね。

「それは構いませんが……相談って、恋愛関係についてってことですか？　だとすれば、それはナメクジに製塩方法について相談するようなものだと思いますが……」

「いーのいーの！　私にはツネちゃんしかいないんだから！」

「あぁ……まぁ確かに、外そと面づらモードの好乃さんじゃ相談しづらそうですもんね……そういう意味じゃ、消去法で僕しか残らないわけですか……」

　私の本心があまりに伝わらなくて、ちょっと笑っちゃう。

　ま、伝わらないなら伝わるまで攻せめ続けるだけだよね。

　でも……コソコソやるっていうのは、やっぱり彼女に悪いから。

「私、ちょっと用事思い出したから。今日はここでお別れね。それじゃ、また明日」

「え？　あ、はい……気をつけてお帰りください」

　宣戦布告、しちゃおっかな。




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真ま帆ほ




　平ひら地ちくんと街田さんを無事救出して、変身解除した後の帰り道。

「やっほー、庄川さん」

　電柱に背を預けた体勢でこっちに手を振ふる、街田さんの姿が目に入ってきた。

「街田さん？　こんなとこにいないで、病院に行った方が……破傷風とかあるし……」

　その指にまだ剝むき出しの傷があるのを見て、思わず心配の声を上げてしまう。

「ん……ありがとね。この後、ちゃんと病院行くからさ」

「う、うん……」

　ちょっとお節せつ介かいが過ぎたかな……？

「でも、今日のうちに言っておきたいことがあって……まず」

　と、街田さんは一歩踏ふみ出してきて私と正対する。

「ここ最近は嫌な態度取っちゃって、ごめんなさい！」

　そして、深々と頭を下げた。

「え？　あの……」

　そんなことをされるだなんて思ってもなくて、私は焦ってワタワタしてしまう。

「そんな、全然、気にしてないっていうか……あ、でも、そう言ってくれるってことは悩なやみが解消したんだよね？　だとしたら、良かったよ」

　言葉の途と中ちゆうでそのことに気付いて、私は安あん堵どの笑みを浮うかべた。

「良かった、か……」

　上がってきた街田さんの表情は……ちょっと、苦く笑しよう気味？

「ホント、庄川さんって魔ま光こう少女らしい魔光少女だよね」

「や、そんな……」

　私なんかより、街田さんの方がよっぽど完かん璧ぺきな魔光少女だと思うけど……。

「ツネちゃんが惹ひかれるのもわかるよ」

　ツネチャン……？

　というかさっきから街田さん、なんかいつもとキャラが違ちがうような……。

「あ、ちなみに今後庄川さんの前では素のキャラで接するつもりなんで、よろしく」

「そ、そうなんだ……」

　心を読まれたみたいなタイミングで言われて、ちょっとドキッとしてしまった。

　素のキャラって……普ふ段だんの街田さんは、素じゃないってことなのかな……？

「一応、私なりに心を開いた証あかしだって思っておいて」

　何にしても、どうして急に……？

「んで……本題はここからで」

　ふと、街田さんの纏まとう雰ふん囲い気きが変わったような気がした。

　それはまるで……魔光少女として戦ってる時みたいな、凜りんとしたもの。

「確認、なんだけどさ。庄川さんは、彼……平地護もり常つねくんのこと、好きなんだよね？」

「え……？　う、うん……」

「それは、男性として……つまり、彼に恋こいしてるってことでいい？」

「まぁ、そりゃ……えっと、うん」

　改めて言われると照れるけど……というか、わざわざ何を聞いてきてるんだろ……？

　この場合、好きって言ったらそういう意味しかないと思うんだけど……。

「ごめんね。実はついさっき、アクロバティックな認識違いに出くわしたもんだから」

　ちょっと苦笑気味になる街田さん。

「でも、そっか。こっちはストレートに自分の気持ち認識してるんだったら、話は早い」

　一つ頷うなずいて、真まっ直すぐ私の目を見つめてくる。

「実はね。私も、好きなの。彼のこと」

　………………。

　……えっ、今なんて？

「だから、私たち……ライバルだね」
















　ニッと笑いながら、私の肩かたに手を置いて。

「貴女あなたがハッキリと気持ちを伝えられないなら……その間に、私が奪うばっちゃうから」

　イタズラっぽく笑った街田さんは、そのまま私とすれ違う形で立ち去っていく。

「……えっ？　ちょ、え……？」

　残された私の頭は大混乱。

　えと……ライバルって……魔光少女として……って、ことではない……よね……？

　好きって……えっ……？

　彼って……この場合……。

　平地くんのこと……だよ、ね……？

　………………。

　えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?

　ど、ど、ど、堂々の略りやく奪だつ愛あい宣言!?




　　　◆　　　◆　　　◆




　街田好乃




　庄川さんへのライバル宣言から一夜明けて。

　疲つかれもあってかグッスリ眠ねむれた私は、朝から快調だった。ちょっと寝ね坊ぼう気味で始業ギリギリになっちゃったのは、完かん璧ぺき超ちよう人じんを演じる身としては少し反省点だけど……通学路の風景がいつもより綺き麗れいに見える気がして、気分がとても良かったりする。

　これが、恋の力ってやつ？　なんて、流石さすがにそれは気のせいかな？

「おはようございます」

　だけど、挨あい拶さつしながら教室の扉とびらを開けた瞬しゆん間かんに見えた景色……その印象が昨日までと大きく異なるように思えたのは、間違いなく気のせいなんかじゃないと思う。

「おはよー」

「おっはー」

「はよっすー」

　口々に挨拶を返してくれるクラスメイトの中で。

「おはようございます、街田さん」

　彼の方に、真っ先に目がいった。

　まるで、彼の姿だけが周囲の景色から浮き上がって見えてるみたい。

　はー、恋心ってのを自覚しただけでここまで変わるもんですか。

　そりゃ、世の女子の皆みなさんも浮かれるわけだね。

　それじゃ……この度たび浮かれ女子の仲間入りを果たした私も、一発かましちゃいますか。

「ツネちゃん、今日はちゃんと宿題をやってきましたか？」

　外面モードは継けい続ぞく。

　だけど真まっ直すぐ彼のもとに向かった私の呼びかけに、教室中がザワッとなった。

「ちょっと、寝ぼけてるんですか……!?　呼び方、間違えてますよ……!?」

　ツネちゃんが顔を寄せてきて、小声で苦言を呈ていする。

「ふふっ。そんな耳元で囁ささやかれてはくすぐったいですよ、ツネちゃん」

「だから……」

「良いのです」

　引き続き小声のツネちゃんに対して、私は普ふ通つうの声量。

　そう、これで良いんだ。

「ツネちゃんは、私にとって『特別』なのですから」

　クラスメイトたちがもう一度、先さき程ほどとは比にならないくらいザワついた。

　頰ほおを引き攣つらせるツネちゃん……と、庄川さん。

　それを横目で見ながら、私は小さく小さく笑みを深める。

　攻めると決めたからには、私は全力で攻めるからね……勝負だよ、庄川さん！




　　　◆　　　◆　　　◆




　空そら橋はし悠ゆう一いち




　おいおいおいおい……何がどうなってんだ、これは……？　つい昨日までギクシャクしてたと思ったら……やけに街田さんとの距きよ離りが縮まってないか、護常……。

　今のは、ほとんど告白だったよな……？　仮にそうでなくとも、かなりの爆ばく弾だん発言なのは間違いない。なにせ、『あの』街田さんの『特別』だからな……こりゃ、冗じよう談だん抜ぬきで学校中の人間関係に影えい響きようが出るレベルだ。しかし街田さんも自分の影響力はわかってるだろうに、なんでこんな人前で……いや。人前でやるからこそ、意味がある……のか……？

　何らかの示じ威い行こう為い……牽けん制せい。護常は自分のものだって、周りに喧けん伝でんしてる……？　まさか、護常のことをまだ諦あきらめてなかった……どころか、更さらに気持ちが燃え上がっていて……今度は押せ押せ路線に切り替かえた……って、ところか……？

　……いずれにせよ、だ。

　ここでの返答は重要だぞ、護常。

　庄川さんのためにも、毅き然ぜんとした態度を貫つらぬけよな……！




　　　◆　　　◆　　　◆




　里さと崎ざき翔しよう子こ




　っしゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！　街田さん、ハイパーグッジョブ！

　ついに……！　ついに、あのソラハシから動どう揺ようを引き出した……！　ほら見て、ソラハシのハラハラした表情……！　アタシたちじゃ終ついぞ成し遂とげられなかったそれを、見事引き出してみせた……！　そうか……アタシたちに必要だったのは、小こ賢ざかしい作戦を立てることなんかじゃなくて……！　『覚かく悟ご』を決めることだったんだ……！

　街田さんには今後数ヶ月、下手すると卒業までずっと『人前でド派手にフラれた女』の名が付き纏うことになる。彼女の『高たか嶺ねの花』的なイメージも損そこなわれることに………………いや、待って？　まさか……まさか……！　そのイメージでさえも、この時のために作り上げたものだった……!?　だとすれば、この全く躊ちゆう躇ちよのない投げ捨てっぷりにも納なつ得とく出来る……！　実際、『あの』高嶺の花な街田さんだからこそソラハシに万一を思わせてここまでの動揺を与あたえられたのは間違いないし……最初からこのためだけに、捨て去るために、あそこまで完璧なイメージを築き上げていたとは……！　街田好乃……！　なんて、なんて男らしい腐くさりっぷり……！　アタシは今、猛もう烈れつに感動している……！

　さぁヒラチ、女がここまで熱い覚悟を決めてんだ！

　後はアンタの返答で全すべてが完成するんだからね！　スパッとフッてやんな！




　　　◆　　　◆　　　◆




　ショコラ




　好乃、偉えらいですわ……！　よく勇気を出しましたわね……！

　かつてあれほどに辛つらい目に遭あった貴女のこと。特別な人を作ることは……それを宣言することは、普通の女の子よりもずっと高い壁かべを乗り越こえる必要があったでしょう。

　それでも行動に移した貴女のことを、私は誇ほこりに思います。

　そして……貴女が幸せになることを、心から願います。

　好乃を幸せに出来るのは貴方あなただけなのです、平地さん。

　どうか……どうか、好乃の想おもいを受け止めてくださいまし……！




　　　◆　　　◆　　　◆




　チュウ




　ふわぁ、なんだか騒さわがしいでチュウねぇ……居い眠ねむりしている間に、何か面おも白しろいことでもあってチュウ？　ちょっと様子を見てみるでチュウか………………って。

「平地くん、信じてるからね……！」

　真帆……？　そんな思い詰つめたような表情して、どうしたんでチュウか……？




　　　◆　　　◆　　　◆




　平地護常




　正直なところ、最初は面食らってしまった。

　だって、『特別』だなんて。ともすれば、告白とも取れかねない言葉だもんね。もしも僕が人並みの容姿とコミュ力を持っていたら、逆に勘かん違ちがいしていたかもしれない。でもまぁ、好乃さんもそこまで計算済みでこの言葉を選んだろう。流石、絶ぜつ妙みようなチョイスだ。




　僕を……好乃さんの男避よけとして機能させるための！




　想い人が出来た以上、それ以外の男との噂うわさが立つのは避さけたいところだ。その点、僕であれば間違っても好乃さんの恋こい人びとだなんて誤解はされない。せいぜい下げ僕ぼくくらいにしか思われないだろうけど、間近に男の存在があるってだけでそれなりに牽制にはなるだろう。どうせ今後も相談役として一いつ緒しよにいる時間は多くなるだろうし、一石二鳥ってわけだ。

　にしても、好乃さんもようやくご自分の魔ま性しようにハッキリと気付いてくれたか……口を酸すっぱくして主張し続けた僕の努力が報むくわれたのか、あるいは恋こいが自覚させたのか。

　まぁ、どっちでもいい。いずれにせよ、僕の返事はもう決まっていた。

「もちろん僕にとっても貴女は特別ですよ、好乃さん」

　今度は僕も普通の声量で、好乃さんに倣ならってあえて二人きりの時の呼び方で返す。

　──ガタガタガタッ！

　教室中がザワつく中で、複数箇か所しよから机に足を打ち付けたような音が聞こえた。そちらに視線を向けると……ユウくん、里崎さん、そして庄川さんが、なんというか『ザ・驚きよう愕がく！』って表情でこちらを見ている姿が目に入ってくる。

　まぁ確かに、好乃さんに想い人がいる件を知らないとそういう反応になるかもね……好乃さんのプライベートに関わることだから、おいそれと話すわけにもいかないのが心苦しいけど……まぁ皆、そのうちそれとなく察してくれるだろう。

　それより今は、全力で自分の役割をこなすことを考えねば。

　庄川さんのフォローに加えて、好乃さんの男避け兼けん相談役。

　お助けキャラも、なかなか楽ではないけれど……。

　今後共、全力でサポートして参りますよ！




　　　◆　　　◆　　　◆




　庄川真帆




　ひ、平地くん!?　街田さんのこと『特別』って、どういう意味……!?

　恋れん愛あい的な意味……じゃ、ない……よね……？

　じゃあどういう意味なんだって話だけど……いや、違う。今私が考えるべきは、言葉の意味合いとかじゃなくて……もちろんものすご～く気にはなるけど、そうじゃなくて。

　大切なのは、私がどうすべきなのか……どうしたいのか、っていうとこだと思う。

　街田さんは凄すごい。

　もしも、逆の立場だったなら……平地くんと街田さんが付き合っていて、それでも平地くんのことを好きになってしまったとしたら。私に、同じ行動が出来たかな？

　答えは、絶対にノー。

　すぐ諦めて、どうしようもない恋心を抱かかえて生きていくことになっていたと思う。

　だから、街田さんの行動力と大だい胆たんさには素す直なおに尊敬の念を抱いだいてる。

　それでも……この気持ちを譲ゆずる気はないから。

　今の私が平地くんを想おもう気持ちは、誰だれにも負けてないつもりだから。

　──貴女あなたがハッキリと気持ちを伝えられないなら……その間に、私が奪うばっちゃうから

　思い出すのは、街田さんの言葉だ。

　そう……確かに私は、自分の気持ちを平地くんにハッキリと伝えていない。

　全部伝わってるから言葉にする必要はないって……そう言ってくれた、彼に甘えて。

　でも、それなら……それが隙すきになっちゃってるっていうなら。

　今、ハッキリと伝えよう。

　今度こそ、言葉にしよう。

　そう決意して、私は立ち上がった。焦あせりで勢いがつきすぎてガタンッと椅い子すが倒たおれる。

　街田さんと平地くんに集まっていた視線が、今度はこっちに集まってきた。

　注目されるのって苦手……だけど、今はそんなことを言ってる場合じゃないから。

　すぅ、と大きく息を吸い込んで。




「わ、私も！　平地くんのことを特別だと思ってます！　誰よりも、一番！」




　教室中に響ひびく大声で、そう叫さけんだ。

　一いつ瞬しゆん、シンと静まり返った後……教室中がもう一度、さっきより更にザワッとする。私がこんなことを言い出すとは思ってもみなかったみたいで、皆みなの顔は驚おどろきに満ちていた。

　うぅ、凄く恥はずかしい……けど、同時に達成感もあった。

　これで私も、ようやく街田さんと同じステージに上がれた気分。

　普ふ通つうに考えれば、私なんかが街田さんに勝てるわけないんだけど……これだけは。

　平地くんのことだけは、負けたくないから。

　戦う前に逃にげるなんて、絶対に嫌いやだから。

　私、街田さんと競きそおうと思う。

　だから……勝負だよ、街田さん！










　　　あとがき




　どうも、はむばねです。

　無事二巻でお会い出来ましたこと、大変嬉うれしく思います。

　これも一巻をご購こう入にゆういただき、応おう援えんしてくださった皆みな様さまのおかげです。

　心より御お礼れい申し上げます。




　……と、堅かた苦くるしいご挨あい拶さつは程々に（もちろん、本心からの言葉でございますが）。

　本編執しつ筆ぴつに当たっての裏話的なことを、少し書いて参りたいと思います。

　まず……今回はと申しますか、今回もと申しますか。本作、初しよ稿こうからはかなりの変へん更こうが加わっておりまして。ざっくり言って大きく二度の大改かい稿こうを経て、現在の形となっております。その過程で、新キャラの性格やら中ちゆう盤ばんの展開やらかなり変わりました。好よし乃のの男子に対する『あの』設定も、最初は影かげも形もなかったですからね。その時点で、今とはかなり異なったものであったことがお察しいただけるのではないでしょうか。

　まー、とはいえですね。ぶっちゃけて言うと、初稿が荒あらぶるというのは私としてはあまり珍めずらしいことではなかったりするのです。基本的に「修正は未来の自分がどうにかしてくれる……！　それを信じてとりあえず書き上げろ！」を信条としておりますのでね。初稿段階では振ふり返かえっての修正を自分に禁じておりますので、色々とアレな部分が出てくることも多いです。それもあって大改稿自体は初稿を書いてる時から覚かく悟ごしていたのですが、今回は別の意味でキツいものがありました。主に物理的に。

　と言いますのも、ちょうど一回目の改稿の時に私が大きく体調を崩くずしてしまいまして。熱で動けない日が何日も発生し、当初のスケジュールを大きくぶっちぎってしまったのです。まぁ結果だけを見ると動けない中である意味集中して考えられた案が後に生きてきたりもしてるので、必ずしも悪い方向にだけ働いたというわけでもないのですが……寝ね込んでる時の焦しよう燥そう感かんはヤバかったです。結局二週間くらい縮退運転で、その後もちょくちょくダウンしつつの作業となりました。

　担当Ｓ様、その節は大変ご迷めい惑わくをおかけ致いたしました。

　諸もろ々もろ便べん宜ぎを図っていただいた上、毎回温かいお言葉をありがとうございました。




　実は去年も全く同じ時期に体調を崩していたので、気をつけてはいたつもりなんですけどね……まぁ去年は気管支肺はい炎えんにまで悪化してお医者さんに「あと一週間（病院に）来るのが遅おそかったらヤバかった」と言われた程だったんで、それに比べれば幾いく分ぶんマシだった説は無くもないのですが。

　あの時は本当に地じ獄ごくでしたからね……一回咳せきが出るとそれをきっかけに咳が止まらなくなって、咳自体が収まってもしばらくはまともに呼吸が出来なくて。『呼吸できることの大切さ』を学んだ経験でありました……。




　閑かん話わ休きゆう題だい。

　あとは、一巻に引き続きページ削さく減げんの作業もなかなかにハードでした。初稿の時点でまぁまぁオーバーしてたのに、場面を大おお幅はばに追加しつつページ数を削減するという賽さいの河原感……とはいえ、最終的には一巻と同程度に収められて何よりでした。というかちょっと勢い余って削けずり過ぎた結果、現在こうしてあとがきをダラダラと書き連ねているわけなんですが。い、いざという時のためのバッファも必要ですしね……。

　ともあれ、それだけの削減作業を経ておりますのでね。今回も、最終的に本編に残った部分については本当に必要な要素のみが凝ぎよう縮しゆくされた形となっております………………いや、ホントに私的には必ひつ須すのものばっかりなんで。幾いく度もの削さく除じよ作業を越こえて、残った要素がどんなものなのか。それは、皆様ご自身の目でご確認いただければと思います（本編未読の方向けコメント）。

　書いてる最中は「オゴゴゴ……誰だれやねんこんなクソめんどい状じよう況きようを設定した奴やつは……」と呻うめきながらアイデアを捻ひねり出していたものですが、その分楽しんでいただけるものに仕上がったと思っておりますので、未読の方は是ぜ非ひとも読んでいただけますと幸いです。

　なお、こんなクソめんどい状況を設定した奴は言うまでもなく私です。




　そんなこんなで、紙面も埋うまって参りましたので謝辞に入らせていただきます。

　イラストをご担当いただきましたｓｕｎｅ様、今回も大変可か憐れんなイラストでキャラクターたちを彩いろどっていただきまして誠にありがとうございました。毎度、新キャラのデザインを見た瞬しゆん間かんにその子に命が宿ったように感じております。

　担当Ｓ様、改めまして今回も本当にお世話になりました。こちらの都合でスケジュールが定まらない中、大改稿にお付き合いいただきありがとうございます。先述の通り色々とお気き遣づかいいただいたのに加え、早期段階で改稿の方向性を話し合えたおかげで、無事迷子にならず完成させることが出来ました。

　一巻のご感想を書いてくださった皆様、ご購こう読どくいただいた上に感想を書く手間までかけていただき本当にありがとうございます。そのお声が執筆への原動力となり、二巻もこうして書き上げることが出来ました。

　お世話になりました方全てのお名前を列挙するわけにも参らず恐きよう縮しゆくですが、本作の出版に携たずさわっていただきました皆様、普ふ段だんから支えてくださっている皆様、そして本作を手にとっていただきました皆様、全員に心よりの感謝を。




　それでは、またお会いできることを切に願いつつ。

　今回は、これにて失礼させていただきます。


はむばね










はむばね

●はむばね



ウイルス、細菌、花粉……と、数多の敵との連戦の中で今回はどうにかこうにか書き上げました。

というか、花粉とは現在進行系で交戦中です。

そんな作者の状況とは全く関係なく、今回も各人元気に勘違いしたりされたりしてドタバタしております物語、お楽しみいただけますと幸いにございます。


















カバー・口絵・本文イラスト／ｓｕｎｅ

カバーデザイン／伸童舎










お助たすけキャラに彼かの女じよがいるわけないじゃないですか２








はむばね
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